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外 薗 幸 一
ま え が き
本 稿 は 前 号 （ 鹿 児 島 国 際 大 学 「 国 際 文 化 学 部 論 集 』 第 2 0 巻 1 号 ） に 掲 載 し た 和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス
タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 8 ~ 1 2 章 ) 」 に 引 き 続 く も の で あ る 。「 第 1 9 巻 1 号 」（ 本 シ リ ー ズ 冒 頭 の 号 ） 所 載
の 和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ） （ 第 1 ～ 3 章 ) 」 の 「 ま え が き 」 に 記 載 し た よ う に ， 筆 者 は ，
す で に ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ 全 2 7 章 の 初 訳 を 一 応 完 了 し て い る の で あ る が ， も う 少 し 読 み 易 い 和 訳 に す
る こ と を 目 標 に 「 改 訂 版 」 を 作 成 す る こ と に し た 。 そ し て ， こ れ ま で に 第 1 章 か ら 第 1 2 章 ま で を 発
表 し た の で ， 今 回 は そ れ に 続 く 形 で ， 第 1 3 章 と 第 1 4 章 を 掲 載 す る こ と に す る 。 な お ， 拙 著 「 ラ リ タ
ヴ イ ス タ ラ の 研 究 上 巻 j に 掲 載 し た 和 訳 は 第 1 4 章 ま で で あ る 。
略 号
方 広 ＝ 「 方 廣 大 荘 厳 経 j ( 大 正 新 脩 大 蔵 経 1 8 7 ) .C h i n e s e T r a n s l a t i o n o f t h e L a l i t a v i s t a r a .
普 曜 ＝ 「 普 曜 経 」 （ 大 正 新 脩 大 蔵 経 1 8 6 ) ．A C h i n e s e T r a n s l a t i o n o f t h e ( o l d ) L a l i t a v i s t a r a .
｢ 佛 教 大 辞 典 』 ＝ 「 望 月 佛 教 大 辞 典 （ 増 訂 版 ) 』 （ 昭 和 3 2 年 増 訂 版 世 界 聖 典 刊 行 協 会 ）
『 梵 和 大 辞 典 』 ＝ 荻 原 雲 来 編 「 漢 訳 対 照 梵 和 大 辞 典 」 （ 昭 和 5 3 年 ， 講 談 社 ）
｢ 佛 教 語 大 辞 典 』 ＝ 中 村 元 「 佛 教 語 大 辞 典 』 （ 昭 和 5 6 年 ， 東 京 書 籍 ）
｢ 上 巻 』 ＝ 外 薗 幸 一 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ の 研 究 上 巻 」 （ 平 成 6 年 ， 大 東 出 版 社 ）
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B H S D = D i t t o , V o l .1 I : D i c t i o n a r y .
M v y u t = M " " " z l y " 妙 α " j( 翻 訳 名 義 大 集 ) ,E d . b y R . S a k a k i , K y o t o ,1 9 1 6 .
括 弧 符 号 の 使 い 分 け
和 訳 の 文 章 中 に お い て 用 い る 括 弧 は ， 原 則 と し て ， 次 の よ う に 区 別 す る 。
1 .「 」 は ， 会 話 文 を 示 す た め に 用 い る 。
2 ． （ ） は ， 直 前 の 言 葉 を ， 別 の 言 葉 で 言 い 換 え る た め に 用 い る 。
3 ． ［ ］ は ， 訳 文 を 補 充 し て ， 意 味 を は っ き り さ せ る た め に 用 い る 。
4 ． 〈 〉 は ， 特 殊 な 複 合 語 や ， 重 要 な 熟 語 を 示 す た め に 用 い る 。
5 ． 《 》 は ， 東 大 主 要 写 本 に 原 文 が 欠 落 し て い る が ， 挿 入 す べ き で あ る 部 分 の 訳 文 に 用 い る 。
6 ． 〔 〕 は ， 東 大 主 要 写 本 に 原 文 が 挿 入 さ れ て い る が ， 削 除 す べ き で あ る 部 分 の 訳 文 に 用 い る 。
7 ． 【 】 は ， 諸 写 本 に 混 乱 が あ り ， 削 除 す べ き か 挿 入 す べ き か 確 定 し が た い 部 分 の 訳 文 に 用 い る 。
※ な お ， 第 1 章 か ら 第 1 4 章 ま で の 訳 文 の 左 端 に 付 し た 数 字 ( 2 6 8 ～ 6 9 6 ) は ，『 上 巻 」 第 二 部 （ 本 文
校 訂 ） に お け る 梵 語 原 文 の ペ ー ジ 数 を 示 す も の で あ る 。
キ ー ワ ー ド ： ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ ， 仏 伝 文 学 ， 大 乗 仏 教 ， 混 清 梵 語 ， 仏 教 思 想
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国 際 文 化 学 部 論 典 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
『 ラ リ タ ヴ －
イ ス タ フ
』 （ 大 麟 戯 経 ）
第 1 3 章 （ [ 出 家 ］ 勧 発 品 ) 1
ち ゅ う ぐ う
6 0 0 か く し て ， 実 に 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 が 中 宮 の 中 に 住 せ る 時 ， 菩 薩 を 供 養 せ ん と の 願 望 を 生 じ た る ， 無
数 の 天 神 ・ 竜 ・ 夜 叉 ・ ガ ン ダ ル ヴ ァ （ 乾 閏 婆 ） ・ ア ス ラ （ 阿 修 羅 ） ・ ガ ル ダ （ 迦 模 羅 ） ・ キ ン ナ ラ （ 緊
那 羅 ） ・ マ ホ ー ラ ガ （ 摩 猴 羅 迦 ） ・ 帝 釈 天 ・ 梵 天 ・ 護 世 王 （ 四 大 天 王 ） た ち は ， 各 自 の 歓 喜 の 言 葉 を
ら い し
唱 え つ つ ， 来 至 せ り 。
そ こ に お い て , 比 丘 ら よ ’ あ る 時 , 聚 参 の 2 天 神 . 竜 . 夜 叉 . ガ ン ダ ル ヴ ァ ． ア ス ラ ． ガ ル ダ ．
キ ン ナ ラ ・ マ ホ ー ラ ガ ・ 帝 釈 天 ・ 梵 天 ・ 護 世 王 た ち に ， か く の 如 き 思 念 が 生 じ た り 。 「 さ て も ， こ
の 善 壬 ‘ ( 菩 薩 ) が あ ま り に 永 く 中 宮 に 需 離 れ ば , 彼 ( 菩 薩 ) の く 布 施 . 愛 語 . 利 行 . 同 事 > な る
ふ せ あ い ご り ぎ よ う ど う じ
し し ょ う じ じ よ う や
じ ょ う じ ゆ く
四 摂 事 4 に よ っ て 長 夜 （ 長 久 ） に わ た り 成 熟 （ 教 化 ） せ し め ら れ た る ， こ れ ら の 衆 生 や ， ま た ， 彼
が 菩 提 を 証 得 せ る 後 に ［ 彼 に よ っ て ］ 説 か れ た る 法 を ， 彼 と 共 に あ り て の み 5 理 解 す べ き と こ ろ の ，
こ れ ら 全 て の 6 撚 ｱ [ た る 衆 生 ] が 滅 没 し 去 り ， し か る 後 に 菩 薩 が 出 家 し , 無 上 正 等 覚 を 現 等 覚 し
む じ よ う し よ う と う が く げ ん と う が く
た ま う ［ こ と に な り 終 わ る ］ べ し 」 ［ と ] ・
て い ち よ う う や う や い が ん ま も う
そ こ で 彼 ら は ， 丁 重 に か つ 恭 し 〈 合 掌 し て 菩 薩 を 礼 拝 し ， か く の 如 き 意 願 8 を 有 し ， 待 ち 設 け つ
し ゆ し よ う
つ 住 し た り き ・ ［ す な わ ち ］ 「 一 体 い つ ， わ れ ら は ， 殊 勝 な る 清 浄 衆 生 （ 菩 薩 ） が 9 出 家 し た ま う を
ひ き
見 る こ と を 得 ん や 。 出 家 し て ， ま た ， か の 大 樹 王 （ 菩 提 樹 ） の 下 に 坐 し ， 軍 勢 を 率 い た る マ ー ラ （ 悪
魔 ) を 降 伏 し , 無 上 正 等 覚 を 現 等 覚 し た ま い て , 如 来 6 " ' ' を 具 足 し , 如 来 の 曲 鮒 畏 ､ を 具 足 し ，
じ ゆ う は ち ふ く ' う ぶ つ ぼ う
さ ん て ん じ ⑨ う に ぎ よ う そ う む じ よ う ほ う り 人 だ い ゆ げ
く 十 八 不 共 仏 法 > ' 2 を 具 足 し ,< 三 転 十 二 行 相 無 上 法 輪 > ' 3 を 転 じ た ま い て ， 仏 陀 の 大 遊 戯 （ 神 通 ）
し ん げ み よ う せ つ
を 以 て 天 神 と 人 間 と 阿 修 羅 と を 含 む 世 間 ［ の 諸 衆 生 ］ を ， ［ そ れ ぞ れ の ］ 信 解 M に 応 じ た る 妙 説 を
以 て 満 足 せ し め た ま う を ［ 見 る こ と を 得 ん や ] 」 【 と ' 5 】
あ そ う ぎ じ よ う や わ た
6 0 2 時 に 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， 阿 僧 祇 （ 無 数 ） 劫 ［ の 昔 ］ よ り ， 長 夜 （ 長 久 ） に 亘 り ， 常 時 不 断 に ， 世
！ 方 広 は 「 音 樂 發 悟 品 」 と 訳 し て い る 。
2 「 衆 多 の 」 ( s a m b a h u l a )と は 「 多 く の ． 多 人 数 の 」 の 意 で あ る 。
3 「 善 士 」 ( s a t p u r u S a )と は 「 立 派 な 人 」 の 意 で あ る 。 「 ぜ ん じ 」 と も 読 む 。
4 「 四 摂 事 」 と は 「 四 つ の 包 容 の 態 度 。 社 会 生 活 上 ， 欠 く こ と の で き な い 四 つ の 徳 。 人 心 を お さ め る 四 種 の 行 為 」 を い う 。 「 佛
教 語 大 辞 典 」 5 2 4 頁 参 照 。
5 t a t s a h a i v a ( t a t s a h a e v a ) で 「 彼 と 共 に あ り て の み 」 の 意 と 見 た が . チ ベ ッ ト 訳 に は 単 に 「 [ 法 の ］ 演 説 を 」 と 訳 さ れ て お り ．
こ れ に 当 た る 訳 語 は な い 。
6 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 全 て の 」 ( s a r v a n i ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
7 「 法 器 」 ( d h a r m a b h a j a n a )と は 「 仏 法 を 受 け る に 堪 え る 能 力 の 人 」 を 意 味 す る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 1 2 3 0 頁 参 照 。
8 「 意 願 」 ( a b h i p r a y a )と は 「 意 向 ． 願 望 」 の 意 で あ る 。
9 チ ベ ッ ト 訳 は 「 殊 勝 に し て 満 浄 な る 菩 薩 が 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
1 0 「 十 力 」 に つ い て は ． 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 3 6 ) を 参 照 さ れ た い 。
' ! 「 四 無 所 畏 」 に つ い て は . l 司 上 拙 訳 （ 註 3 7 ) を 参 照 さ れ た い 。
' 2 「 十 八 不 共 仏 法 」 に つ い て は ， 同 上 拙 訳 （ 註 3 8 「 十 八 不 共 法 ｣ ） を 参 照 さ れ た い 。
' 3 「 三 転 十 二 行 相 」 と は ， 釈 蝋 が 鹿 野 苑 に お い て 四 聖 諦 （ 苦 ・ 集 ・ 減 ・ 道 ） を 説 く に 際 し て ， 「 示 ・ 勧 ・ 証 の 三 つ の 段 階 （ 三
転 ） に よ っ た こ と を い う 。 ( 1 ) 示 転 。 こ れ こ そ は 苫 で あ る ．こ れ こ そ は 集 で あ る ， こ れ こ そ は 減 で あ る ， こ れ こ そ は 道 で
あ る ， と 四 諦 を そ れ ぞ れ 示 す こ と 。 （ 2 ） 勧 転 。 苦 は 知 る べ き も の で あ る ， 集 は 断 ず べ き も の で あ る ， 減 は 証 す べ き も の で
あ る ， 道 は 修 す べ き も の で あ る ． と 四 諦 の 修 行 を 勧 め る こ と 。 （ 3 ） 証 転 。 苦 を 自 ら 知 り ， 集 を 自 ら 断 じ ， 減 を 自 ら 証 し 、
道 を 自 ら 修 し た ． と 釈 尊 自 ら が 自 己 に つ い て 証 す る こ と 」 で あ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 4 8 3 頁 参 照 。
' 4 「 信 解 」 に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 1 0 3 ) を 参 照 さ れ た い 。
' 5 東 大 写 本 は い ず れ も 「 ～ と 」 ( i t i ) を 欠 い て い る が ． チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が あ る 。
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し ゅ じ ゅ う
間 と 超 世 間 と の 一 切 の 法 に お い て ， 他 者 に 導 か れ る こ と な か り き 。 あ ら ゆ る 善 法 を 修 習 す る に 際 し
じ ょ う じ
じ き こ こ ろ え
て 自 ら の み を 師 と な し ， ま た ， 長 時 （ 長 期 間 ） を 通 じ て 時 を 知 り ， 時 節 を 知 り ， 時 機 を 心 得 た り 。 ［ 自
身 の ] 締 を 謹 実 ' 6 す る こ と な く 。 孟 総 " を 具 足 せ り 。 神 通 に よ っ て 遊 戯 し , 一 切 の i s 感 官 に 通 達
し , 蒔 と 非 蒔 1 ， と を 知 り . 時 機 を 伺 菫 し , 大 海 の [ 干 満 ] の 如 く 。 到 来 せ る 時 機 を 逸 す る こ と な か
じ ん ず う ち
り き 。 彼 （ 菩 薩 ） は 神 通 智 の 力 を 具 足 し て ， 自 己 み ず か ら ， 一 切 を 了 知 せ り 。 ［ す な わ ち ］ 「 今 は 受
じ ょ う ぶ <
容 す べ き 時 な り 。 今 は 調 伏 す べ き 時 な り 。 今 は 攝 受 す べ き 時 な り 。 今 蝿 蓋 " す べ き 時 な り 。 今 は
し ょ う じ ゅ
棄 捨 す べ き 時 な り 。 今 は 説 示 す べ き 時 な り 。 今 は 沈 黙 す べ き 時 な り 。 今 は 出 家 す べ き 時 な り 。 今 は
ゆ ぎ よ う ど く じ ゆ し よ う し ゆ い ど く し よ
遊 行 す べ き 時 な り 。 今 は 読 調 す べ き 時 な り 。 今 は 正 思 惟 す べ き 時 な り 。 今 は 独 虚 2 ' す べ き 時 な り 。
し ゅ え
こ
今 は ク シ ャ ト リ ヤ （ 刹 帝 利 ） の 衆 会 に 赴 く べ き 時 な り ， 等 々 ， 乃 至 ， 今 は バ ラ モ ン （ 婆 羅 門 ） や 居
じ
士 型 の 衆 会 に 赴 く べ き 時 な り 。 今 は 天 神 ・ 竜 ・ 夜 叉 ・ ガ ン ダ ル ヴ ァ ・ ア ス ラ ・ ガ ル ダ ・ キ ン ナ ラ ・
う ぱ そ く う ば 上 、
マ ホ ー ラ ガ ・ 帝 釈 天 ・ 梵 天 ・ 護 世 王 ・ 比 丘 ・ 比 丘 尼 ・ 優 婆 塞 ・ 優 婆 夷 の 衆 会 に 赴 く べ き 時 な り 。 今
は 説 法 す べ き 時 な り 。 今 は 独 居 黙 考 す べ き と き な り 」 ［ と ] ・ 菩 薩 は ， 如 何 な る 場 合 に も ， 常 に 時 を
知 り ， 時 機 を 伺 察 し た り 。
し か
じ れ ん ほ つ し よ う
然 る に ， ま た 比 丘 ら よ ’ こ れ は 自 然 の 法 性 （ 常 法 ） な り 。 す な わ ち ， 最 後 身 の 四 菩 薩 が 中 宮 の 中
に 住 す る 時 ， 十 方 の 世 界 に 住 す る 諸 仏 世 尊 に よ っ て ， 歌 詠 と 楽 器 と の 音 響 に よ り ， こ れ ら ， か く の
ほ う も ん か ん ぼ つ
如 き 種 類 の 法 門 を 以 て 勧 発 せ ら れ る べ き は 必 定 な り 2 4 。
［ す な わ ち ］ そ こ に お い て ， か く の 如 く 言 わ れ る 。
さ い し よ う し ゆ じ よ う
l . 十 方 世 界 に お け る 最 勝 衆 生 （ 仏 陀 ） な る ，
み よ う ゆ う
彼 ら （ 諸 仏 ） の 妙 用 2 5 の 故 に ， そ の 時 ， 楽 器 の 音 に 合 わ せ て
う た
か ん ぎ み み よ う げ じ ゅ
詠 わ れ た る ， こ れ ら 歓 喜 美 妙 の 偶 頌 は ，
か ん ぼ つ
殊 勝 な る 人 （ 菩 薩 ） を 勧 発 せ り 。
ひ や く よ
2 ． 百 余 の （ 多 く の ） 苦 悩 に 満 た さ れ た る 衆 生 を 見 て ，
お う し や く な
汝 は ， 往 昔 ， こ の 誓 願 を 為 せ り 。
ひ ご し や く ど し や あ ん そ く し よ
「 [ わ れ は ］ 世 間 の 庇 護 者 ・ 救 護 者 ・ 安 息 処 と な り ，
り や く し や
き え し ょ
ま た ， 最 高 の 利 益 者 た る く 帰 依 処 〉 と な ら ん 」 ［ と ] 。
3 ． い ざ 勇 者 よ ， 汝 の 往 昔 の 所 行 と ，
せ け ん り や く
世 間 利 益 の 誓 願 と の ， 如 何 な り し か を 想 起 せ よ 。
今 は ， 汝 の ［ 出 家 す べ き ］ 時 な り ， 時 節 な り ， 好 機 な り 。
ひ じ り
殊 勝 な る 聖 よ ， 出 家 し た ま え 。
6 0 4
' 6 「 退 失 」 と は 「 修 行 に よ っ て 得 た 境 地 を 捨 て る こ と 」 で あ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 9 0 7 頁 参 照 。
' 7 「 五 神 通 」 と は 「 五 種 の 超 自 然 的 な 能 力 」 で あ り ． 「 一 般 的 に は ， 天 眼 通 ・ 天 耳 通 ・ 他 心 通 ・ 宿 命 通 ・ 神 足 通 を い う ｣ 。 「 佛
教 語 大 辞 典 」 3 7 0 頁 参 照 。
' 8 「 一 切 の 」 ( s a r v a ) に 当 た る 部 分 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 衆 生 の 意 楽 と 」( s e m s c a n g y i b s a m p a ) と な っ て お り ， 梵 文 と 合 わ な
い o
l 9 「 時 」 は 「 適 切 な 時 間 ｣ ， 「 非 時 」 は 「 不 適 切 な 時 間 」 の 意 で あ る 。
2 0 「 饒 益 」 ( a n u g r a h a ) と は 「 ( 人 々 に ） 利 益 を 与 え る こ と 」 で あ る 。
2 ! 「 独 虚 」 ( p r a v i v e k a ) と は 「 静 か な 場 所 に 独 り で 住 す る こ と 」 で あ る 。
型 「 居 士 」 に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 2 2 3 ) を 参 照 さ れ た い 。
2 3 「 上 巻 」 に は 「 一 生 補 虚 の 」 と 訳 し た が ， 誤 訳 に つ き 「 最 後 身 の 」 と 訂 正 す る 。
2 4 チ ベ ッ 卜 訳 に は 「 必 定 な り 」 ( a v a S y a m ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 5 「 妙 用 」 と は 「 不 思 議 な 働 き 」 の 意 で あ る 。
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国 際 文 化 学 部 論 集 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
じ よ う ご
｢ 人 間 と 天 神 を 調 御 す る ， 世 間 の 最 勝 者 ，
ひ や く よ
百 余 ［ も の 多 く ］ の 功 徳 に 満 ち た 仏 陀 に 成 る べ し 」 と て ，
そ の た め に 汝 は ． 往 昔 ，
き し や
種 々 の 貴 重 な る 財 物 や ， ［ 自 分 の ］ 頭 や 手 足 を も 棄 捨 せ り 。
じ か い ど ん か い
汝 は ， 持 戒 を 以 て ， 禁 戒 と 苦 行 と を 修 習 せ り 。
に ん に く り や く
汝 は ， 忍 辱 を 以 て ， 世 間 を 利 益 せ り 。
汝 は ， 精 進 を 以 て ， 清 浄 な る 2 6 徳 を 積 み ，
禅 定 と 智 慧 （ 般 若 ） と に お い て ， 三 界 に 並 ぶ 者 な し 。
念 怒 I 鏡 涛 " せ ら れ , 悪 意 の 垢 稜 に 満 ち た る ，
< え
ぜ ん ぜ い
彼 ら （ 衆 生 ） は ， 善 逝 よ ’ 汝 の 慈 に 遍 満 せ ら れ た り 。
じ ゃ し よ う < ・ に ん
邪 性 錫 に し て ， 浄 善 の 徳 を 欠 落 せ る 愚 人 を も ，
汝 は ， さ ま ざ ま に ， 悲 懲 せ り 。
[ 汝 は ］ 清 浄 な る 福 徳 と 智 と が 身 体 " に 遍 満 し ，
ひ じ ん
無 塵 な る 禅 定 ・ 神 通 の 輝 き を 有 す る 。
し ょ う よ う さ ま
こ れ ら ［ 世 界 の ］ 諸 十 方 を ， あ ま ね く 照 耀 せ る 様 は ，
雲 よ り 離 れ た る 月 の 無 垢 な る に 似 た り ◎
み み よ う
こ れ や あ れ や の ， 種 々 の 美 妙 な る 音 が ，
し ょ う し ゃ ご ん お 人
諸 の 楽 器 よ り ， 勝 者 （ 仏 陀 ） の 言 音 を 響 か せ て ，
｢ 出 家 さ れ た し ， 今 は 汝 の 好 機 な り ｣ 鋤 と ，
か ん ぽ つ
人 間 と 天 神 と に 尊 崇 せ ら れ た る 者 （ 菩 薩 ） を 勧 発 せ り 。
4
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7
8
し よ う み よ う き ゅ う じ よ う
実 に ま た ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， か の 勝 妙 な る 宮 城 に ， ［ す な わ ち ］ あ ら ゆ る 資 財 を 豊 富 に 所 有 し ，
ろ だ い し よ う と う と う も ん そ う か り ょ う ぼ う
願 望 に 応 じ て 安 楽 に 居 住 す る に 適 し ， 天 界 の 宮 殿 の 如 く に し て ， 露 台 ・ 小 塔 ・ 塔 門 ・ 窓 架 ・ 涼 房 ・
じ ゅ う か く こ う ろ う
重 閣 ・ 高 楼 は 秀 麗 な る ， あ ら ゆ る 3 ' 多 彩 な る 宝 石 の 装 飾 物 に よ っ て 種 々 の 部 分 が 美 し く 飾 ら れ ，
さ ん が い き し ど う ば ん
れ い も う ど ん じ き
き い ひ も
傘 蓋 や 旗 幟 や 瞳 幡 が 掲 げ ら れ , 無 数 の 宝 石 の 鈴 網 を 以 て 厳 飾 せ ら れ , 数 百 千 の 絹 紐 が 垂 れ 懸 け ら れ ，
種 々 の 宝 石 を 以 て 象 眼 せ ら れ , 真 珠 の 3 2 蝋 が 垂 れ 懸 け ら れ , 種 々 な る 宝 石 の 鞘 劉 よ り 成 る 橋 に
ぞ う が ん
ぞ う ざ ぃ た う す ぎ ぬ
荘 厳 せ ら れ ， 繪 絲 3 4 や 花 環 や 帯 の 束 が 懸 け ら れ ， 香 炉 に は 香 が 懐 か れ ， ［ 霜 を 防 ぐ た め の ］ 薄 絹 の
ち よ う が い
広 き 帳 蓋 3 5 を 有 し ， あ ら ゆ る 季 節 の 花 が 最 妙 な る 芳 香 を 放 ち つ つ 美 し く 咲 き 乱 れ ， 白 蓮 の 蓮 池 や 新
弱 「 清 浄 な る 」 ( S u b h a ) は ． チ ベ ッ ト 訳 に は 「 百 の 」( b r g y a ) と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
訂 「 冥 縛 」 と は 「 道 理 に 暗 く し て 囚 わ れ る こ と 」 で あ る 。
錫 「 邪 性 」 ( m i t h y a t v a ) と は 「 無 間 地 獄 に 堕 ち る よ う な 悪 業 を 犯 し ， 覚 る こ と の な い 衆 生 」 を 指 す 。
鱒 原 語 a t m a n は ， 通 常 「 自 我 ． 霊 魂 ，自 性 」 等 の 意 で あ る が ， こ こ で は チ ベ ッ ト 訳 [ l u s ] を 参 考 に 「 身 体 」 と 訳 し た 。
釦 チ ベ ッ ト 訳 は 「 ま さ し く ， 汝 の 出 家 の 時 は 今 な り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
3 ! チ ベ ッ ト 訳 に は 「 あ ら ゆ る 」 ( s a r v a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
錘 「 象 眼 せ ら れ ． 真 珠 の 」 と い う 部 分 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 象 眼 せ ら れ た る 真 珠 の 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
麹 原 語 p a U a に は 「 ( 銅 等 の 番 画 用 の ） 板 ま た は 薄 片 」（ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ） の 意 味 が あ る 。 こ こ で は チ ベ ッ ト 訳 [ s p a n
l e b ] に 倣 っ て 「 平 板 」 と 訳 し た 。
鋼 「 繪 練 （ あ や ぎ ぬ ． い ろ ど っ た き ぬ ) 」 の 原 語 も p a " a で あ る 。 こ の 部 分 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 多 く の 花 環 や 練 吊 （ さ い は く ）
が 垂 れ 懸 け ら れ 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
お 「 帳 蓋 」 と は 「 隔 て る た め の と ば り 」 で あ る 。 方 広 に は 「 露 鰻 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 2 8
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 ( " 1 3 ~ 1 4 章 ）
鮮 な る 3 6 睡 蓮 の 水 辺 が あ る 歓 楽 の 場 所 に 富 み 3 7 , パ ツ ト ラ グ プ タ ． シ ユ カ ． サ ー リ カ ． コ ー キ ラ ． ハ
ン サ ． マ ユ ー ラ ． チ ヤ ク ラ ヴ ア ー 力 ． ク ナ ー ラ ． カ ラ ヴ イ ン ガ 3 8 ． ジ ー ヴ ア ン ジ ー ヴ ア カ 3 9 等 の 諸 種
さ え ず
の 鳥 群 に よ る 甘 美 な る 噛 り が 響 き ， ［ 人 々 は ］ 青 琉 璃 よ り 成 る 地 面 の 上 に て 生 活 を 享 楽 し ， あ ら ゆ
え い し よ う
あ
る 色 像 の 光 影 を 映 照 し ， 見 る 者 を し て 飽 く こ と な く 喜 ば し め ， 至 上 の 歓 喜 と 喜 悦 と を 生 ぜ し め る ，
か の 勝 妙 な る 宮 城 に 在 り て ， 菩 薩 は ， 広 大 に し て 華 麗 な る 住 居 た る 宮 殿 に 住 し 4 0 , 身 体 は 浄 潔 ・ 無 垢 ・
け ま ん
ふ く い く ず こ う じ よ う び や く
清 浄 に し て ， 華 鍾 や 装 身 具 を 解 く こ と な く ， 最 妙 な る 芳 香 の 馥 郁 た る 塗 香 を 身 体 に 塗 り ， 浄 白 。 清
さ ら さ
浄 ・ 無 垢 ・ 純 美 に し て 汚 れ な き 衣 服 を 身 に 着 け ， ［ ま た ］ 繊 細 な る 天 界 の 更 紗 が 幾 重 に も 敷 か れ て ，
柔 軟 な る こ と カ ー チ リ ン デ イ カ 衣 の 如 く 快 き 感 触 の ［ か つ ］ 端 厳 な る 支 分 を 以 て 造 形 せ ら れ た る ，
か し
優 美 な る 椅 子 の 上 に 坐 し ， ［ ま た ］ 天 女 衆 の 如 く ［ 優 雅 ］ に し て ， あ ら ゆ る 点 に お い て 暇 疵 あ る こ
み め う る わ
み よ う れ い ち ゆ う ぐ う さ い に ょ し ゅ う
と な く ［ か つ ］ 見 目 麗 し き 上 品 な る 物 腰 の 振 舞 い を な す ， 妙 麗 な る 中 宮 採 女 衆 の 中 に 在 り て ， シ ヤ
ら が い
ン 力 （ 螺 貝 ） ・ ベ ー リ ー （ 太 鼓 ） ・ ム リ ダ ン ガ （ 小 鼓 ) ・ パ ナ ヴ ァ （ 小 太 鼓 ) ・ ツ ナ ヴ ァ 4 ！ （ 一 弦 琵 琶 ） ・
ヴ イ ー ナ ー （ 琵 琶 ） ・ ヴ ァ ッ ラ キ 4 2 ． サ ン パ （ シ ン バ ル の 一 種 ） ・ タ ー ダ （ シ ン バ ル ） ・ キ ン パ ラ ・ ナ
ク ラ ・ ス ゴ ー シ ャ カ ・ ヴ ェ ー ヌ 4 3 （ 笛 ） ［ 等 ］ が 奏 で ら れ る 美 妙 な る 音 響 と ， 種 々 の 楽 器 と 伎 楽 の 合
奏 と に よ っ て 目 覚 ま し め ら れ ， ま た ［ そ れ に 加 え て ］ か の 採 女 衆 が 優 雅 に し て 甘 美 な る 愛 ら し き 声
と 笛 と を 吹 奏 す る 音 響 と に よ っ て 菩 薩 を 起 床 せ し め た り 。 ［ 然 る 時 ］ 彼 ら ， 十 方 に 住 す る 諸 仏 陀 世
い じ ん り き
か ん ば つ
尊 の 威 神 力 に よ っ て ， そ れ ら 楽 器 の 奏 で ら れ る 音 響 の 中 か ら ， 菩 薩 を 勧 発 す る ， か く の 如 き 偶 頌 が
出 現 せ り ｡ 4 4
9 ． 悦 意 あ り て ， 浄 心 を 具 有 せ る 採 女 衆 が ，
優 雅 に し て 美 妙 な る 笛 を 吹 奏 せ る 時 4 5 ,
十 方 に お け る ， 無 上 な る 4 6 諸 勝 者 （ 諸 仏 陀 ） の 念 力 4 7 に よ り ，
た ぐ い
種 々 様 々 な る 類 の ， か く の 如 き 偶 頌 を 生 じ た り 。
え こ
1 0 . 常 に ， 依 ' | 古 な き も の と な れ る ，こ れ ら の 衆 生 を 見 て ，
お う し ゃ く
勇 者 よ ， 汝 は ， 往 昔 か く の 如 き 誓 願 を な せ り 。
「 [ わ れ は ］ 老 な く 4 8 憂 愁 な き ， 至 上 の 地 位 を 正 覚 し て ，
6 0 8
鋪 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 新 鮮 な る 」 ( n a v a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
訂 「 上 巻 」 に は 「 新 鮮 な る プ ン ダ リ ー カ （ 白 蓮 ） や 睡 蓮 の 群 な す 蓮 池 の ［ あ る ] ， 享 楽 の 場 所 に 富 み 」 と 訳 し た が ， 「 群 な す 」
と 訳 し た 原 語 j a l a は チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 「 水 の 」 の 意 で あ る の で ，こ れ に 従 っ て ， 「 白 蓮 の 蓮 池 や 新 鮮 な る 睡 蓮 の 水 辺 が
あ る 歓 楽 の 場 所 に 富 み 」 と 訂 正 す る 。
3 8 通 常 は 「 カ ラ ヴ イ ン カ 」 ( k a l a v i n k a ) で あ る が ，こ こ で は 東 大 主 要 写 本 に 従 っ て k a l a v i n g a と 校 訂 し た 。
3 9 以 上 の 鳥 名 の 原 語 は 前 か ら 順 に p a t t r a g u p t a , S u k a ,s a r i k a , k o k i l a ・ h a m s a , m a y U r a , c a k r a v a k a , k u n a l a . k a l a v i n g a .j i v m -
j i v a k a で あ る 。
4 O チ ベ ッ ト 訳 は 「 広 大 な る 最 勝 の 宮 殿 に 住 し 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
4 ! チ ベ ッ ト 訳 に は t u n a v a に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
4 2 通 常 は v a l l a k i( ヴ ァ ツ ラ キ ー ： 琵 琶 の 一 種 ） で あ る が ， こ こ で は 写 本 に 従 っ て v a l l a k i と 校 訂 し た つ
4 3 以 上 の 楽 器 名 の 原 語 は 前 か ら 順 に S a n k h a b h e r i , m r d a n g a , p a p a v a t u n a v a , v i n a , v a l l a k i . s a m p a . " a , k i m p a l a . n a k u l a ,
s u g h o S a k a v e n u で あ る 。
" “ 以 下 に 記 載 さ れ る 偶 頌 （ 第 9 偶 ～ 第 1 3 2 1 3 ) は ，同 様 な 内 容 を 異 な る 韻 律 で 反 復 し て お り ． 複 数 の 詩 人 が 競 作 し た 偶 頌 を
集 め ， 適 当 に 並 べ て 編 集 し た 形 式 と な っ て い る 。
4 5 チ ベ ッ ト 訳 は 「 優 雅 に し て 美 妙 な る 楽 器 の 音 を 奏 で た る 時 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
4 6 U t t a m a を 「 上 巻 」 に は 「 賢 妙 な る 」 と 訳 し た が ， 通 常 の 意 味 に 戻 し て 「 無 上 な る 」 と 訂 正 す る 。
4 7 a V e S a を 「 念 力 」 と 訳 し た が ． チ ベ ッ ト 訳 [ m t h u ] に よ れ ば 「 威 神 力 」 で あ り ． 方 広 に も 「 威 神 力 」 と 訳 さ れ て い る 。
4 8 a j a r a( 老 な く ） は ． チ ベ ッ ト 訳 に は r d u l m e d ( = a r a j a s ; 塵 垢 な く ）と 訳 さ れ て い る 。
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老 や 死 や 4 9 , ま た そ の 他 の 苦 悩 よ り ［ 衆 生 を ］ 解 脱 せ し む く し 」 ［ と ] ・
l l . そ れ 故 に ， い ざ ， 速 や か に ， こ の 都 城 よ り
い
い に し え
・ お う け い
出 で て ， 古 昔 の 諸 仙 人 （ 諸 菩 薩 ） の 往 詣 せ る 釦 ，
ち し ょ
ふ の ぼ
［ か の ］ 地 虚 （ 菩 提 の 座 ） に 踏 み 上 り て ，
し よ う と く
比 類 な き 勝 者 の 智 （ 仏 智 ） を 證 得 し た ま え 。
1 2 . 汝 は ， 往 昔 ， 種 々 の 財 物 や 宝 石 ，
い と し や せ
手 ・ 足 や ， 愛 し き 身 体 を も 捨 施 し た ま え り 。
大 仙 人 よ ， 今 や ， こ れ ， 汝 の ［ 出 家 の ］ 時 な り 。
う す い
無 量 な る 法 の 雨 水 を ， 衆 生 に 分 与 さ れ た し 。
； ﾅ つ ろ う
1 3 . 汝 の 持 戒 た る や ， 清 浄 無 垢 に し て ， 欠 漏 な < ,
往 昔 ， 常 に 「 最 勝 な る も の を 得 ん 」 と 努 め た ま え り 5 ' ・
大 仙 人 よ ， 汝 の 持 戒 に 匹 敵 す る も の な し 。
衆 生 を し て ， 種 々 な る 煩 悩 よ り 解 脱 せ し め た ま え 。
ひ や く よ に ん に く し ゅ じ ゆ う
1 4 . 汝 は ， 百 余 ［ も の 多 く ］ の 生 に お い て ， 忍 辱 を 修 習 し ，
あ く ご ん に ん じ ゆ
汝 は ， 世 間 の 種 々 な る 悪 言 を 忍 受 し た ま え り 。
忍 辱 ［ 行 ］ に よ っ て ， 自 ら よ く 忍 耐 と 自 制 と に 専 心 せ り 5 2 ．
三 怠 闘 ( 人 間 ) の 主 よ ， 出 家 の 決 意 を 為 し た ま え 。
な
1 5 . 汝 の 精 進 は 堅 固 に し て ， 確 乎 ・ 不 動 な る が 故 に ，
善 逝 よ ’ 往 古 に お い て ［ そ の 精 進 は ］ 偉 大 な る も の と な れ り 。
ご う ぶ く
邪 悪 な る ナ ム チ （ 悪 魔 ） を ， そ の 軍 勢 も ろ と も に 降 伏 し て ，
さ ん あ く し ゆ あ ま け ん こ
三 悪 趣 を ， 余 す と こ ろ な く 乾 枯 せ し め た ま え 。
ぼ ん の う じ よ く ぜ ん し
1 6 . そ の ［ 衆 生 済 度 の ］ た め に ， 悪 世 の 煩 悩 濁 を 禅 思 し て 別 ，
ご ん か い
汝 は ， 禁 戒 と 苦 行 と を 修 習 し た ま え り 。
汝 は ［ 今 や ］ 有 益 な る 甘 露 の 水 を 雨 降 ら し め て ，
え 二
ま ん き つ
久 し < 渇 け る ， 依 | 古 な き 者 ど も （ 衆 生 ） を 満 喫 せ し め た ま え 。
1 7 . か の ， 往 昔 の 殊 勝 な る 言 葉 を 想 起 し て ，
こ の 都 城 よ り ， 速 や か に 出 離 さ れ た し 。 ［ す な わ ち ］
う し ゅ う し ょ う と く
「 不 死 に し て 憂 愁 な き ［ 仏 陀 の ］ 地 位 を 證 得 し て ，
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4 9 「 老 や 死 や 」 は ． チ ベ ッ ト 訳 に は 「 生 や 老 や 」 ( s k y e d a n r g a d a n )と 訳 さ れ て い る 。
" c i r n a を 「 往 詣 せ る 」 「 行 け る 」 の 意 と 見 る 。 チ ベ ッ ト 訳 に は s h a b s b c a g s p a( 足 に 踏 ま れ た る ） と 訳 さ れ て い る 。
3 ' a b h n s i を 「 ～ を 得 よ う と 努 め る 」 の 意 と 見 る が . チ ベ ッ ト 訳 は 「 [ 最 勝 な る も の に よ っ て ］ 飾 れ り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ
て い る 。
5 2 「 自 制 に 専 心 せ り 」 の 部 分 は ， チ ベ ッ ト 訳 で は 「 自 制 に よ っ て 確 固 た る 心 あ り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
認 「 二 足 」 と は 「 二 つ 足 を も つ も の ． 人 間 の こ と 」 で あ る が . 「 二 足 尊 （ に そ く そ ん ) 」 と い う 場 合 は ． 「 二 足 を 有 す る 生 類 （ 人
間 ・ 神 ） の 中 で 最 も 尊 い も の の 意 」 と さ れ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 l M 8 頁 参 照 。
別 「 上 巻 」 で は d h y a y i t v a を ． B H S D ( d h y a y a t i ) 及 び チ ベ ッ ト 訳 [ b s r e g s g y i s l a ] を 参 考 に ，「 焼 き 尽 く し て 」 の 意 と 見 て ， 「 そ
の ［ 衆 生 済 度 の ］ た め に ． 汝 は 禁 戒 と 苦 行 と を 修 習 せ り 。 悪 世 の 煩 悩 濁 を 焼 き 尽 く し た ま い て ． 汝 は … … 」 と 訳 し た 。 し
か し ， 菩 薩 に よ る 過 去 世 の 六 波 羅 蜜 行 の 偉 大 さ を 順 次 に 稲 場 し て い く 文 脈 か ら 推 し て ， こ の 偶 は 「 禅 定 修 行 の 偉 大 さ 」 に
言 及 す る も の で な け れ ば な ら ず , d h y a y i t v a は 「 禅 定 に よ っ て 深 く 思 惟 し て （ 禅 思 し て ) 」 の 意 と 見 る こ と が で き る の で ．
「 悪 世 の 煩 悩 濁 を 禅 思 し て 」 と 訂 正 す る と と も に ， 第 一 行 と 第 二 行 の 訳 文 を 入 れ 替 え た 。 な お ， 方 広 に も 「 以 勝 定 除 諸 垢 ( 勝
定 を 以 て 諸 の 垢 を 除 き ) 」 と 訳 さ れ て い る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
か ん ろ み
渇 き に 苦 し む 者 た ち を 甘 露 味 に て 満 足 せ し む く し 」 ［ と の 言 葉 を ] ◎
ち え は ん に ゃ
1 8 . 汝 は ， 最 高 な る 智 慧 （ 般 若 ） の 所 行 に 通 達 し ，
汝 の 智 は 偉 大 な り て ， 広 大 に し て 5 5 無 辺 な り 。
ひ ょ う は く < ′ も う や か ら
疑 惑 の 道 に 漂 泊 せ る 愚 蒙 の 輩 を ば ，
み よ う じ よ う か く や く
汝 は ， 明 浄 赫 突 た る 〔 至 上 な る 弱 〕 智 慧 の 光 明 を 以 て 照 ら し た ま j
ひ や く よ
じ し ゆ じ ゆ う
1 9 . 汝 は ， 百 余 ［ も の 多 く ］ の 生 に お い て ， 慈 を 修 習 し ，
ひ き し や
［ ま た ］ 悲 と ， 殊 勝 な る 喜 と 捨 と を ［ 修 習 し た ま え り ] 。
汝 が 修 習 せ る と こ ろ の ， 最 勝 な る 所 行 ，
ま さ に ， そ の 所 行 を 衆 生 に 分 与 さ れ た し 。
2 0 ． 十 方 の 諸 勝 者 （ 諸 仏 陀 ） の 威 力 に よ り ，
う た
こ れ ら の 偶 頌 の ［ 中 に 詠 わ れ た る ］ 色 々 な 功 徳 の 花 は ，
諸 々 の 楽 器 ［ の 音 ］ に ， 様 々 に 反 響 し て 5 7 ,
寝 台 に 横 た わ り た る 王 子 を 勧 発 せ り 。
え
6 1 2
。
2 1 . ま た ， 快 楽 を 与 え る 採 女 衆 が 愉 悦 に 満 ち て ，
甚 だ 美 妙 に し て ， 優 雅 な る 楽 器 を 奏 で た る 時 ，
じ よ う ご し や
天 神 と 人 間 と の 調 御 者 た る ， 十 方 の 勝 者 （ 仏 陀 ） た ち は ，
そ の 楽 器 の 音 に 合 わ せ て 銘 ， 殊 妙 な る 言 葉 を 反 響 せ し め た り 。
2 2 ． 多 く の 功 徳 を 有 し ， 衆 生 を 利 益 す る ［ 者 よ ] ， 汝 は ，
き ょ う が い
諸 の 境 界 " に 転 生 せ る 時 に . 勝 者 の 徳 を 常 に 自 ら 釧 藍 笠 を り 。
お も
往 昔 ［ 汝 が ］ 修 習 せ る ， あ れ こ れ の 禁 戒 や 苦 行 を 想 い 起 こ し て 6 1 ，
速 や か に 樹 王 の も と に 往 詣 し ， 不 死 な る 地 位 を 證 得 し た ま え 。
2 3 ． 勝 者 の 功 徳 に 与 ら ざ る 天 神 や 人 間 は ， 甚 だ 渇 望 せ る も ，
大 勢 力 を 有 す る 汝 は ， ［ 常 に 6 2 ］ 甘 露 味 を 施 せ り 。
し ょ う よ う
十 力 の 妙 味 を 有 し " ， 諸 賢 人 に 稻 揚 せ ら れ た る ，
［ か の ] 甘 露 を , 天 至 よ " , 汝 は 速 や か に 分 与 さ れ た し 。
ほ う じ ゆ し や せ
2 4 ． 汝 は ， 前 世 に お い て ， 諸 の 財 物 や 宝 珠 や 黄 金 を 捨 施 し ，
弱 「 広 大 に し て 」 ( v i p u l a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は d r i m e d ( = v i m a l a ; 無 垢 に し て ）と 訳 さ れ て い る 。
5 6 「 至 上 な る 」 ( v a r a ) は ， 韻 律 上 余 計 で あ る か ら 削 除 す べ き で あ る が , チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 ( d a m p a ) が あ り ，
逆 に 「 赫 突 た る 」 ( r u c i r a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
5 7 チ ベ ッ ト 訳 は 「 種 々 美 妙 に 響 き わ た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
銘 「 そ の 楽 器 の 音 に 合 わ せ て 」 の 部 分 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 諸 の 楽 器 よ り 過 度 に 大 な ら ざ る （ 静 穏 な る ？ ) 」 と い う 意 味 の 訳 文 に
な っ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
弱 「 境 界 」 ( g a t i ) と は 「 業 の 果 報 と し て 生 ま れ 変 わ っ て い く 世 界 （ 輪 廻 の 所 趣 ) 」 の 意 で あ る 。
6 o n i j i n i t U と い う 原 文 は 不 明 で あ り ，「 上 巻 」 に は 「 [ 常 に ？ ］ 自 ら 」 と 訳 し た が ， チ ベ ッ ト 訳 の g n u g m a r は n i j a( 自 ら ） の
訳 語 と 思 わ れ る の で , n i j i n i t u ( = n i j a n i t y a ? ) と 分 け て ，「 常 に 自 ら 」 の 意 と 見 な す 。
6 ！ 「 上 巻 」 に は 単 に 「 禁 戒 や 苦 行 を 想 起 さ れ た し ｡ 」 と 訳 し た が , 原 文 に は 「 想 起 せ よ 」 ( s m a r a ) が 反 復 さ れ て い る の で ，「 あ
れ こ れ の 禁 戒 や 苦 行 を 想 い 起 こ し て . 」 と 訂 正 す る 。 チ ベ ッ ト 訳 は 「 そ れ ら を 想 起 し て 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
鼬 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 常 に 」 に 当 た る 訳 語 ( r t a g t u ) が あ る 。
侭 チ ベ ッ ト 訳 は 「 十 力 の 味 は 最 妙 に し て 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る の で ． こ れ を 参 考 に g L m a ( 功 徳 ） を 「 妙 味 」 と
訳 し た 。
卿 「 人 王 」 と は 「 人 間 の 王 」 の 意 で あ る 。
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じ ゆ ら ぐ
愛 す る 妻 や 息 子 や ， 都 城 や 聚 落 を 含 む 国 土 や ，
自 分 の 頭 や ， 手 や 足 や 眼 を も ， 捨 施 し た ま え り 。
［ 汝 は ］ 勝 者 の 功 徳 を 喜 び ， 衆 生 を 利 益 す る 者 な る が 故 に " ・
さ い し よ う に ん
2 5 ． 最 勝 人 よ ， 汝 が 往 昔 ， 有 徳 な る 王 た り し 時 ，
あ る 人 が 汝 に 向 か い て ， こ の 語 を 語 り き 。 ［ す な わ ち ］
「 こ の 国 土 を ， 都 城 や 聚 落 と も ど も ， わ れ に 与 え よ 」 ［ と ] ・
き ん ぜ ん
そ の 時 ， ［ 汝 は ］ 欣 然 と し て 捨 施 し " ， 心 に 動 揺 な か り き 。
2 6 . 人 王 よ ， 汝 は ， 往 昔 ，ス ヴ ァ カ な る ［ 名 の ］ 婆 羅 門 た り し 時 , 6 7
両 親 に 孝 養 を 尽 く し ， ま た ， 他 者 を 害 す る こ と な か り き 。
優 れ た る 婆 羅 門 ［ た ち 錦 ］ や ， 多 く の 人 民 を 善 に 導 き ，
そ の 生 存 よ り ［ 命 終 し て ] ， 天 界 の 住 処 へ と 再 生 し た り ｡ 6 9
な
2 7 ． 往 昔 ， 汝 が 王 子 ［ の 身 分 ］ を 捨 て て 高 貴 な る 仙 人 に 成 り し 時 ，
激 怒 せ る カ リ 王 7 0 が ， 汝 の 身 体 肢 節 を 切 断 し た る も ，
汝 は ， 心 に 動 揺 す る こ と な く ， 命 終 を 取 り し か ば ，
そ の 時 ， 汝 の 身 体 よ り ， 乳 が 流 出 し た り 7 1 ．
2 8 ． ま た ， 往 昔 ， 汝 が 仙 人 の 子 に し て ， ス ヤ マ 7 2 な る ［ 名 の ］ 者 た り し 時 ，
最 勝 な る 山 の 住 処 に て 禁 戒 に 専 念 し ， 父 母 に 孝 養 せ る 時 ，
［ あ る ］ 王 が ， 毒 矢 を 以 て ， 汝 を 射 た れ ど も ，
あ い み ん
汝 は , そ の 王 を 哀 感 し て , 心 に 瞳 檎 3 を 生 じ ざ り き 。
2 9 ． 往 昔 汝 が ， 功 徳 を 有 す る 鹿 王 た り し 時 ，
ざ ん が い
あ る 人 が 山 崖 の 大 急 流 に 押 し 流 さ れ た る を ，
汝 は ， 好 意 を 以 て ［ 助 け ] ， 岩 地 に 立 た し め た る に 7 4 ,
［ そ の 人 が ］ 汝 の 敵 を 連 れ 来 た れ る も ， 心 に 瞑 恨 を 生 じ ざ り き 。
3 0 ． 最 勝 人 よ ， 往 昔 汝 が 婆 羅 門 の 息 子 た り し 時 ，
汝 の 宝 珠 が 広 大 な る 大 海 に 落 ち た れ ば ，
汝 は 「 大 海 を 汲 み 尽 く さ ん 」 と 企 て た り 。 そ の 時 ，
牡 牛 の 如 く 剛 力 堅 固 な る 者 よ ， ［ 汝 は ］ 再 び 宝 珠 を 得 た り 。
6 1 4
6 1 6
鯛 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 勝 者 の 功 徳 と 衆 生 を 利 益 す る こ と を 喜 ぶ 者 よ 」 と 訳 さ れ て い る 。 な お ， 「 上 巻 」 に は 「 [ 汝 は ］ 衆 生 を 利
益 し ， 勝 者 の 功 徳 を 喜 ぶ 者 な る が 故 に 」 と 訳 し た が ， 語 順 を 入 れ 替 え る 。
髄 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 捨 施 し 」 ( t y a j i ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
6 7 こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 往 昔 ， 汝 が ， 浄 潔 な る ． 王 の 婆 羅 門 と な り し 時 , 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て お り ．s v a k a( 人
名 ） を S u b h a ( d g e b a ; 浄 潔 な る ）と 見 た も の と 思 わ れ る が , 方 広 に は 「 輸 迦 （ し ゆ か ) 」 と い う 人 名 と し て 訳 さ れ て い る 。
n a r a p a t i( 人 王 よ ） も チ ベ ッ ト 訳 で は 「 王 の （ 婆 羅 門 ) 」 と 訳 さ れ て い る が ， 上 掲 の 第 2 3 偶 に 合 わ せ て 「 人 王 よ 」 と 見 る
の が 妥 当 で あ る 。
6 8 d v i j a v a r u は 単 数 の 形 と 思 わ れ る が ． チ ベ ッ ト 訳 に は b r a m z e d a m p a d a g ( 優 れ た る 婆 羅 門 た ち ）と 訳 さ れ て い 。
的 こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 そ れ か ら 命 終 し て ， 生 存 の 領 域 た る 天 界 に 再 生 し た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
7 o k a l i - n r p a を B H S D ( k a l i ) で は e v i l k i n g と 訳 し て お り ,k a i を 「 邪 悪 な 」 と い う 意 味 の 形 容 詞 と 見 て い る よ う で あ る が ， 方
広 に は 「 歌 利 王 」 と い う 人 名 と し て 訳 さ れ て い る 。
7 1 方 広 に は 「 所 傷 之 虚 皆 流 乳 」 と 訳 さ れ て い る 。
7 2 s y a m a = S y a m a で あ る c 方 広 に は 「 蓉 摩 仙 子 （ 箸 摩 仙 の 子 ？ ） 」 と 訳 さ れ て い る 。
7 3 「 順 恨 」 と は 「 う ら み の 思 い 」 の 意 で あ る 。
7 4 チ ベ ッ 卜 訳 は 「 そ の 人 を 救 出 し ， 陸 地 に 立 た し め た る に 」 と 訳 し て お り ， 文 意 明 瞭 で あ る 。
1 3 2
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 l 3 ~ l 4 章 ）
3 1 . 善 士 よ ， 往 昔 ， 汝 が 高 貴 な る 仙 人 た り し 時 ，
［ 一 羽 の ］ 鳥 7 5 が 「 わ れ を 庇 護 し た ま え 」 と て ， 汝 の も と に 来 た り ，
「 仙 人 よ ， 最 勝 な る 婆 羅 門 よ ’ わ れ を 敵 よ り 逃 れ し め よ 」 と 言 え り 。
汝 は ， 自 ら の 身 体 を 捨 施 し て ， そ の 烏 を 捨 て ざ り き ｡ 7 6
3 2 ． 往 昔 ， ス ヤ マ 仙 人 を 樹 木 の 住 虚 に 訪 問 し ，
「 こ の 樹 の 枝 葉 が 如 何 ほ ど あ る か 数 え よ 」 と ， ル チ は 言 え り ｡ 7 7
り ょ う ち
そ の 枝 葉 の あ る が ま ま に ， よ く 数 え ， よ く 了 知 し て ，
な
そ の ま ま に ， ［ 仙 人 た り し ］ 汝 は ， 誤 り な く ， 適 正 に 返 答 を 為 せ り 。
3 3 往 昔 功 徳 あ る 叢 織 る 7 8 雛 と な り て ,［ あ る ] 樹 に 止 住 せ る 時 ，
こ き ゅ う
［ そ の 樹 が ］ 枯 朽 せ る も な お ， か つ て の 恩 恵 を 想 い て ， 離 れ ざ り き 。
て ん し ゅ た い し ゃ <
お く れ ん
天 主 （ 帝 釈 ） は ， 汝 の 功 徳 を 憶 念 し て ， 歓 喜 し ，
以 前 の 如 く ， ［ そ の " ] 端 厳 な る 樹 を , 菜 食 あ ら し め た り 。
3 4 ． か く の 如 く ， 汝 の 禁 戒 と 苦 行 と の 修 習 は 比 類 な く ，
功 徳 あ る 者 よ ， 功 徳 の 道 に て 修 習 せ る が 故 に ， 功 徳 多 大 な り 。
今 や ， 汝 の ［ 出 家 の ］ 時 な り 。 都 城 と も ど も 国 土 を 捨 て て ，
速 や か に ， 衆 生 を ， 勝 者 （ 仏 陀 ） の 功 徳 行 に 導 き た ま え 。
ほ う ぎ よ く さ い に ょ ご ん じ き
宝 玉 の ［ 如 き ］ 妹 女 衆 が ， 美 麗 な る 衣 服 を 着 け ， 身 体 を 厳 飾 し て ，
し ゅ み よ う
殊 妙 な る 楽 器 の ， 甚 だ 甘 美 な る 音 を 奏 で た る ， そ の 時 ，
十 方 の 勝 者 （ 仏 陀 ） の 威 力 に よ っ て ， 種 々 な る 偶 頌 が ，
よ
美 妙 の 音 響 を 以 て ， 楽 器 の 音 よ り ， か く の 如 く 詠 み 出 さ れ た り ｡ 即
と う み よ う
せ い が ん
世 間 の 燈 明 な る 者 よ ， 多 数 劫 の 昔 ， 汝 の 誓 願 あ り き 。
の う わ く く ど し や
｢ 老 ・ 死 に 悩 惑 せ ら れ た る 世 間 に お い て ， わ れ 救 護 者 と な ら ん 」 ［ と ] ・
に ん ち ゅ う し し
人 中 の 獅 子 ［ な る 者 ］ よ ， 汝 の 立 て た る . 往 昔 の 誓 願 を 想 起 さ れ た し
， 願 を 想 起 さ れ た し
3 5 .
6 1 8 3 6 .
。
に そ く
二 足 （ 人 間 ） の 主 よ ， 今 こ そ ， 汝 の 出 家 す べ き ， そ の 時 な り 。
ナ ユ タ
な
汝 は ， 今 ま で 那 由 多 も の 生 に お い て ， 種 々 多 大 な る 布 施 を 為 せ り 。
財 物 や 黄 金 や ， 宝 石 や ， 宝 石 に 飾 ら れ た 美 し き 衣 服 や ，
手 や 足 や ， 眼 や ， 愛 す る 息 子 や ， 繁 栄 せ る 王 国 を ，
し や せ
ら い こ つ し や し ん に
汝 は 捨 施 し た る も ， 汝 に は ， 来 乞 者 に 対 す る 悪 意 も 腹 悪 も な か り き 。
3 7
7 5 d v i j a を ， チ ベ ッ ト 訳 は b r a m z e( 婆 羅 門 ） と 訳 し て い る が ， 方 広 に 「 鵠 」 と 訳 さ れ て い る よ う に ， 「 烏 」 の 意 と 見 る べ き
で あ る 。
7 6 こ れ は 「 P 毘 王 」 の 捨 施 行 （ 鷹 に 追 わ れ た 鳩 の た め に 自 分 の 肉 を 割 い て 聡 に 与 え ， 鳩 を 救 っ た と い う 物 語 ） を 指 し て い る 。
7 7 「 上 巻 」 で は ， 「 往 昔 ， ス ヤ マ （ シ ユ ヤ ー マ ） 仙 人 が ， ［ 汝 の ］ 樹 木 の 住 虚 に 来 詣 し ， 「 こ の 樹 の 枝 葉 の 如 何 ほ ど あ る か を 数
え よ 」 と ， 気 ま ま に 言 え り ｡ 」 と 訳 し た が ， 「 気 ま ま に 」 と 訳 し た 原 語 r u c i は 人 名 で あ る こ と を 知 ら な か っ た が た め の 誤
訳 で あ る の で 訂 正 す る 。 岡 田 真 美 子 ( 1 9 9 4 ) 「 大 樹 の 葉 数 を 知 る 智 者 の 物 語 」（ ｢ 神 戸 女 子 大 学 紀 要 （ 文 学 部 篇 ) j 2 7 巻 1 号 ，
7 1 ~ 8 6 頁 ): 山 口 周 子 ( 2 0 1 3 )｢ < 仏 の 物 語 〉 の 伝 承 と 変 容 」 京 都 大 学 学 術 出 版 会 ,2 6 頁 参 照 。
7 8 1 a s u ( l a s a の n o m . s g . ) を 「 敏 捷 な る 」 と 訳 し た が ． チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が な い 。
杓 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ の 」 に 当 た る 訳 語 ( d e ) が あ る 。 な お ，「 上 巻 」 で は 「 憶 念 」 を 「 思 念 」 と 訳 し ， 「 以 前 の 如 く 」 を 「 端
厳 な る 樹 を 」 の 後 に 置 い て い た が ， チ ベ ッ ト 訳 に 従 っ て 訂 正 す る 。
鋤 こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 か く の 如 き 美 妙 な る 言 音 が ， 楽 器 の 音 よ り 反 響 せ り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
1 3 3
国 際 文 化 学 部 論 集 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
汝 は ， こ れ ま で シ ヴ ァ 8 1 王 ， シ ャ シ ケ ー ツ ， ス ダ ン シ ュ ト ラ と 成 り ，
ク リ パ カ ル ナ ー マ ナ ス ， マ ニ チ ュ ー ダ ， チ ャ ン ド ラ プ ラ デ イ ー パ ，
ド ゥ リ ダ ス ー ラ 。 ス ネ ー ト ラ 8 2 王 ， か く の 如 き を 初 め と し て ，
い く ナ ユ タ
幾 那 由 多 も の 王 が 布 施 へ の 愛 好 を 様 々 に 示 現 せ り ， そ れ 汝 な り き 。
ぜ ん ぜ い
善 逝 よ ’ 汝 は ， 多 数 劫 に お い て ， 戒 行 を 修 習 し ，
ほ う じ ゆ
無 垢 な る 宝 珠 の 如 く に ， 戒 を 清 浄 な ら し め た り 。
ヤ ク
汝 は ， 蓬 牛 鍋 が ［ 自 ら の ］ 尾 を 愛 護 す る が 如 く ， 戒 を 守 護 し 修 習 せ り 。
じ か い あ い ぎ よ う り や く
持 戒 を 愛 楽 す る が 故 に ， 汝 は こ れ ま で ， 世 間 を 大 い に 利 益 し た り 。
か つ て 汝 が 高 貴 な る 象 た り し 時 ， 敵 な る 猟 師 に 矢 で 射 ら れ た る も ，
暴 悪 な る 敵 に 悲 慰 の 心 を 生 じ て ， 実 に 彼 は ［ 汝 に よ っ て ］ 護 ら れ た り 。
じ よ う み よ う か く や く
[ 象 た る 汝 は ］ 浄 妙 赫 突 た る 牙 を 捨 施 し た る も ， 戒 を 捨 て ざ り き 。
か く の 如 き を 初 め と し て ， 汝 は 多 く の 持 戒 ［ の 行 ］ を 自 在 に 示 現 せ り 。
に ん に く
忍 辱 を 愛 楽 す る が 故 に ， 汝 は ， 世 間 か ら の 数 々 の 別 危 害 や ，
せ ん よ あ く ば せ つ が い ほ ば く
千 余 ［ も の 多 く ］ の 苦 悩 や ， 多 く の 悪 罵 や 殺 害 や 捕 縛 を 忍 受 せ り 。
か つ て 汝 が あ ら ゆ る 安 楽 を 与 え て 奉 仕 せ る と こ ろ の 人 々 ，
そ の 者 た ち が ， 後 に 汝 の 殺 害 者 と な れ る も ， 汝 は そ れ を 忍 受 せ り 。
庇 護 者 よ ， 汝 が 熊 錨 と 成 り て ， 最 勝 な る 山 に 住 し た る 時 ，
雪 が 降 り ， 洪 水 の た め に 恐 怖 に 脅 え た る 人 を ， 汝 は 助 け て ，
お ん よ う
色 々 の 果 実 や 根 茎 を 与 え ， あ ら ゆ る 安 楽 を 以 て 温 養 な せ る に ，
彼 は 直 ち に ， 汝 に 殺 害 者 を 連 れ 来 た れ る も ， 汝 は そ れ を 忍 受 し た り 。
し ょ う じ ん か っ こ
汝 の 精 進 ［ 行 ］ は 堅 固 に 維 持 せ ら れ ， 確 乎 と し て 不 動 な り き 。
禁 戒 と 苦 行 に よ っ て 種 々 な る 功 徳 と 智 と 菩 提 と を 希 求 す る が 故 に ，
[ 欲 界 の ］ 自 在 天 な る ナ ム チ （ 悪 魔 ） を も 精 進 力 に よ っ て 無 力 た ら し め
3 8
3 9 .
4 0 .
6 2 0 4 1 .
4 2 .
4 3 .
た り 。
人 中 の 獅 子 ［ な る 者 ］ よ ， 今 や ， 汝 の 出 家 す べ き ， そ の 時 な り 。
汝 が , こ の 世 に お い て , 昔 , 金 色 に 輝 く 鶴 壌 践 る 馬 た り し 時 ，
ひ み ん
悲 慰 ［ 心 ］ を 生 じ ， 天 空 を 飛 ん で ， 羅 刹 女 の 島 8 7 に 速 や か に 至 れ り 。
ち ん り ん あ 人 の ん し ょ
そ の 時 ， 苦 境 に 沈 倫 せ る 人 々 を 救 い 上 げ て ， 安 穏 虚 に 導 け り 。
か く の 如 き を 初 め と し て ， 汝 は 多 く の 精 進 ［ の 行 ］ を 自 在 に 示 現 し た り 。
4 4 .
8 1 シ ヴ ァ ( S i v a ) は S i v i と 見 る べ き で あ る が ， 写 本 の 支 持 が な い 。 方 広 に は 「 首 紳 」（ ｢ P 毘 王 」 に 同 じ と 思 わ れ る ） と 訳 さ
れ て い る 。 恐 ら く S i v a = S i v i ( = g i b i ) と 見 る こ と が 許 さ れ る で あ ろ う 。
8 2 以 上 の 王 名 の 原 語 と 意 味 は 上 か ら 順 に S i v a ( P 毘 ) , S a S i k e t u ( 月 嘘 ) , s u d a m s t r a ( 善 牙 ) , k r p a k a r u n a m a n a s( 悲 慾 心 ) ,
m a n i c U d a ( 宝 髻 ) , c a n d r a p r a d i p a ( 月 燈 ) , d r j h a s U r a ( 堅 猛 ) ．s u n e t a ( 妙 目 ） で あ る 。 方 広 に は 「 首 紳 嘘 牙 王 月 燈
珠 響 及 大 悲 堅 猛 妙 目 諸 王 等 」 と 訳 さ れ て い る 。
鍵 「 琵 牛 」 ( c a m a r a ) の 尾 は 「 蝿 払 い と し て 用 い ら れ る ， 王 位 の 窓 章 の 一 つ 」（ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ） と さ れ る 。 「 上 巻 」 に は
「 箪 牛 」 と 誤 記 し た の で 訂 正 す る 。
8 ' チ ベ ッ ト 訳 に は 「 数 々 の 」 ( a n e k a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
櫛 「 熊 」 ( r k s u ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 牝 熊 」( d r e d m o ) と 訳 さ れ て い る 。
閉 「 金 色 に 輝 く 」 の 部 分 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 雪 の 如 き 色 の 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て お り ， 原 文 の h e m a ( 金 の ） を h i m a ( 雪
の ） と 読 ん だ も の と 思 わ れ る が , h i m a と す る 写 本 は 見 当 た ら な い 。
8 7 チ ベ ッ ト 訳 は 「 羅 刹 の 島 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
1 3 4
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
4 5 鑿 瀞 こ し て 鯛 移 ろ い 易 く ， 感 官 の 対 象 に 愛 著 し て 動 揺 す る 心 を 調 御 し ，
お も
禅 定 に 入 り て ， 自 制 と 寂 止 に よ っ て 主 な る 煩 悩 を 抑 圧 し 滅 除 せ る 的
あ ( ､ ぎ よ う り や く ”
汝 は ， こ れ ま で ， 禅 定 を 愛 楽 す る が 故 に ， 自 ら 功 徳 あ り て ， 衆 生 を 利 益 せ り 。
6 2 2
最 勝 な る 衆 生 よ ， 今 や ， 汝 が 禅 定 を 自 在 に 示 現 す べ き ， そ の 時 な り 。
4 6 ． 往 昔 ， 汝 は ， 禅 定 を 愛 楽 し ， ［ 心 の ］ 安 定 せ る 仙 人 な り き 。
つ
王 を 失 え る 人 々 は ， 汝 を 選 び て ， 王 位 に 就 か し め た り 。
ぼ ん ど う じ ゅ う ぜ ん
人 民 は ， 汝 に よ っ て 梵 道 に 導 か れ ， 十 善 を 行 じ た り ｡ 9 」
み よ う じ ゅ う
そ の 時 ， 命 終 せ る 人 々 は ， み な ， 梵 天 界 に 赴 き た り ･
し ほ う し い き よ う が い
4 7 ． 汝 は ， 四 方 四 維 の ， 種 々 な る 境 界 に お け る 知 識 の 規 則 を 熟 知 し ，
他 者 の 所 行 ［ の 智 ］ や 衆 生 の 言 葉 の 智 ， ［ 諸 ］ 感 官 の 智 ［ の 保 持 ] , 9 2
道 理 9 3 や 礼 儀 種 々 な る 英 知 の 保 持 に お い て 9 1 ， 汝 は 彼 岸 に 達 し た り 。
王 の 子 息 よ ， 今 や ， 汝 が 出 家 す べ き ， そ の 時 な り 。
4 8 ． 汝 は ， 往 昔 ， 邪 見 を 生 じ た る ， こ れ ら ［ 世 間 ］ の 民 衆 が ，
老 や 死 や ， 多 種 多 様 の 苦 悩 の た め に ， 苦 難 に 陥 り た る を 観 察 し ’
し よ う し ん
し よ う ち
有 （ 老 死 ） を 消 滅 せ し め る 正 真 の 道 を ， 自 ら 證 知 し て ，
闇 冥 を 減 し た る 者 よ ， 汝 は ， こ の 9 5 世 間 に 大 利 益 を も た ら せ り 。
し よ う み よ う
4 9 ． か く の 如 き ， 多 彩 か つ 勝 妙 に し て 功 徳 あ る ， 様 々 の 偶 頌 が ，
か ん ぽ つ
楽 器 よ り 反 響 し ， そ れ ら は 勝 者 の 威 力 を 受 け て 勇 者 （ 菩 薩 ） を 勧 発 せ り 。
「 こ こ に ， 苦 悩 に 満 ち た る 民 衆 を 見 て ， 汝 は 捨 て た ま う こ と な か れ 。
無 上 の 覚 知 を 有 す る 者 よ ， 今 や 汝 の 出 家 す べ き ， そ の 時 な り 」 ［ と ] 。
よ う ら く け ま ん
5 0 ． 様 々 の 美 服 ・ 宝 石 ・ 理 路 ． 香 ． 華 裳 を 以 て 身 を 飾 り た る
採 女 衆 が ， 浄 心 を 有 し ， 愛 情 を 生 じ ， 歓 喜 に 満 ち て ，
最 勝 な る 衆 生 （ 菩 薩 ） を ， 楽 器 を 奏 で て ， 目 覚 ま し め た る 時 ，
勝 者 の 威 神 力 に よ り ， そ れ ら の 楽 器 よ り ， か く の 如 き 偶 頌 を 発 し た り 。
い く こ う
5 1 . そ の た め に ， 汝 が ， 幾 劫 も の 間 ， 捨 て が た き を 捨 施 し ，
持 戒 ・ 忍 辱 ・ 精 進 を よ く 修 行 し ， 禅 定 ． 智 慧 を 修 習 せ る ，
り や く
衆 生 利 益 を 目 的 と な せ る 汝 の ， そ の 時 が ， 今 や 到 来 せ り 。
ち ゅ う ち ょ
導 師 よ ， 出 家 の 覚 悟 を 速 や か に 思 量 し ， 蹄 路 す る こ と な か れ 。
お う し ゃ く
5 2 ． 往 昔 ， 宝 蔵 や 金 や 銀 や ， 装 飾 品 を 捨 施 し ，
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郷 「 軽 捷 に し て 」 ( l a g h u ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 不 意 に 生 じ て 」( m y u r d u h g y u r s h i n )と 訳 さ れ て い る 。
8 ， チ ベ ッ ト 訳 は 「 諸 々 の 自 制 ・ 平 静 ・ 寂 止 に よ っ て 主 な る 煩 悩 を 滅 除 し 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
側 こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 汝 は ， こ れ ま で ， 禅 定 を 愛 楽 す る が 故 に ， 自 分 の 功 徳 に よ っ て 衆 生 を 利 益 せ り 」 と い う 意 味 の
訳 文 に な っ て い る 。
9 ！ こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 汝 に よ っ て ． 人 民 は ， 十 善 と 梵 道 と に 導 か れ た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
9 2 こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 他 者 の 所 行 や 衆 生 の 言 葉 を 知 り ． ま た ． 感 官 を 知 り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
9 3 「 上 巻 」 に お い て は n a y a を 「 分 別 」 と 訳 し た が ，「 道 理 」 に 訂 正 す る 。
9 $ チ ベ ッ ト 訳 は 「 種 々 な る 英 知 の 活 動 の ［ 彼 岸 に ] 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
蝿 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 こ の 」 ( i h a = i h a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
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ぜ ん し よ う
汝 は 鰯 , あ れ こ れ の [ 前 ] 生 に お い て , 様 々 の 祭 式 を 睾 葹 し た り 。
汝 は ， 妻 や 息 子 や 娘 や ， ［ 自 分 の ］ 身 体 や 王 国 や 生 命 を 捨 施 し ，
ぼ だ い
菩 提 の た め に ， 無 数 の 捨 て が た き も の を ， 汝 は 捨 て た り 。
5 3 ． 汝 は ， ア デ ィ ー ナ プ ン ヤ 王 ， ヴ ィ シ ュ リ タ シ ュ リ ヤ ， ニ ミ ン ダ ラ ，
ニ ミ ， ク リ シ ュ ナ バ ン ド ゥ 9 7 , ブ ラ フ マ ダ ッ タ ，ケ ー シ ャ リ ン ，
サ ハ ス ラ ヤ ジ ュ ニ ヤ ， ダ ル マ チ ン テ イ ン 9 8 , ア ル チ マ ッ ト ，
ド ウ リ ダ ダ ナ 船 ， ス チ ン テ イ タ ー ル タ ' ㈹ ［ 王 ］ と 成 り ，
彼 ら は ， 哀 れ な る 衆 生 の た め に ， 捨 て が た き を 捨 施 し た り 。
5 4 ． か の ス タ ソ ー マ ， デ イ ー プ タ ヴ イ ー ル ヤ ， プ ン ヤ ラ シ ュ ミ ' 0 ![ 王 ］ に 成 り ，
力 勢 あ り て 大 捨 施 を な せ る ク リ タ ジ ュ ニ ヤ ' 0 2[ 王 ］ に ， 汝 は 成 れ り 。
月 の 如 き 色 相 を 有 す る ， 勇 猛 な る 王 仙 サ ト ヤ ヴ ァ ル ダ ナ や ，
ス バ ー シ タ ン ガ ヴ ェ ー シ ン 。 ス マ テ ィ ， ス ー ラ タ ' 0 3 王 に 成 れ り 。
5 5 ． チ ャ ン ド ラ プ ラ バ ， ヴ ィ シ ェ ー シ ャ ガ ー ミ ン ． レ ー ヌ ， デ イ シ ャ ー ン パ テ ィ ' 例 に 成 り ，
カ ー シ 国 の 玉 プ ラ ダ ー ナ ス ー ラ ， ラ ト ナ チ ュ ー ダ ， シ ャ ー ン タ ガ 1 0 5 ,
こ れ ら の ， ま た ， そ の 他 の 大 王 と 成 り て ， 捨 て が た き を 捨 施 し た り 。
汝 が 捨 施 の 雨 を 降 ら せ た る が 如 く ， そ の 如 く 法 の 雨 を 降 ら し め た ま え 。
5 6 ． 往 昔 ， 汝 は ガ ン ガ ー 河 の 砂 に 等 し き ほ ど ［ 多 く ］ の 無 上 士 ' 0 6( 仏 陀 ） を 見 て ，
む り よ う ふ か し ざ
汝 は ， そ れ ら の 仏 陀 に ， 無 量 不 可 思 議 な る 供 養 を 捧 げ た り 。
じ 人 ぐ
衆 生 を 解 脱 せ し め ん が た め に ， 無 上 の 菩 提 を 尋 求 す る が 故 に ' 0 7 ．
勇 猛 な る 者 よ ， 今 や ， 都 城 よ り 出 離 す べ き ， そ の 時 が 到 来 せ り 。
5 7 ． 初 め に ， 汝 は ア モ ー ガ ダ ル シ ン ' 鵬 ［ 仏 ］ を シ ャ ー ラ 樹 の 花 を 以 て 供 養 し 1 0 9 ,
せ ん か ん
ヴ ァ イ ロ ー チ ャ ナ ' 1 0 「 仏 」 を ， 明 浄 な る 心 を 以 て ， 瞬 時 鱸 観 し た り 。
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妬 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 汝 は 」 ( t i ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
9 7 チ ベ ッ ト 訳 に は 単 に n a g p o ( = k r S n a ) と 訳 さ れ て お I ) , b a n d h u に 当 た る 訳 語 は な い 。
黙 「 上 巻 」 に は 「 ダ ル マ チ ン テ イ 」 と 表 記 し た が ． 「 ダ ル マ チ ン テ ィ ン 」 と 訂 正 す る 。 チ ベ ッ ト 訳 は d h a r m a c i n t i を a r c i m a t
の 修 飾 語 と 見 て い る よ う で あ る ( c f B H S D ・ d h a r m a c i n t i { n l ) 。
" d r d h a d h a n a ( 堅 財 ） は ．レ フ マ ン 校 訂 本 に よ れ ば d r d h a d h a n u( 堅 弓 ） で あ り ， 方 広 に も 「 堅 強 弓 」 と い う 訳 語 が 見 ら れ
る が ． 諸 写 本 に は d r d h a d h a n a と さ れ ， チ ベ ッ ト 訳 に も n o r b r t a n ( = d r 4 h a d h a n a ) と 訳 さ れ て い る の で ． い ず れ と も 決 し
が た い ( c f B H S D . d r d h a d h a n a ) 。
! “ 以 上 の 王 名 の 原 語 は 上 か ら 順 に a d i n a p u l p y a , v i S r u t a S r i y a . n i m i n d h a r a , n i m i , k r S p a b a n d h u , b r a h m a d a t t a , k e S a r i n , s a h a s r a -
y a j h a . d h a r m a c i n t i n , a r c i m a t , d r J h a d h a n a ( ｡ d h a n u ? ) . s u c i n t i t a r t h a で あ る 。
' 0 1 以 上 の 3 人 の 王 名 の 原 語 は s u t a s o m a . d i p t a v i r y a , p u n y a r a S m i で あ る 。 方 広 に は 「 戒 月 ， 光 明 ， 進 徳 光 」 と 訳 さ れ て い る 。
l o 2 k r t a j r i a は 「 知 恩 」 の 意 で あ る 。 方 広 に も 「 知 恩 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 0 3 以 上 の 4 人 の 王 名 の 原 語 と 意 味 は s a t y a v a r d h a n a ( 典 実 墹 上 ) . s u b h a S i t a m g a v e S i n ( 善 説 尋 求 ) . s u m a t i ( 妙 慧 ) , s U r a t a ( 調
柔 ） で あ る 。
' o ' M v ( i i i p . 2 0 4 i f ) に お い て は ，レ ー ヌ は デ イ シ ヤ ー ン バ テ イ の 息 子 （ 王 子 ） と さ れ て い る ( c f B H S D , R e n u ) 。 平 岡 聡 訳 「 梵
文 「 マ ハ ー ヴ ァ ス ト ウ 」 全 訳 ブ ッ ダ の 大 い な る 物 語 ⑦ 」 3 2 3 頁 以 下 参 照 。
' 0 6 以 上 の 7 人 の 王 名 の 原 語 は c a n d r a p r a b h a , v i S e S a g a m i n , r e n u . d i S a m p a t i , p r a d a n a s U r a ( = p r a d a n a S U r a ) . r a t n a c U j a , S a n t a g a
で あ る 。
' “ ｢ 無 上 士 」 ( s a t t v a s a r a ) と は 「 最 良 の 衆 生 」 の 意 で あ る 。
1 碗 『 上 巻 」 に は 「 尋 求 し つ つ 」 と 訳 し た が ， チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に 「 尋 求 す る が 故 に 」 と 訂 正 す る 。
I ( B a m o g h a d a r S i n は 「 不 空 見 」 の 意 で あ る 。 方 広 に も 「 不 空 見 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 側 ｢ シ ヤ ー ラ 樹 の 花 を 以 て 供 養 し 」 ( S a l a p u S p a p U j i t a ) は ， 方 広 に は 仏 名 と し て 「 堅 固 花 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
l l o v a i r o c a n a は 「 遍 照 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 毘 臘 遮 那 」 と 音 訳 さ れ て い る 。
1 3 6
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
ド ウ ン ド ウ ビ ス ヴ ア ラ l 皿 ［ 仏 ］ に ， 汝 は ハ リ ー タ キ － ' ' 2[ の 実 ' ' 3 ] を 一 つ 献 上 し た り 。
チ ヤ ン ダ ナ ' ' 4[ 仏 ］ を 見 て ， 汝 は 草 炬 ' ' 5 を 取 っ て ， 家 ま で 捧 げ 持 ち た り 。
こ ぶ し い っ ぱ い こ ん ま つ
5 8 ． レ ー ヌ ' ' 6[ 仏 ］ が 城 内 に 入 る の を 見 て , [ 汝 は ］ 拳 一 杯 の 金 末 1 1 7 を 散 じ た り 。
よ き か な
ダ ル メ ー シ ュ ヴ ァ ラ ' ' 8[ 仏 ］ が 法 を 説 け る 時 ， 「 善 哉 」 と の 語 を 発 し た り 。
サ マ ン タ ダ ル シ ン ' ' 9[ 仏 ] を 見 て ,「 竜 鍵 , 南 垂 ' " ｣ と の 言 葉 を 唱 え た り 。
ﾏ ﾊ ｰ ﾙ ﾁ ｽ ｶ ﾝ ダ ' 2 ![ 仏 ] に , 汝 は , 欣 躍 と し て , 金 の 蕊 ' 型 を 散 じ た り 。
き ん や く
5 9 ダ ル マ ド ウ ヴ ァ ジ ヤ ' 愛 [ 仏 ] に 燈 芯 を 奉 施 し ,ロ ー ダ 1 2 ‘ [ 仏 ] に 空 蒲 の l 蜜 豆 を ，
と う し ん ほ う せ
ジ ュ ニ ヤ ー ナ ケ ー ツ 1 2 6［ 仏 ］ に ア シ ヨ ー カ 樹 の 花 1 2 7 を ， サ ー ラ テ イ 1 認 ［ 仏 ］ に 粥 を ，
ラ ト ナ シ キ ン ' 鱒 ［ 仏 ］ に 燈 火 を 奉 施 し ， パ ド マ ヨ ー ニ ' 鋤 ［ 仏 ］ に 薬 草 を ，
サ ル ヴ ア ー ビ ブ - 1 3 ！［ 仏 ］ に 真 珠 の 瑠 略 を ， サ ー ガ ラ 1 3 2［ 仏 ］ に 蓮 華 1 3 3 を 奉 施 し た り 。
6 2 8 6 0 ． パ ド マ ガ ル バ ' 糾 ［ 仏 ］ に 天 蓋 を 奉 施 し ， シ ン ハ ' 弱 ［ 仏 ］ に 雨 用 寝 具 ' 弱 を ，
そ
サ ー レ ー ン ド ラ ラ ー ジ ャ ' 3 7［ 仏 ］ に 酢 を 奉 施 し ， プ シ ュ ピ タ ' 郷 ［ 仏 ］ に 牛 乳 を 捨 施 し ，
' ' ' d u n d u b h i s v a r a は 「 鼓 音 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が 見 当 た ら な い 。
' ' 2 h a r i t a k i は 「 訶 梨 勒 」 と 音 写 さ れ る 。「 イ ン ド ・ イ ン ド ネ シ ア 地 方 に 産 す る 果 樹 の 名 。 果 実 は 薬 用 と な り ， 五 薬 の 一 つ 」
と さ れ る 。 「 佛 教 語 大 辞 典 」 1 5 4 頁 参 照 。
l l 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 実 」 に 当 た る 訳 語 ( h b r u ) が あ る 。
' ' 4 c a n d a n 2 は 「 栴 檀 」 と 音 訳 さ れ る 。 方 広 に も 「 栴 檀 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' ' 5 ｢ 草 炬 」( t r n o l k a ) は 「 草 の 炬 火 」 の 意 。 チ ベ ッ ト 訳 に は r t s v a h i m e s g r o n ( 藁 の 炬 火 ）と 訳 さ れ て い る 。
' ' 6 r e n U は 「 塵 ， 花 粉 」 の 意 で あ る 。 上 掲 第 5 5 偶 に お い て は 「 王 名 」 と し て 出 て き た が ，こ こ で は 「 仏 名 」 と し て 出 て い る 。
l l 7 チ ベ ッ ト 訳 に は p h y e m a ( = c D r p a ; 香 末 ）と 訳 さ れ て お り , s v a r n a( 金 ） に 当 た る 訳 語 は な い が ， 方 広 に は 「 金 末 」 （ 金
の 粉 末 ） と 訳 さ れ て い る 。
' ' 8 d h a r m e S v a r a は 「 法 自 在 」 の 意 で あ る 。 方 広 に も 「 法 自 在 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' ' 9 S a m a n t a d a r S i n は 「 普 見 」 の 意 で あ る が . 方 広 に は 「 普 光 如 来 」 と 訳 さ れ て い る 。 な お ．「 上 巻 」 に は 「 ス マ ン タ ダ ル シ ン 」
と 誤 表 記 し た の で ， 「 サ マ ン タ ダ ル シ ン 」 と 訂 正 す る 。
I 鋤 ｢ 南 無 」 ( n a m a s ) と は 「 帰 依 す る ， 帰 命 す る 」 の 意 で あ る 。
' 2 ' m a h a r c i s k a n d h a は 「 大 焔 聚 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 大 聚 光 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 露 ｢ 金 の 理 路 」 は ， 方 広 に は 「 金 花 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 2 3 d h a r m a d h v a j a は 「 法 瞳 」 の 意 で あ る が ， 方 広 に は 「 光 瞳 如 来 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 2 ｲ r o d h u ( r o d h a の a c c ・s g . ) に つ い て は 不 明 で あ る 。 チ ベ ッ ト 訳 [ g s a l ] に よ れ ば r o c u と 読 み ,r o c a ( 光 輝 ）と い う 仏 名 の
a c c . s g . と 見 る べ き で あ る が ． 写 本 の 支 持 が な い ( c f B H S D . ? R o d h a ) 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が な い 。
' 泌 ｢ 一 掬 の 」 ( m u s t i n a ) と は 「 ひ と す く い の ， 手 一 杯 の 」 の 意 で あ る 。 チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が な い 。
! 2 6 j n a n a k e t u は 「 智 瞳 」 の 意 で あ る 。 方 広 に も 「 智 瞳 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 万 ｢ ア シ ヨ ー カ 樹 （ 無 憂 樹 ） の 花 」 ( a S o k a p u S p a ) は ， 方 広 に は 仏 名 と し て 「 無 憂 花 如 来 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 2 8 s a r a t h i は 「 御 者 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 は な い 。
' 2 9 r a t n a g i k h i n は 「 宝 髻 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 齋 髪 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 3 o p a d m a y o n i は 「 蓮 華 生 」 の 意 で あ る が ， 方 広 に は 「 花 光 如 来 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 3 ' s a r v a b h i b h U は 「 一 切 勝 過 （ 全 て を 凌 駕 せ る も の ) 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 無 畏 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 3 2 s a g a r a は 「 大 海 」 の 意 で あ る が ， 方 広 に は 「 婆 砥 伽 羅 佛 」 と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
1 羽 ｢ 蓮 華 」 ( p a d m a ) は ， 方 広 に は 「 波 頭 摩 賓 」 と 音 訳 さ れ て い る 。
' 3 4 p a d m a g a r b h a は 「 蓮 華 蔵 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 は 見 当 た ら な い 。
' 3 5 s i m h a は 「 獅 子 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 は 見 当 た ら な い 。
' " v a r s 2 R F I m s m r 2 と は 「 雨 を 避 け て 寝 る た め の 天 幕 」 で あ る と 思 わ れ る が ，こ こ で は 「 雨 用 寝 具 」 と 訳 し た 。
1 3 7 s a l e n d r a r a j a は 「 沙 羅 樹 王 」 の 意 で あ り ， 方 広 に も 「 沙 羅 王 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 3 8 p U S p i t a は 「 開 花 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 は 見 当 た ら な い 。
1 3 7
国 際 文 化 学 部 論 集 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
ヤ シ ヨ ー ダ ツ タ ' 3 9[ 仏 ］ に ク ル ン タ の 花 1 4 0 を ， サ ト ヤ ダ ル シ ン ' 4 ![ 仏 ］ に 食 物 を ，
ジ ュ ニ ャ ー ナ メ ー ル ' 4 2 [ 仏 ] に 身 を 屈 し て 礼 拝 し ， ナ ー ガ ダ ッ タ ' 4 3 [ 仏 ] に 衣 服 を [ 奉 施 し た り ] ｡
じ よ う み よ う せ ん だ ん こ う
て い っ ぱ い
6 1 ． ア テ イ ウ ッ チ ャ ガ ー ミ ン ' 4 4[ 仏 ］ に 上 妙 の 浦 檀 香 を ， テ ィ シ ュ ヤ ' 4 5[ 仏 ］ に 掌 一 杯 の 塩 ' 4 6 を ，
マ ハ ー ヴ イ ユ ー ハ ' 4 7[ 仏 ］ に 蓮 華 を 献 上 し ， ラ シ ュ ミ ラ ー ジ ャ ' 4 8[ 仏 ］ に 宝 石 を ，
シ ヤ ー キ ヤ ム ニ ' 4 9[ 仏 ］ に 掌 一 杯 の 黄 金 l 釦 を ， イ ン ド ラ ケ ー ツ ' 5 ![ 仏 ］ に 称 讃 ［ の 言 葉 ］ を ，
ス ー ル ヤ ー ナ ナ 1 5 2[ 仏 ］ に 耳 飾 り I 詔 を ， ス ー マ テ イ 1 劃 ［ 仏 ］ に 金 の 冠 飾 l 弱 を ［ 奉 施 し た り ] 。
6 2 ． ナ ー ガ ー ビ ブ ー l 弱 ［ 仏 ］ に 宝 珠 を 奉 施 し ， プ シ ュ ヤ ' 5 7[ 仏 ］ に 更 紗 の 敷 具 1 銘 を ，
ほ う が い
バ イ シ ヤ ジ ユ ヤ ラ ー ジ ヤ 1 5 9[ 仏 ］ に 宝 蓋 1 6 0 を ，シ ン ハ ケ ー ツ ' 6 ![ 仏 ］ に 座 1 6 2 を ，
ほ う も う
ダ ﾅ ｰ グ ﾗ ダ ｰ リ ン 1 6 3[ 仏 ] に 宝 網 を , ｶ ｰ ｼ ｭ ﾔ パ ' 劇 [ 仏 ] に あ ら ゆ る 磯 を ，
ガ ン ダ ー グ ラ ' 6 5[ 仏 ］ に 香 末 l " を 散 じ ， ア ル チ ケ ー ツ ' 6 7[ 仏 ］ を 花 を 以 て 供 養 し た り l 鶴 。
じ ゅ う か く
6 3 ｱ ｸ ｼ ｮ ｰ ブ ﾔ ラ ー ジ ャ 1 6 1[ 仏 ] に 重 閣 を ， ロ ー カ プ ー ジ タ " ‘ [ 仏 ] に 華 鑿 を 。
1 3 9 y a S o d a t t a は 「 施 名 称 （ 名 声 を 賦 与 さ れ た ) 」 の 意 で あ る が ． 方 広 に は 「 名 構 如 来 」 と 訳 さ れ て い る 。
' ･ ' o k u r u n t a は 「 鶏 頭 又 は B a r l e r i a の 一 種 」（ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ） と さ れ る 。 チ ベ ッ ト 訳 に は k u n d a ( = k u n d a ) と 音 訳 さ れ て
い る が ， 方 広 に は 「 師 子 座 」 と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
' 4 ' s a t y a d a r S i n は 「 見 真 実 （ 真 理 を 見 る ) 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 眞 實 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 4 2 j n a n a m e r U は 「 須 弥 智 （ 智 の 須 弥 山 ) 」 の 意 で あ る が ， 方 広 に は 「 高 智 如 来 」 と 訳 さ れ て い る 。
l 4 3 n a g a d a t t a は 「 龍 施 」 の 意 で あ り ， 方 広 に も 「 龍 施 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 4 4 a t y u c c a g a m i n は 「 極 高 行 （ 極 度 に 上 昇 す る ) 」 の 意 で あ り ． 方 広 に は 「 増 上 行 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 4 5 t i S y a は 「 天 界 の 射 手 の 名 」 「 月 宿 （ 第 六 又 は 第 八 ） の 名 」（ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ） と さ れ , 諸 種 の 人 名 と し て も 用 い ら れ る 。
方 広 に は 「 致 沙 佛 」 と 音 訳 さ れ て い る 。
l 栂 ｢ 掌 一 杯 の 塩 」 は ， 方 広 に は 「 妙 鉢 」 と 訳 さ れ て い る 。
' . ' 7 m a h a v i y U h a ( = m a h a v y n h a ) は 「 大 荘 厳 」 の 意 で あ り ． 方 広 に は 「 大 駿 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 1 8 r a S m i r a j a は 「 光 王 」 の 意 で あ り ， 方 広 に も 「 光 王 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 4 9 S a k y a m u n i は 「 釈 迦 牟 尼 」 の 意 で あ り ， 方 広 に も 「 樺 迦 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 鋤 ｢ 掌 一 杯 の 黄 金 」 は ， 方 広 に は 「 金 蓮 華 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 5 ' i n d r 2 k e t u は 「 イ ン ド ラ の 旗 」 の 意 で あ る が ， 方 広 に は 「 宿 王 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 5 2 s U r y a n a n a は 「 日 面 （ 太 陽 の 顔 面 ) 」 の 意 で あ り ， 方 広 に も 「 日 面 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 詞 ｢ 耳 飾 り 」 ( a v a t a m s a k a ) は ， 方 広 に は 「 荘 耳 花 」 と 訳 さ れ て い る 。
' " s U m a t i ( = s u m a t i ) は 「 善 意 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 妙 意 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 弱 ｢ 金 の 冠 飾 」 ( s v a r n a p a t t a ) は ， 方 広 に は 「 眞 頭 花 」 と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
' 3 6 n a g a b h i b h u は 「 龍 調 伏 （ 龍 を 制 圧 す る ) 」 の 意 で あ り ． 方 広 に は 「 降 龍 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 5 7 p u S y a は 「 第 六 の 月 宿 の 名 」 で あ る が ， 方 広 に は 「 増 益 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 弱 ｢ 更 紗 の 敬 具 」 ( d u S y a s a ' n s t a r a ) は ， 方 広 に は 「 衆 寶 蓋 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 5 9 b h a i s a j y a r a j a は 「 薬 王 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 藥 師 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 脚 ｢ 宝 蓋 」 ( r a t n a c h a t t r a ) は ， 方 広 に は 「 勝 妙 座 」 と 訳 さ れ て お り ， 前 後 の 仏 へ の 施 物 と の 混 同 が 見 ら れ る 。
1 6 ' s i m h a k e t u は 「 獅 子 の 旗 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 師 子 瞳 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 鯉 ｢ 座 」 ( a s a n a ) は ， 方 広 に は 「 衆 賓 網 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 6 3 g u p a g r a d h a r i n は 「 勝 徳 具 足 （ 最 高 の 徳 を 具 有 す る ) 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 持 徳 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 6 1 k a S y a p a は 「 カ シ ュ ヤ パ ( k a S y a p a ) 仙 の 後 商 」 の 意 で あ る が ， 一 般 に 「 迦 葉 」 と 音 訳 さ れ る ， 方 広 に も 「 迦 葉 佛 」 と 訳
さ れ て い る 。
' " g a n d h a g r a は 「 勝 香 （ 最 上 の 香 ) 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が 見 当 た ら な い 。
' “ ｢ 香 末 」 ( c U r n a ) は ． チ ベ ッ ト 訳 に は 「 花 」( m e t o g ) と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
' 6 7 a r c i k e t u は 「 焔 瞳 （ 光 焔 の 旗 ) 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 放 光 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
l 侭 ｢ 花 を 以 て 供 養 し た り 」 ( p u S p a c a i t y a k e ) は ， チ ベ ッ ト 訳 で は 「 常 に 花 を 奉 施 し た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
' 6 9 a k S o b h y a r a j a は 「 不 動 王 」 の 意 で あ る が ， 方 広 で は 「 阿 紳 佛 」 と 音 訳 さ れ て い る 。 な お ，『 上 巻 」 に は 「 ア ク シ ヨ ー ブ ヤ 」
と の み 表 記 し た の で ， 「 ア ク シ ヨ ー ブ ヤ ラ ー ジ ヤ 」 と 訂 正 す る 。
1 7 o l o k a p U j i t a は 「 世 間 供 養 （ 世 間 に 供 誕 さ れ た る ) 」 の 意 で あ り ． 方 広 に は 「 世 供 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 3 8
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
タ ガ ラ シ キ ン 1 7 ![ 仏 ］ に 王 位 1 7 2 を 捨 施 し ，ド ウ ル ジ ヤ ヤ 1 7 3[ 仏 ］ に あ ら ゆ る 香 を ，
マ ハ ー プ ラ デ イ ー パ 1 7 4[ 仏 ］ に 自 身 を 捨 施 し ， パ ド ウ モ ー ツ タ ラ ' 7 5[ 仏 ］ に 装 身 具
ダ ル マ ケ ー ツ 1 7 6[ 仏 ］ に 種 々 な る 花 を ， デ イ ー パ カ ー リ ン 1 7 7[ 仏 ］ に ウ ト パ ラ 1 7 8 花
6 4 ． 種 々 様 々 な る 種 類 の ， そ れ ぞ れ 異 な る 供 養 1 7 9 を 為 し て ， 汝 は ，
往 昔 ， こ れ ら の ， ま た ， そ の 他 の 無 上 士 （ 仏 陀 ） を 供 養 せ り 。
し よ だ い し
過 去 の 仏 陀 を ， ま た ， 諸 大 師 （ 諸 仏 陀 ） へ の ， 汝 の そ れ ら の 供 養 を 想 起 せ よ 。
う の う
え こ
憂 悩 に 満 ち た る ， 依 ‘ | 古 な き 衆 生 を 見 捨 て る こ と な く ， 〔 都 城 よ り l 帥 〕 出 家 さ れ た し 。
に ん に く
6 5 ． デ イ ー パ ン カ ラ 1 8 ![ 仏 ］ を 見 る や 否 や ， 汝 は 最 高 の 忍 辱 を 得 た り 。
じ ゆ 人 と う ご じ ん ず う
［ ま た ］ 退 失 す る こ と な き ， 順 当 な る 五 神 通 を ， 汝 は 得 た り 。
あ そ う ぎ
そ れ よ り 以 後 阿 僧 祇 （ 無 数 ） 劫 の 間 ， 一 切 の 世 界 に お い て ，
諸 仏 陀 に ， そ れ ぞ れ ， 不 可 思 議 （ 奇 特 ） な る 供 養 を 為 し た り 。
“ そ れ ら 無 量 の 劫 は [ す で に ] 縦 に 帰 し ,ま た , 彼 ら 諸 仏 陀 も 雛 ' 鍵 を 得 た り 。
い ず こ
汝 の ［ 前 世 の ］ あ ら ゆ る 身 体 も ， ま た ， そ れ ら の 名 も 何 処 に か 去 れ り 。
一 切 の 存 在 は 滅 尽 に 帰 す る 法 ( 定 め ) に し て , 肴 為 ' 8 3[ 法 ] は 常 な ら ず 。
愛 欲 も 王 位 の 享 楽 も 無 常 な る も の な る が 故 に ， ［ 汝 は ］ 都 城 よ り 出 離 さ れ た し 。
こ う め つ じ
も う ぃ ふ る か え ん
6 7 ． 劫 滅 時 に お け る ， 恐 る べ き 猛 威 を 奮 う 火 焔 の 如 く ，
か こ く
し よ う ら い
老 と 病 と 死 と は ， 苛 酷 な る 大 恐 怖 を 招 来 す べ し 。
う い
一 切 の 存 在 は 滅 尽 に 帰 す る 法 （ 定 め ） に し て ， 有 為 ［ 法 ］ は 常 な ら ず 。
苛 烈 な る 厄 難 に 陥 り た る 衆 生 《 を 見 て ' 別 》 ， 功 徳 を 有 す る 者 よ ， 出 家 さ れ た し 。
［ に 装 身 具 を ，
ウ ト パ ラ 1 7 8 花 を 。
6 3 0
6 8 ． 採 女 衆 が ， ［ 一 弦 ］ 琵 琶 や 笛 の 音 に よ っ て ，
お う が
［ ま た ］ 種 々 の 楽 器 を 以 て ， 安 楽 な る 寝 台 に 横 臥 せ る ，
め ざ
人 間 の 王 （ 菩 薩 ） を 目 覚 ま し め た る ，
そ の 時 ， 楽 器 の 音 よ り ， か く の 如 き ［ 偏 頌 ］ を 発 し た り 。
6 9 ． 老 と 病 と の 苦 悩 に 焼 か れ ， 死 の 火 に よ っ て 燃 や さ れ た る ‘
さ ん が い
え こ
こ の 三 界 （ 全 世 界 ） に ， 依 | 古 た る も の と て 無 く ，
ぐ も う
存 在 か ら の 超 出 に ［ 対 し て ] ， 衆 生 は 常 に 愚 蒙 な り 。
壷 に 入 り た る 蜜 蜂 が ［ 壷 の 中 を ］ 飛 び 廻 る が 如 し 。
' 7 ' t a g a r a S i k h m は 「 タ ガ ラ 香 の 番 」 の 意 で あ る が ， 方 広 に は 「 多 伽 佛 」 と 音 訳 さ れ て い る 。
' 滝 ｢ 王 位 」 ( r a j y a ) は ， 方 広 に は 「 天 王 位 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 7 3 d u I j a y a は 「 難 勝 （ 凌 駕 し 難 い ) 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 難 降 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 7 4 m a h a p r a d i p a は 「 大 燈 明 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 大 光 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 7 5 p a d m o t t a r a は 「 よ り 優 れ た 蓮 華 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 尚 花 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 7 6 d h a r m a k e t u は 「 法 嘘 」 の 意 で あ り ， 方 広 に も 「 法 瞳 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
l 7 7 d i p a k a r i n は 「 燈 火 を 作 る 」 の 意 で あ り ， 方 広 に は 「 作 光 佛 」 と 訳 さ れ て い る 。
' 7 B u l p a l a は 「 青 蓮 華 」 で あ る 。 方 広 に は 「 優 鉢 羅 花 」 と 音 訳 さ れ て い る 。
' " 東 大 写 本 は い ず れ も 「 供 菱 」 ( p u j a ) を 欠 く が ， チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が あ る 。
' 帥 ｢ 都 城 よ り 」 [ p u r o t t a m a ( t ) ] は 東 大 主 要 写 本 に あ る が ， チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 が な い 。
' 8 ' d i p a m k a r a( 燃 燈 仏 ） に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 3 9 ) を 参 照 さ れ た い 。
' 錘 ｢ 滅 度 」 ( n i r v r t a ) と は ．こ の 場 合 ， 仏 陀 の 入 滅 （ 死 亡 ） を 意 味 す る 。
' " ｢ 有 為 」 ( s a m s k r t a ) に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 2 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 8 7 ) を 参 照 さ れ た い 。
' 斜 写 本 の 支 持 は な い が ， 文 脈 上 ， ま た チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に ， 「 ～ を 見 て 」 ( d r S t v a . " p a S y a ) を 挿 入 す べ き で あ る 。
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7 0 ・ 三 界 の 堅 固 な ら ざ る こ と ， 秋 の 雲 ［ の 流 れ 行 く ］ に 似 て ，
し ょ う じ
衆 生 の 生 死 は ， 舞 台 劇 に 似 た り 。
け い り ⑪ う
衆 生 の 寿 命 の 過 ぎ 行 く こ と ， 山 の 渓 流 に 似 て ，
か
い な ず ま
そ の 立 ち ど こ ろ に 駆 け 去 る は ， 虚 空 に 稲 妻 の 走 る が 如 し 。
う
か つ あ い む み よ う
7 1 . 有 （ 迷 い の 世 界 ）と 渇 愛 と 無 明 と に 支 配 せ ら れ た る 衆 生 は ，
さ ん あ く し ゅ
地 上 （ 人 界 ） と 天 界 と 三 悪 趣 （ 地 獄 ・ 餓 鬼 ・ 畜 生 ） と の ，
五 道 ' 鰯 に お い て ， 愚 か に も 輪 廻 （ 転 生 ） せ り 。
と う こ う ろ く ろ
あ た か も ， 陶 工 の 轆 轤 が 回 転 す る が 如 し 。
し き
し ょ う
7 2 ． 常 に ， 好 ま し き 優 美 な る 色 と ， 甘 美 な る 声 と ，
こ う み
そ <
浄 妙 な る 香 ・ 味 と ， 安 楽 な る 快 き 触 と に よ っ て ，
こ の 世 間 は , カ リ ! 鰯 ( 悪 世 ) の 萱 に 築 け ら れ た り 。
あ た か も ， 猟 師 の 罠 に 〔 繋 か り た る ' 8 7 ) 猿 の 如 し 。
う ひ か ん な ん
7 3 ． 感 覚 的 享 楽 は ， 憂 悲 銀 難 多 く し て ，
ふ い
ぼ ん の う お ん こ ん
常 に ， 怖 畏 あ り ， 煩 悩 あ り て ， 怨 恨 を 生 ず る 。
け ん じ ん
ど く じ ゅ
剣 刃 の 如 く ， ［ ま た ］ 毒 樹 の 葉 に も 似 て ，
ふ ん ぴ よ う
聖 者 か ら は , 糞 瓶 の 如 く ， 彙 稽 せ ら れ る 。
し よ う ね ん ぼ う し つ あ ん み よ う
7 4 ． 正 念 を 亡 失 せ し め ， 暗 冥 を も た ら し 1 鯛 ，
怖 畏 の 因 を 生 じ ， 常 に 苦 悩 の 根 本 と な り ，
う あ い か ず ら ぞ う じ よ う
有 愛 1 8 9 の 蔓 を 増 長 せ し め る と こ ろ の ，
と も な
感 覚 的 享 楽 は ， 常 に 怖 畏 あ り て ， 煩 悩 を 伴 え り 。
さ か か こ う
7 5 . 燃 え 盛 る 火 坑 の ，い と も 恐 ろ し き が 如 く ，
こ の 愛 欲 も そ の 如 し と ， 聖 者 は 了 知 せ り 。
超 い お で い
と さ つ ば
大 瀕 泥 の 如 く ， ［ ま た ］ 屠 殺 場 ' 卯 の 如 く に し て ，
て l , と う
あ た か も ， 剃 刀 の 刃 先 に 蜜 を 塗 れ る に 似 た り 。
ふ ん こ
7 6 ． 蛇 の 頭 の 如 く ， ［ ま た ］ 糞 壺 の 如 く ，
こ れ ら の 愛 欲 も そ の 如 し と ， 賢 者 た ち は 了 知 せ り 。
ま た ， 焼 き 串 の 如 く ， ［ 串 に 刺 す ］ 鳥 の 肉 片 の 如 く に し て ，
が い こ つ
そ う ぱ
骸 骨 に 群 が る 犬 が ， 争 罵 を 発 す る に 似 た り ｡ ' 9 ！
す い ち ゅ う
7 7 ． こ れ ら の 感 覚 的 享 楽 は ， 水 中 の 月 の 如 く ，
ぞ う こ だ ま
［ 鏡 中 の ］ 像 の 如 く ， 木 霊 の 如 し 。
6 3 2
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' 弱 一 般 に 「 六 道 轄 廻 」 が 説 か れ る が , 部 派 に よ っ て は 「 五 道 輪 廻 」 （ 六 道 か ら 阿 修 羅 を 除 く 輪 廻 説 ） が 説 か れ る 。 こ こ に 「 五
道 」 が 説 か れ て い る こ と は ， 本 経 の 所 属 部 派 を 考 え る 上 で 重 要 で あ る 。
l " k a l i と は ， 古 代 イ ン ド 人 の 宇 宙 観 に お け る 「 四 つ の 時 代 区 分 」（ ク リ タ ． ト レ ー タ ー ， ド ウ ヴ ァ ー パ ラ ， カ リ ） の 最 後 に
位 置 す る 「 末 世 」 を 指 す 。 最 も 苦 悩 の 多 い 「 末 の 世 」 で あ り ， 現 代 は そ の 中 に あ る と さ れ る 。
' 師 東 大 写 本 に よ れ ば ， 「 繋 か り た る 」 に 当 た る 原 文 ( h i b a d d h a ) を 挿 入 す べ き で あ り ． チ ベ ッ ト 訳 に も こ れ に 当 た る 訳 語 が
あ る が ， 韻 律 に 抵 触 す る 。
1 鯛 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 暗 冥 の 如 し 」 ( m u n p a h d r a ) と 訳 さ れ て い る 。
' 紺 ｢ 有 愛 」 ( b h a v a - t r s n a ) と は 「 生 存 に 対 す る 妄 執 。 生 存 を 貧 ろ う と す る 妄 執 」（ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 7 9 頁 参 照 ） で あ る 。
' " a s i s n n d h a を 「 屠 殺 場 」 と 訳 し た が ,s m d h a の 意 味 は 不 明 で あ る 。 チ ベ ッ ト 訳 に は r a l g r i g S e g s g n a s( 剣 に て 裂 か れ る
場 所 ） と 訳 さ れ て い る 。
' 9 ' こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 死 骸 に 対 す る 犬 の 如 く 敵 対 し 合 う も の な り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
1 4 0
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
げ ん え い
ぶ た い げ き
幻 影 の 如 く ， 舞 台 劇 の 如 く ，
ま た ， 夢 に 似 た り と ， 聖 者 は 了 知 せ り 。
せ つ な め つ
7 8 ． こ れ ら の ' 蛇 感 覚 的 享 楽 は 刹 那 減 1 9 3 に し て ， 空 虚 な り 。
か げ ろ う
こ も う
ま た ， 幻 や 陽 炎 に 似 て ， 虚 妄 な り 。
ほ う ま っ
水 の 泡 沫 の 如 く ， 不 実 に し て ，
め い も う
迷 妄 よ り 生 じ た る も の と ， 智 者 は 覚 知 せ り 。
し き そ う ぐ ゆ う
7 9 . 年 齢 若 き 時 は ， 美 し き 色 相 を 具 有 す る が 故 に ，
< ′ ど う
こ の 愚 童 の 行 が ， 愛 す べ く 好 ま し き も の と 見 な さ れ る 。
［ さ れ ど ］ 老 や 病 や 苦 に よ っ て ， 精 力 も 肉 体 も 衰 え る や ，
こ か つ
野 獣 が 枯 渇 せ る 川 を 捨 て る が 如 く ， ［ そ れ を ］ 捨 て る 。
8 0 ． 財 物 や 穀 物 豊 か に し て ， 財 産 多 く ， 勢 力 あ る 時 は ，
ぐ ど う
こ の 愚 童 の 行 が ， 愛 す べ く 好 ま し き も の と 見 な さ れ る 。
［ さ れ ど ］ 後 に ， 財 産 を 失 い ， 苦 難 に 陥 る や ，
く う げ ん
人 が 空 閑 な る 森 を 捨 て る が 如 く ， ［ そ れ を ］ 捨 て る 。
8 1 . 花 咲 け る 樹 や ， 実 を つ け た る 樹 の 如 く ，
そ の 如 く ［ 豊 か ］ な ら ば ， 布 施 を 愛 好 し ， 人 を 喜 ば し め る 。
こ つ じ き
［ さ れ ど ］ 財 物 を 失 い ， 老 い や つ れ て ， 乞 食 す れ ば ，
は げ わ し
そ の 時 ， 嫌 悪 せ ら れ る こ と ， 禿 鷲 の 如 し 。
8 2 ． 財 力 あ り ， 美 し き 容 貌 を 有 す る ， 支 配 者 ［ の 如 き 時 ］ は ,1 9 4
こ う ご う
交 合 を 好 み ， 感 官 を し て 満 足 せ し む 。
［ さ れ ど ］ 老 と 病 と 苦 悩 と に ひ し が れ て ， 財 物 尽 き れ ば ，
し に が み
そ の 時 ， 嫌 悪 せ ら れ る こ と ， 死 （ 死 神 ） の 如 し 。
し よ う そ う す い も う
8 3 ． 少 壮 が 過 ぎ 去 り ， 老 に よ っ て 衰 耗 す れ ば ，
ら い で ん
樹 木 の ， 雷 電 に よ っ て 打 た れ た る が 如 く ，
き く
家 屋 の ， 老 朽 し て ， 危 催 あ る が 如 し 。
ひ に
牟 尼 よ ， 老 か ら の 離 脱 を ， 速 や か に 説 き た ま え 。
ニ き ゅ う
8 4 ． 老 が 男 女 の 衆 を 枯 朽 せ し め る こ と ，
マ ー ル ' 妬 （ 藤 ） の 蔓 が シ ヤ ー ラ 樹 ' 妬 の 密 林 を 枯 ら す が 如 し 。
老 は ， 精 進 ・ 勇 猛 ・ 勢 力 を 奪 い ，
老 は 1 9 7 , あ た か も 人 が 泥 中 に 沈 み た る が 如 し 。
8 5 ． 老 は ， 美 麗 な る 容 貌 を 醜 悪 な る も の へ と 変 え ，
老 は ， 威 光 を 奪 い ， 力 と 強 さ と を 奪 う 。
6 3 6
' 蛇 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 こ れ ら の 」 ( i m i ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
' " ｢ 刹 那 減 」 ( k s a n i k a ) と は 「 瞬 時 に 消 滅 す る も の 」 の 意 で あ る 。
' 劉 こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 財 産 を 有 し ， 美 し き 容 貌 あ る 時 は ． 支 配 者 の 如 く 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
l 9 5 m i l u は 蔓 植 物 の 一 種 で あ る 。 方 広 に は 「 摩 婁 迦 」( m a l u k a ? ) と 音 訳 さ れ て い る 。
' 艶 ｢ シ ャ ー ラ 樹 」 ( S a l a ) は ， 方 広 に は 「 尼 拘 樹 」 と 訳 さ れ て い る 。
' " チ ベ ッ ト 訳 に は ． こ の 「 老 は 」 ( j a r a ) に 当 た る 訳 語 は な い 。
1 4 1
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常 に l 蝿 ， 安 寧 を 奪 い ， 屈 辱 を も た ら し ，
老 は 生 気 を 奪 い ， 老 は 死 を も た ら す ｡ ' ”
か ん だ ん
8 6 ． 何 百 も の 病 気 に よ る ， 間 断 な き 病 苦 の た め に ’
ひ つ の う
け も の
衆 生 の 逼 悩 せ ら れ る こ と ， 獣 が 火 に 焼 か れ る が 如 し 2 " ・
老 と 病 と に 陥 り た る 釦 1 衆 生 を 見 て ， ［ 汝 は ］
苦 悩 か ら の 離 脱 を ， 速 や か に 説 き た ま え 。
8 7 ． あ た か も ， 冬 時 に お い て ， 多 量 の 雪 が 2 0 2
そ う り ん
草 ． 叢 林 ． 森 の 薬 草 の 精 気 を 奪 う が 如 く ，
そ の 如 く ， 実 に 鋤 3 ， 病 と 老 と は ［ 衆 生 の ］ 精 気 を 奪 い ，
げ ん し つ
感 官 と 容 色 と 力 と を 滅 失 せ し め る 。
8 8 ． 財 物 ・ 穀 物 ． 大 財 利 を し て 滅 尽 に 至 ら し め ，
病 は ， 常 に ， 衆 生 に 悲 嘆 2 0 4 を も た ら し め る 。
妨 害 を 為 し て ， 愛 す る 者 に 嫌 悪 を 生 ぜ し め ，
ね つ の う
そ ら
熱 悩 を も た ら す こ と ， 空 よ り 太 陽 の 照 り つ け る が 如 し 。
み よ う じ ゅ う
て ん し よ う
8 9 ． 命 終 の 時 を も た ら す 転 生 ， ［ す な わ ち ］ 死 な る も の あ り て ．
［ そ の た め に ］ 常 に ， 愛 す る 財 や 人 々 と の 別 離 あ り 2 0 5 .
か い く ･ う
再 び 来 る こ と も な く ， 会 遇 す る こ と も な し 。
［ 落 下 せ る ］ 樹 木 の 葉 や 実 ［ 過 ぎ 去 れ る ］ 川 の 流 れ の 如 し 。
9 0 ． 死 は ， 自 在 な る も の を 不 自 在 な る も の と な し ，
死 が ［ 衆 生 を ］ 運 び 去 る こ と ， 川 が 樹 木 を 押 し 流 す が 如 し 。
ひ と
お も む
人 は ， 伴 侶 な く ， た だ 独 り に て ［ 来 世 に ］ 赴 き ，
自 ら の 業 の 果 報 に 応 ず る が 故 に ， ［ そ の 意 志 は ］ 自 由 な ら ず 。
い く ひ や 〈
9 1 . 死 が ， 幾 百 と な き［ 多 く の ］ 生 類 を 呑 み 込 む 2 0 6 こ と ，
ま か つ ぎ ょ
大 洋 に お い て ， 生 物 の 群 を 呑 み 込 む マ カ ラ （ 摩 蜴 魚 ） の 如 し 。
こ ん じ ち ょ う
龍 釦 7 に 対 す る ガ ル ダ 烏 （ 金 翅 鳥 ) ， 象 に 対 す る 獣 王 （ 獅 子 ) ，
草 ． 薬 草 ・ 生 物 の 群 に 対 す る 火 の 如 し 。
か げ ん
9 2 ． こ れ ら ， か く の 如 き ， 幾 百 も の 過 患 よ り ’
せ い が ん
衆 生 を 解 脱 せ し む く し と の ， 誓 願 を 立 て た る ［ 汝 の ］
お う し や く
か の ， 往 昔 の 誓 願 の 行 を 想 起 さ れ た し 。
今 や ， 汝 の 出 家 す べ き 時 な り 。
6 3 8
' ” ｢ 常 に 」 ( s a d a ) は ，チ ベ ッ ト 訳 に は r g a b a s( 老 は : = j a r a )と 訳 さ れ て い る 。
' ” ｢ 上 巻 」 に は 「 老 は 死 を も た ら し ， 老 は 生 気 を 奪 う 」 と 訳 し た が ， 文 脈 上 ． 語 順 を 入 れ 替 え る 。
甑 p チ ベ ッ ト 訳 は 「 獣 が 人 に よ っ て 逼 悩 せ ら れ る が 如 し 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
鋤 ' チ ベ ッ ト 訳 は 「 老 と 病 と に 打 ち の め さ れ た る 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
2 o 2 チ ベ ッ ト 訳 は 「 風 と 多 還 の 雪 が 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
顔 n a h u ( = a h o ) と 見 て 「 実 に 」 と 訳 し た が ， チ ベ ッ ト 訳 [ h d i ] に よ れ ば a y u ( こ の ）と 見 る べ き で あ る 。
2 0 1 ｢ 悲 嘆 」( p a r i t a p a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 [ b m a s p a ] に よ れ ば p a r i b h a v a( 屈 辱 ） と 読 む べ き で あ る が ， 写 本 の 支 持 が な い 。
2 o 5 チ ベ ッ ト 訳 は 「 愛 し ， い つ く し む 人 々 を ， 別 離 せ し め る 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
烈 賜 ｢ 呑 み 込 む 」 ( g r a s a t e ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は h d s m t e( 捕 ら え る ） と 訳 さ れ て い る 。
” ｢ 上 巻 」 に は u r a g a を 「 蛇 」 と 訳 し た が ， 方 広 を 参 考 に 「 龍 」 に 訂 正 す る 。
1 4 2
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
さ い に よ し ゅ う か ん ぜ ん
9 3 ． 採 女 衆 が ， 歓 然 と し て ，
楽 器 ［ の 音 ］ を 以 て 大 牟 尼 （ 菩 薩 ） を 目 覚 ま し め た る ，
ぜ ん ぜ い
そ の 時 ， 善 逝 （ 仏 陀 ） の 威 神 力 に よ り ，
楽 器 の 音 か ら ， 種 々 な る 偶 頌 を 発 し た り 。
う い え め っ
9 4 ． 一 切 の 有 為 ［ 法 ］ の ， 瞬 時 に 壊 滅 す る こ と ，
と ど
天 空 に 走 る 稲 妻 の ， 久 し く 留 ま ら ざ る が 如 し 。
こ れ ［ 今 は ] ， 汝 の ［ 出 家 す べ き ］ 好 機 な り 。
と く ぎ よ う
徳 行 す ぐ れ た る 者 （ 汝 ） は ， 出 家 の 時 に 到 達 せ り 。
し よ ぎ よ う
9 5 ． ［ 有 為 の ］ 諸 行 は 無 常 に し て ， 堅 固 な ら ず ’
は い え じ し よ う
妹 塞 2 0 8 の 如 く ， 敗 壊 を 自 性 と す る 。
他 者 の 所 有 物 を 借 用 せ る が 如 き も の ，
［ ま た ］ 砂 の 城 に も 似 て ， か り そ め の 存 在 な り 。
し よ ぎ よ う え め つ
9 6 ． こ れ ら ， ［ 有 為 の ］ 諸 行 は 壊 滅 の 法 （ 性 質 ） を 有 し ，
し っ く い さ ん え
雨 季 に お い て ， 漆 喰 が 散 壊 す る が 如 く ，
［ ま た ］ 砂 よ り 成 る ， 河 の 堤 防 の 如 し 。
い ん ね ん い き よ じ し よ う こ に や く
因 縁 に 依 拠 し ， 自 性 は 虚 弱 な り 。
か え ん
9 7 ． ［ 有 為 の ］ 諸 行 は ， 燈 明 の 火 焔 の 如 く ，
速 や か に 生 じ ［ か つ ］ 減 す る 法 （ 性 質 ） を 有 す る 。
し ば て い り ゅ う
風 に 似 て ， 暫 し も 停 留 す る こ と な く ，
す い ほ う
水 泡 の 如 く 虚 弱 に し て ， 堅 実 な ら ず 。
く う き よ
9 8 ． ［ 有 為 の ］ 諸 行 は ［ 自 ら の ］ 意 志 あ る こ と な く ， 空 虚 に し て ’
カ ダ リ ー 2 0 9（ 芭 蕉 ） の 幹 の 如 き ［ 脆 弱 な る ］ も の と 観 察 さ れ る 。
ま ぼ ろ し
幻 の 如 く ， 心 を 惑 乱 せ し め ，
よ う ど う
く う け ん
幼 童 を 欺 く ， 空 拳 2 1 0 に 似 た り 。
も ろ も ろ
9 9 ． 諸 の 因 と ， 諸 の 縁 と に よ っ て ，
う い
一 切 の 有 為 の 諸 行 は 顕 現 す る 。
相 互 に 縁 と な り ， 因 と な ［ り て 生 ず ］ る も , 2 1 1
ぐ し よ う
愚 小 な る 者 は ， そ の ’ か く の 如 く な る を 覚 知 せ ず 。
1 0 0 ． あ た か も ， ム ン ジ ャ 草 と ヴ ァ ル ヴ ァ ジ ャ 草 2 ' 2 と を 縁 （ 材 料 ）と l
な わ
［ 人 の ］ 労 力 を 加 え て ， 縄 を 編 む が 如 し 。
よ う す い き
楊 水 機 （ 水 車 ） は 車 輪 と と も に 回 転 し 2 1 3 ,
そ れ ら が ， 単 独 に て 動 く こ と な し 。
し
6 4 0
て ，
郷 ｢ 坏 器 」 ( a m a k u m b h a )と は 「 焼 か れ て い な い 土 製 の 器 物 」 で あ る 。
2 ( D k a d a l i ( = k a d a l a ) に つ い て 「 そ の 軟 か く 腐 敗 し 易 き 幹 は 脆 弱 の 表 徴 」（ ｢ 梵 和 大 辞 典 ｣ ） と さ れ る 。 方 広 に は 「 芭 蕪 」 と 訳 さ
れ て い る 。
2 ' o r k t a m u S t i ( = r i k t a m u S t i ) と は 「 何 も 握 っ て い な い 拳 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 空 拳 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 1 l こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 相 互 に 因 と な り 縁 と な っ て 生 ず る 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
2 1 2 m U r i j a と v a l v a j a ( = b a l b a j a ) は い ず れ も 植 物 の 名 で あ る 。 方 広 に は 「 麻 菓 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 l 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 回 転 し 」( v a r t a t e ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
1 4 3
国 際 文 化 学 部 論 菜 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
1 0 1 . 同 様 に ， 一 切 の 有 支 2 ' 4( 存 在 の 支 分 ） の 存 立 も ，
相 互 の 扶 助 に 依 拠 す る も の に し て 。
そ れ ら が 各 々 単 独 に て 存 立 す る こ と は ，
ぜ ん さ い
ご さ い
前 際 （ 過 去 ） に も 後 際 （ 未 来 ） に も 2 1 5 有 り う べ か ら ず 。
1 0 2 . 種 子 が あ れ ば ， そ れ に 応 ず る 芽 を 生 ず る も ，
た だ
種 子 な る も の ， そ れ が 直 ち に 芽 な る に は あ ら ず 。 ［ 芽 は ］
そ れ （ 種 子 ） よ り 別 の も の に あ ら ず ， ま た ， そ れ （ 種 子 ） そ の も の に ，
か く の 如 く ， 窪 權 2 ' ‘ は 不 常 2 " に し て , 不 断 2 ' 8 な り 。
1 0 3 .[ 有 為 の ］ 諸 行 は ， 無 明 を 縁 と な し ，
【 ま た 2 1 9 】 そ れ ら の 諸 行 は ， 真 実 に は 存 在 せ ず 。
無 明 も ， ま た 諸 行 も ， 実 に ，
そ れ ら の 本 性 は 空 に し て , 鍵 纈 2 鋤 な り 。
く う
い ん も ん い ん ぞ う
1 0 4 .[ 刻 ま れ た る ］ 印 紋 よ り ， 印 像 が 現 出 す る も ，
印 紋 が ［ 印 像 と し て ］ 転 移 す る に は あ ら ず 。
そ こ （ 印 紋 ） に そ れ （ 印 像 ） 有 る に あ ら ず ， ま た 他 よ り 有 る に あ ら ず 。
か く の 如 く ， ［ 有 為 の ］ 諸 行 は 不 常 に し て ， 不 断 な り 。
げ ん し き
1 0 5 . 眼 と 色 と を 縁 と し て ，
げ ん し き
眼 識 が ， こ こ に 生 ず る も , 2 2 ！
え じ
色 は 眼 に 依 止 す る に あ ら ず 空 2 ，
ま た ， 色 が 眼 に 転 移 す る に も あ ら ず 。
ひ が
ふ じ ょ う
1 0 6 ． こ れ ら の 諸 法 （ 事 物 ） は 非 我 に し て ， 不 淨 な り 。
も う そ う
然 る に ， 「 我 に し て 浄 な り 」 と 妄 想 し ，
て ん ど う こ も う ふ ん べ つ
顛 倒 せ る 虚 妄 の 分 別 あ り 。
そ れ よ り ， 眼 識 が 生 起 す る 。
1 0 7 . 識 が 生 起 し ,[ ま た ］ 減 す る 時 に も 2 幻 ，
識 の 生 起 と 消 滅 あ り と ［ の み ］ 知 覚 し て 2 2 4 ，
い ず こ
何 処 に 行 く こ と も ［ 何 処 よ り ］ 来 る こ と も な く ，
空 に し て 幻 の 如 し と ， ヨ ー ガ （ 玲 伽 ） 行 者 記 5 は 観 ず る o
そ の も の に も
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あ ら ず 。
2 1 4 ｢ 有 支 」( b h a v a n g a ) と は 「 有 （ 輪 廻 の 生 存 ） を 構 成 す る 支 分 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 十 二 因 縁 」 と 訳 さ れ て い る 。
2 1 5 ｢ 上 巻 」 に は 「 前 際 （ 過 去 世 ） に も 後 際 （ 未 来 世 ） に も 」 と 訳 し た が ， 二 つ の 「 世 」 を 削 除 す る 。 方 広 に は 「 過 現 未 来 」
と 訳 さ れ て い る 。 「 国 訳 一 切 経 」 （ 本 縁 部 九 ， 9 3 頁 ） に 「 過 去 未 来 に 」 と 訳 さ れ て い る の は 誤 植 と 思 わ れ る 。
2 , 6 ｢ 法 性 」( d h a r m a t a ) に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 4 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 2 2 2 ) を 参 照 さ れ た い 。
2 1 7 ｢ 不 常 」( a S a S v a t a )と は 「 常 住 で な い こ と ， 恒 常 性 が な い こ と 」 （ 常 に 変 化 す る こ と ） を 意 味 す る 。
2 1 8 ｢ 不 断 」( a n u c c h e d a ) と は 「 断 絶 せ ざ る こ と ，中 断 す る こ と が な い こ と 」 （ 常 に 連 続 す る こ と ） を 意 味 す る 。
2 1 9 写 本 T 3 及 び チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば ，「 ま た 」 を 挿 入 す べ き で あ る 。
麺 ｢ 無 作 用 」 ( n i r i h a k a ) と は 「 目 的 （ 意 志 や 欲 望 ） を 持 っ て 活 動 す る こ と が な い こ と 」（ 活 動 意 欲 が な い こ と ） を 意 味 す る 。
堂 1 以 上 の 二 行 は ， 方 広 に は 「 依 止 根 境 有 眼 識 生 」 （ 根 と 境 と に 依 止 し て ・ 眼 識 の 生 ず る 有 り ） と 訳 さ れ て い る 。
2 2 2 チ ベ ッ ト 訳 は 「 眼 は 色 に 依 止 す る に あ ら ず 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
2 z 3 ｢ 上 巻 」 に は 「 識 が 減 し ,[ ま た ］ 生 起 す る 時 」 と 訳 し た が ． 文 脈 上 ， 「 減 」 と 「 生 起 」 を 入 れ 替 え る 。
錘 イ チ ベ ッ ト 訳 は 「 智 者 は ［ 識 の ］ 生 起 と 消 滅 あ り と 知 覚 す る 」 と い う 訳 文 と な っ て お り ． v i j f i a n a ( 識 ） を v i j n a ( 智 者 ）と
見 て い る よ う で あ る 。
2 2 5 y O g i n は 「 瞼 伽 行 者 」 の 意 で あ る 。 方 広 に は 「 智 者 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 4 4
｢ ラ リ タ ヴ ィ ス タ ラ
和 訳 「 ラ リ タ ヴ ，
さ ん ぼ く
1 0 8 . あ た か も ， 讃 木 （ 引 火 木 ）と 摩 擦 木 と ，
手 の 労 力 と の ， 三 者 が 和 合 し て ，
そ れ ら を 縁 と し て ， 火 が 生 起 す る も ，
生 起 し て ， 所 用 を 達 す る や 2 2 6 , 速 や か に 2 2 7 消 失 す る が 如 し 。
れ い り
じ ん く ’
1 0 9 ． そ の 時 2 2 8 , 誰 か 怜 ‘ 剛 な る 者 が 尋 求 し て 。
い ず こ
「 こ れ は 何 処 よ り 来 た り ， ま た ， 何 処 に 去 る や 」 と ，
ほ う い
［ 四 ］ 方 ［ 四 ］ 維 を く ま な く 2 羽 捜 し 求 め よ う と も ，
そ れ が 来 た り ， ま た 去 る と こ ろ を 認 知 す る こ と な し 。
う ん
し よ か い
1 1 0 .[ 五 ］ 蕊 と ［ 十 二 ］ 虚 と ［ 十 八 ］ 界 と は ，
無 明 と 渇 愛 と い う ， ［ か く の 如 き ］ 業 縁 を 有 す る 2 割 ) 。
し か
し ゆ じ よ う
而 し て ， ［ そ れ ら の ］ 総 体 が く 衆 生 〉 と 呼 ば れ る も ，
ふ か と <
そ れ （ 衆 生 ） は ， 勝 義 に お い て は 不 可 得 鱒 1 な り 。
l l l . 喉 と 唇 と 口 蓋 と を 縁 と し て ，
舌 の 回 転 に よ り ， 語 音 を 生 ず る も ，
喉 ［ の み ］ よ り 来 た る に あ ら ず ， 口 蓋 ［ の み ］ に よ る に あ ら ず 。
各 々 単 独 に て ， 語 音 を 得 る こ と は ， あ り 得 ず 2 3 2 。
ご 人 お ん
1 1 2 ． そ の 和 合 を 縁 と し て ， さ ら に ， そ の 言 音 は ，
け ん げ ん
精 神 の 知 性 の 支 配 に よ っ て ， 顕 現 す る 。
ふ か け ん
［ さ れ ど ］ 精 神 も 言 音 も ， 不 可 見 に し て 形 な く ，
［ 衆 生 の ］ 外 界 に も 内 界 に も ， 不 可 得 な り 。
1 1 3 . 聡 明 な る 者 が ， 言 ・ 音 ・ 鳴 ・ 声 の ，
生 起 と 消 滅 と を 観 察 す れ ば ，
こ く き ょ う
そ の 時 一 切 の 言 音 は 谷 響 （ こ だ ま ） の 如 く ，
せ つ な め つ
刹 那 減 に し て ， 空 虚 な る も の と 観 ず る o
い と
1 1 4 . あ た か も ， 絃 と 木 材 と を 縁 と し て ，
手 の 労 力 と の ， 三 者 が 和 合 す れ ば ，
ツ ナ （ 一 弦 琵 琶 ） ． ヴ イ ー ナ ー （ 琵 琶 ） ． ス ゴ ー シ ャ カ ー 2 鋤 等 の
音 が ， そ れ よ り 発 し て ， 鳴 響 す る が 如 し 。
( 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 * )
6 4 4
6 4 6
2 2 6 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 所 用 を 達 す る や 」 に 相 当 す る 訳 文 が 欠 け て い る 。
2 2 7 ｢ 速 や か に 」( l a g h u ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は r i n p o r m i t h o g s( 久 し か ら ず し て ） と 訳 さ れ て い る 。
“ ｢ 上 巻 」 に は a t h a を 「 か く し て 」 と 訳 し た が ，「 そ の 時 」 と 訂 正 す る 。
2 勢 ｢ 上 巻 」 に は S a r v a を 「 一 切 の ［ 方 維 を ] 」 と 訳 し た が ．「 [ 方 維 を ] < ま な く 」 と 訂 正 す る 。
2 釦 チ ベ ッ ト 訳 は 「 [ ～ 界 と の ］ 縁 は ， 無 明 と 渇 愛 と 業 な り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
2 3 1 ｢ 不 可 得 」 と は 「 固 定 不 変 の 独 自 な 本 体 を 認 め る こ と が で き な い 」 と い う 意 味 で あ る 。
灘 2 方 広 に は 「 一 一 分 中 聾 不 可 得 」 （ 一 一 の 分 の 中 に 聾 は 不 可 得 な り ） と 訳 さ れ て い る 。
2 3 3 t u n a ( = t u p a v a ) , v i n a ( = v i n a ) .s u g h o S a k a は ， 文 脈 か ら 見 て ，い ず れ も 弦 楽 器 で あ る 。 t l l n a は チ ベ ッ ト 訳 に は g l i n b u ( =
v e n u ; 笛 ）と 訳 さ れ て い る が ， 「 笛 」 で は 文 脈 上 不 都 合 で あ る 。 s u g h o S a k a は B H S D に も 「 楽 器 の 一 種 」 と さ れ る の み で
詳 細 不 明 で あ る 。 方 広 に は 「 響 如 筌 僕 絃 器 及 手 和 合 發 聾 」 （ 響 え ば 筌 撲 と ， 絃 器 と 及 び 手 と ， 和 合 し て 聾 を 發 す る が
如 し ） と 訳 さ れ て い る 。 「 筌 篠 （ < ご ) 」 と は 「 〈 だ ら ご と 。 二 十 三 弦 あ り ． 両 手 で か き な ら す 楽 器 ○ 西 洋 の ハ ー プ に 似 る 。
日 本 へ は 百 済 （ 〈 だ ら ） か ら 伝 わ っ た 」 と い う （ ｢ 新 漢 語 林 」 （ ｢ 塗 」 参 照 ) 。
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れ い り
じ ん < '
1 1 5 . そ の 時 2 3 4 , 誰 か 怜 捌 な る 者 が 尋 求 し て ，
い ず こ
「 こ れ は 何 処 よ り 来 た り ， ま た ， 何 処 に 去 る や 」 と ，
［ 四 ] 労 [ 四 ] 錐 を く ま な く 鰯 5 捜 し 求 め よ う と も ，
音 が 来 た り ， ま た 去 る と こ ろ を 認 知 す る こ と な し 。
も ろ も ろ
1 1 6 ． か く の 如 く 、 諸 の 因 と ， 諸 の 縁 と よ り ，
う い
一 切 の 有 為 の 諸 行 は 顕 現 す る 。
ま た ， ヨ ー ガ 行 者 は , よ く 真 実 鎖 鑪 鱒 ‘ す る が 故 に ，
く う む さ ゆ う
［ 有 為 の ］ 諸 行 は 空 に し て ， 無 作 用 な り と 観 察 す る 。
う ん し ょ
か い
l l 7 .[ 五 ］ 蕊 と ［ 十 二 ］ 虚 と ［ 十 八 ］ 界 と ［ か ら 成 る 人 間 存 在 ］ は ，
く う
く う 認 7
内 界 （ 精 神 作 用 ） も 空 に し て ， 外 界 （ 物 質 世 界 ） も 空 な り 。
し ょ え
衆 生 は 2 3 8 ， 我 を 離 れ （ 無 我 に し て ) ， 所 依 あ る こ と な く ，
こ く う じ し よ う
そ う
法 郵 9 （ 諸 事 象 ） は ， 虚 空 の 自 性 （ 性 質 ） を 相 （ 特 徴 ） と す る 。
ほ つ そ う
1 1 8 . か く の 如 き ，こ れ ら の 法 相 （ 存 在 の 特 質 ） を ，
ま み し よ う と く
デ イ ー パ ン カ ラ （ 燃 燈 仏 ） に 見 え た る 時 ， 汝 は 證 得 し た り 。
し ょ う ち
［ 汝 ］ 自 身 が ， 自 ら ［ 順 次 ］ 證 知 し た る が 如 く ，
そ の 次 第 に 従 っ て ' 天 神 . 人 間 等 [ の 衆 生 ] を 登 学 割 O せ し め た ま え 。
て ん ど う こ も う ふ ん べ っ
1 1 9 . 顛 倒 せ る ， 虚 妄 の 分 別 に よ る ，
と ん よ く し ん に
諸 の 食 欲 や 愼 患 の た め に ， 衆 生 は 焼 か れ た り 。
ど う し ひ み ん
導 師 よ ， 悲 懲 の 雲 よ り ，
じ ゃ 〈 じ よ う か ん ろ う て き
寂 静 の 冷 水 よ り 成 る ， 甘 露 の 雨 滴 を 降 ら せ た ま え 。
1 2 0 2 4 ' .「 無 上 な る 菩 提 を 證 得 し て ，
し よ う ざ い し ょ う じ ゆ
聖 財 2 4 2（ 教 法 ） を 以 て ， 衆 生 を 摂 受 せ ん 」 と の ，
う ち し や
そ の 目 的 の た め に ， 有 智 者 よ ， 汝 は ，
い く コ ー テ ィ こ う ぎ よ う
幾 拘 砥 （ 何 千 万 ） も の 劫 に お い て ， 布 施 を 行 じ た り 。
し よ ぎ よ う
1 2 1 ・ か の ’ 前 世 の 所 行 を 想 起 し て ，
び ん く ， う
聖 財 な く ， 貧 窮 に し て ， 苦 悩 せ る 者 た ち （ 衆 生 ） を ，
も つ か
じ よ う ご し や
黙 過 す る こ と な く ， 衆 生 の 調 御 者 ［ た る 者 ］ よ ，
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2 3 1 『 上 巻 」 に は a t h a を 「 か く し て 」 と 訳 し た が ，「 そ の 時 」 と 訂 正 す る 。
2 3 5 ｢ 上 巻 」 に は S a r v a を 「 一 切 の ［ 方 維 を ] 」 と 訳 し た が ，「 [ 方 維 を ］ く ま な く 」 と 訂 正 す る 。
薮 ｢ 見 照 」 と は 「 明 ら か に 見 る こ と 」 で あ る
幻 7 ｢ 上 巻 」 に は ． こ の 一 行 を 「 内 な る も 空 に し て ， 外 な る も 空 な り 」 と 訳 し た が .「 内 な る 」 を 「 内 界 （ 精 神 作 用 ) ｣ ． 「 外 な る 」
を 「 外 界 （ 物 質 世 界 ) 」 と 訂 正 す る 。 「 内 界 」 と は 十 八 界 の う ち の 「 六 識 」 （ ｢ 視 覚 ・ 聴 覚 ・ 嗅 覚 ・ 味 覚 ・ 触 覚 ・ 思 考 器 官 」
に よ る 「 六 種 の 識 別 作 用 ｣ ） を 意 味 し ， 「 外 界 」 と は 「 六 境 」 （ ｢ 色 ・ 声 ・ 香 ・ 味 ・ 触 ・ 法 」 と 呼 ば れ る 「 六 種 の 対 象 世 界 ｣ ）
を 意 味 し 、 「 六 根 」 （ ｢ 眼 ・ 耳 ・ 鼻 ・ 舌 ・ 身 ・ 意 」 と 呼 ば れ る 「 六 種 の 感 覚 ・ 知 覚 器 官 ｣ ） は 「 内 界 と 外 界 と を 接 合 す る 機 能 」
と 考 え ら れ る 。
z 魁 ｢ 衆 生 は 」 ( s a t t v a ) は ． チ ベ ッ ト 訳 [ t h a m s c a d ] に よ れ ば s a r v a( 一 切 は ） の 誤 写 と 思 わ れ る 。
” ｢ 諸 法 空 」 と は 「 あ ら ゆ る 存 在 は 実 体 性 が な い こ と 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 6 9 0 頁 参 照 ） を 意 味 す る が ．こ の 場 合 の 「 法 」 と は
「 あ ら ゆ る 事 物 ． も ろ も ろ の 存 在 す る も の 」 （ 諸 事 象 ） の 意 で あ る 。
2 猟 ) ｢ 覚 了 」 と は 「 さ と る こ と 」 で あ る 。
2 4 ' 方 広 に は 第 1 2 0 ~ 1 3 2 偶 に 当 た る 訳 文 は な い 。
2 4 2 ｢ 聖 財 」( a r y a d h a n a ) は 「 聖 道 を 修 す る た め の 宝 」（ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 7 2 6 頁 参 照 ） の 意 で あ る が ， こ の 場 合 は 「 仏 法 の 教 え 」
（ 教 法 ） を 指 す 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ l 4 章 ）
聖 財 を 以 て ， 彼 ら を 摂 受 し た ま え 。
あ く し ゆ
｢ 悪 趣 へ の 道 を 閉 ざ さ ん が た め に ，
天 界 と 不 死 （ 甘 露 ） と へ の 最 勝 な る 門 を ，
い く コ ー テ ィ せ つ じ
幾 拘 砥 （ 何 千 万 ） も の 衆 生 に 説 示 す べ し 」 と て ，
汝 は ， 常 に ， 戒 を よ く 守 護 し た ま え り 。
し ょ ぎ よ う
か の ， 前 世 の 所 行 を 想 起 し て ，
地 獄 へ の 道 2 4 3 の 門 を 閉 ざ し ，
天 界 と 不 死 （ 甘 露 ） と へ の 門 を 開 き た ま え 。
具 戒 者 た る 者 ( 汝 ) の 思 惟 し た る こ と 2 噌 筬 誌 さ れ た し 。
う し ん
い こ ん ふ ん ぬ し ず
｢ 有 身 の 者 た ち （ 衆 生 ） の 患 恨 2 4 5 と 盆 怒 を 鎮 め る た め に ，
う か い
衆 生 を し て 有 海 2 4 6（ 生 存 の 荒 海 ） を 渡 ら し め ，
ね つ の う
熱 悩 な き 平 安 ・ 安 穏 に 導 く べ し 」 と て ，
に ん に く ど じ
汝 は ， 常 に ， 忍 辱 を よ く 護 持 し た ま え り 。
し ょ ぎ よ う
か の ， 前 世 の 所 行 を 想 起 し て ，
お ん て き じ ょ う ら ん
怨 敵 ・ 悪 意 ・ 傷 害 に 擾 乱 せ ら れ た る ，
せ つ が い も っ か
殺 害 の 諸 行 を 黙 過 す る こ と な く ，
こ れ ら の 衆 生 を ， 忍 辱 の 境 地 に 導 き た ま え 。
｢ 法 の 船 鍼 騨 ？ ( 建 造 ） し て ，
衆 生 を し て 有 海 を 渡 ら し め ，
ね つ の う
熱 悩 な き 平 安 ・ 安 穏 に 導 く べ し 」 と て ，
し ょ う じ ん し ゆ じ ゅ う
そ の た め に ， 汝 は 精 進 を 修 習 し た ま え り 。
し ょ ぎ よ う
か の ， 前 世 の 所 行 を 想 起 さ れ た し 。
世 間 ( 衆 生 ) は く 曲 暴 売 2 " > に よ っ て ,た だ 押 し 流 さ れ プ（ 衆 生 ） は く 四 暴 流 乙 ， ｡ 〉 に よ っ て ． さ れ た
1 2 2
1 2 3 .
1 2 4 .
1 2 5 .
6 5 0 1 2 6
1 2 7 .
り 。
[ 汝 は ］ 速 や か に ， 精 進 力 を 以 て 勇 猛 に 前 進 し 2 4 9 ,
〈 ご し や
救 護 者 な き 衆 生 を 救 出 し た ま え 。
｢ [ 衆 生 の ］ 錯 乱 せ る 感 官 と ， 凡 劣 な る 感 官 と ，
灘 2 鋤 の 如 き 心 と を , わ れ は , 義 利 の 道 2 瓠 に 導 く べ し 」 と て ，
柔 和 な る 者 よ ， そ の 目 的 の た め に ，
1 2 8 .
割 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 三 悪 趣 へ の 道 」 と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
2 ｲ 4 ｢ 思 惟 」 と は ．こ の 場 合 「 達 成 し よ う と 考 え る こ と 」 で あ る 。 「 上 巻 」 に は 「 思 議 せ る と こ ろ 」 と 訳 し た が ， 「 思 惟 し た る
こ と 」 と 訂 正 す る 。
2 4 5 ｢ 悪 恨 」 と は 「 い か り う ら む こ と 」 で あ る 。
2 1 6 ｢ 有 海 」( b h a v a - a r n a v a ) と は 「 迷 い の 生 存 を 海 に 職 え た も の ， 海 に 職 え ら れ る 迷 い の 生 存 」 で あ る 。「 佛 教 語 大 辞 典 」 8 1
頁 参 照 。
2 4 7 ｢ 成 辨 」 と は 「 成 就 す る こ と ， 完 成 す る こ と 」 で あ り ，こ こ で は 「 ( 船 を ） 建 造 す る こ と 」 を 意 味 す る 。
2 4 8 ｢ 四 暴 流 」 と は 「 欲 暴 流 ・ 有 暴 流 ・ 見 暴 流 ・ 無 明 暴 流 」 の 四 で あ る 。
割 9 チ ベ ッ ト 訳 は 「 精 進 力 と ， 剛 勇 と に よ っ て 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
2 5 0 ｢ 猿 猴 」 と は 「 サ ル 類 の 総 称 」 で あ る 。
2 5 1 ｢ 義 利 の 道 」( a r t h a p a t h a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は s h i g n a s( = S a m a t h a ; 寂 静 ）と 訳 さ れ て い る 。 文 脈 か ら 見 て も ， 恐 ら く
s a m a t h a が 正 し い 読 み 方 で あ る と 思 わ れ る が ． 写 本 の 支 持 が な い 。 こ こ で 用 い た 訳 語 「 義 利 」 と は 「 道 理 と 利 益 」 の 意 で
あ る 。 「 現 在 を 益 す る も の を 義 ， 未 来 を 益 す る も の を 利 と い う 」 と い う 説 明 も あ る （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 2 1 9 頁 参 照 ) 。
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ぜ ん じ よ う し ゅ じ ゅ う
汝 は ， 煩 悩 を 鎮 め る 禅 定 を 修 習 し た ま え り 。
し よ ぎ よ う
1 2 9 . か の ， 前 世 の 所 行 を 想 起 し て ．
ら も う じ ょ う ら ん
煩 悩 の 羅 網 に 擾 乱 せ ら れ た る ， こ れ ら の 衆 生 を
ひ っ ぱ く
見 捨 て る こ と な く 、 煩 悩 に 逼 迫 せ ら れ た る ，
こ れ ら の 生 類 潟 2 を , 禅 定 堅 篶 “ ( 禅 定 へ の 集 中 ) へ と 導 き た ま え 。
〈 ′ ち む み よ う も う あ ん
1 3 0 .「 愚 擬 ・ 無 明 ・ 盲 闇 に 覆 わ れ た る 衆 生 に ，
か ん し よ う
幾 百 も の 法 （ 真 理 ） を 観 照 せ し め ，
ち け ん ま な こ
真 実 を 知 見 す る 眼 を 与 え る べ し 」 と て ，
ち え
汝 は ， 往 昔 ， 智 慧 （ 般 若 ） を よ く 修 習 し た ま え り 。
1 3 1 . か の ， 前 世 の 所 行 を 想 起 し て ，
愚 擬 ・ 無 明 ・ 盲 闇 に 覆 わ れ た る 衆 生 に ，
し ょ う よ う
照 耀 た る ， 最 上 の 智 慧 と ，
ほ う げ 人
煩 悩 を 離 れ た る ， 無 垢 な る 法 眼 と を 与 え た ま え 。
6 5 2 1 3 2 . 採 女 衆 の 楽 器 に よ る 伎 楽 の 音 か ら ，
ほ っ し ゆ つ
か 〈 の 如 き ， こ れ ら の 偶 頌 が 発 出 し 、
け た い し ん
[ 菩 薩 は ］ そ れ を 聞 く や ， 僻 怠 心 弱 4 を 捨 離 し て ，
最 勝 無 上 な る 菩 提 に 心 を 向 け た り ， と ［ 言 わ れ る ] 。
ち ゅ う < ' う
か く の 如 く ， 実 に 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， 中 宮 の 内 に 住 す る 時 に も ， 法 の 聴 聞 を 離 れ る こ と な く ， 法
し ゆ い な に ゆ え
の 思 惟 を 離 れ る こ と な か り き o そ れ は 何 故 か 。 す な わ ち 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， 長 夜 （ 長 久 ） に わ た り ，
法 と [ 説 ] 窪 榊 と に 対 し て 尊 重 心 を 有 し , 譜 宝 議 銃 を 以 て ( 誠 心 誠 意 ) , 法 を 希 求 し , 法 悦 を
ほ う え つ
え 人 そ く
し ょ も ん
享 受 せ り 。 法 の 探 求 に 厭 足 す る こ と な く ， 所 聞 の 如 く 法 を 顕 示 し ， 最 勝 な る く 法 の 大 施 主 〉 と 成 り ，
法 を 説 く に 報 酬 を 求 め ず , 法 を 施 す に 樫 害 鱒 7 な ら ず ,姉 拳 麺 あ る こ と な く ， 法 ( 真 理 ) に 蓋 う 法
け 人 り ん
ぼ う し や ひ な ん し ょ き え し よ
( 徳 ) 2 5 9 を 具 足 し ， 法 の 独 得 に 勇 猛 に し て ， 法 を 房 舎 と し ， 法 を 避 難 処 と し ， 法 を 帰 依 処 と し ， 法
を [ 究 寛 の ] 純 と し , 法 を 雌 延 と し , 法 を 識 2 " し , 忍 辱 を 權 窟 鰯 ! し , 驍 雛 鱸 を 修 行 し ，
男 碇 巻 静 6 2 に 通 達 せ る が 故 に 。
2 5 2 p r a j a を 「 上 巻 」 で は 「 民 衆 」 と 訳 し た が ，「 生 類 」 と 訂 正 す る 。 「 衆 生 」 「 有 情 」 「 生 類 」 は 全 て 同 じ 意 味 と 見 て よ い で あ
ろ う 。
2 認 ｢ 一 境 」 ( e k a g r a ) と は 「 一 つ の 対 象 に 心 を 集 中 す る こ と 」 で あ る 。
あ ! ｢ 上 巻 」 で は ， 訓 律 と チ ベ ッ ト 訳 [ r g y a g s p a ( = m a d a ) ] を 重 視 し て ， 原 文 を m a d a ( 慢 心 ）と 校 訂 し た が , 文 脈 か ら 見 れ ば ，
レ フ マ ン 本 の よ う に m i d d h a ( 慨 怠 ）と 校 訂 す る の が 適 切 で あ る の で ． 「 慢 心 」 を 「 慨 怠 心 」 と 訂 正 す る 。 「 慨 怠 」 と は 「 箱
神 的 に 怠 け る と こ ろ が あ っ て 全 力 を 傾 注 し て い な い 状 態 」 を 意 味 す る 。
2 5 s d h a r m a b h a n a k a は 一 般 に 「 法 師 」 と 訳 さ れ る が ， 方 広 に は ，こ の 場 面 で 「 説 法 師 」 と 訳 さ れ て い る 。
麺 ｢ 増 上 意 楽 」 ( a d h y a S a y a ) に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 7 3 ) を 参 照 さ れ た い 。
” ｢ 樫 吝 」 と は 「 欲 が 深 く 、 も の お し み す る こ と 」 （ ｢ 広 辞 苑 」 第 六 版 参 照 ） で あ る 。
2 3 s ｢ 師 拳 」 と は 「 師 が 弟 子 に 対 し て 奥 義 を 秘 密 に す る こ と 」 で あ る ◎
2 f i 9 d h a r m a - a n u d h a r m a . p r a t i p a n n a( 法 随 法 行 ） と は 「 自 力 を も っ て 法 に 随 っ て 法 を 行 ず る 修 行 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 1 2 3 4 頁 参
照 ） と 説 明 さ れ る 。 こ こ で は 「 法 （ 真 理 ） に 適 う 法 （ 徳 ) 」 と 訳 し た 。
2 6 0 ｢ 諦 思 」 と は 「 つ ま び ら か に 考 え る こ と ． 熟 考 す る こ と 」 で あ る 。
弱 ' ｢ 修 成 」 と は 「 修 行 に よ っ て 完 成 す る こ と 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 6 2 6 頁 参 照 ） で あ る 。
2 6 2 ｢ 方 便 善 巧 」( u p a y a k a u S a l y a ) に つ い て は ． 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 5 9 ) を 参 照 さ れ た い 。 方 広 に は 単 に 「 方 便 」 と
訳 さ れ て い る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 ( " 1 3 ~ 1 4 章 ）
ゆ げ
比 丘 ら よ ’ そ こ に お い て 菩 薩 は ， 偉 大 な る 方 便 善 巧 に よ る く 遊 戯 〉 を 以 て ， 全 て の 中 宮 採 女 衆 の
し ん げ
信 解 に 応 じ て [ 彼 女 ら に ] 歳 儀 2 ‘ ，( 正 し い 行 儀 ) を 示 し . ま た , 過 去 の 諸 菩 薩 の く 世 俗 の 境 界 を 超
き ょ う が い
ば っ し ょ う
つ い ず い じ よ う や
出 せ る も ［ な お ］ 世 俗 に 随 順 す る 法 性 （ 本 質 的 傾 向 ) 〉 に 追 随 し ， 長 夜 （ 長 久 ） に お い て く 愛 欲 の
か げ ん
じ ょ う じ ゆ く
過 患 > を 熟 知 せ る も , 衆 生 を 成 熟 せ し め る た め に 【 本 意 に あ ら ず し て 2 " 】< 愛 欲 の 享 受 > を 齢 し 。
ぜ ん ど ん
み よ う ゆ う
無 量 な る 善 根 の 蓄 積 に よ る く 福 徳 力 の 集 積 の 妙 用 （ 不 思 議 な 働 き ) 〉 よ り 得 ら れ る 世 俗 的 権 勢 の 無
じ げ ん
し き
比 な る こ と を 示 現 し ， 天 界 や 人 間 界 を 超 出 せ る ， 純 粋 に し て 広 大 な る 種 々 様 々 の ， 最 勝 な る く 色 ・
し よ う こ う み そ く
声 ・ 香 ・ 味 ・ 触 〉 に お け る 魅 力 あ る 快 楽 を 伴 う く 愛 欲 享 受 の 安 楽 〉 を 示 現 し ， 全 て の く 愛 欲 享 楽 の
い に し え
境 界 〉 に は 辺 際 な き が 故 に 2 “ 〈 自 ら 心 を 支 配 す べ き こ と 〉 を 示 し ， 古 昔 の 誓 願 の 力 に よ っ て 同 伴 と
き ょ う じ ゅ う
ぞ う ぜ 人 お わ い ぜ ん
な れ る く 善 根 を 蓄 積 せ る 衆 生 〉 を 共 住 に よ っ て 成 熟 せ し め ， あ ら ゆ る 世 間 の 雑 染 2 6 6 の 汚 稜 に 心 を 染
お
き こ ん
汚 2 6 7 せ ら れ る こ と な く し て 中 宮 の 内 に 住 し ， ［ 王 宮 に ］ 招 待 さ れ た 衆 生 の 機 根 に 応 じ て く 教 化 す く
お う し や く せ い ど ん り ょ う げ
き 時 〉 を 観 察 し つ つ ， 更 に ま た 菩 薩 は ， そ の 時 ， 往 昔 の 誓 言 を 想 起 せ り 。 ま た ， 仏 陀 と 法 と を 領 解
せ り 。 ま た ， 誓 願 の 力 を 発 揚 せ り 。 ま た ， 諸 衆 生 に 大 悲 心 を 起 こ せ り 。 ま た ， 衆 生 を 解 脱 せ し む く
し ん ざ つ か ん な ん ふ
く 思 念 せ り 。 ［ ま た ］ 「 一 切 の 繁 栄 は 滅 亡 に 終 止 す る 」 と 審 察 せ り 。 ま た ， 「 輪 廻 は 数 々 の 鞭 難 と 怖
い
こ う り ょ う
じ よ う き く だ ん せ つ
畏 と に 満 ち た り 」 と 考 量 せ り 。 マ ー ラ （ 悪 魔 ） と カ リ 2 錦 （ 罪 悪 ） と の 繩 索 を 断 裁 せ り 。 ま た ， 輪 廻
ね は ん
の 相 続 よ り 自 ら を 超 出 せ し め た り 。 ま た ， 浬 藥 に 心 を 向 け た り 。
う ぃ ち ゅ う し ん
そ の 時 ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， す で に 往 古 よ り ， 輪 廻 の 過 患 を よ く 知 り ， 有 為 な る も の を 衷 心 よ り
希 求 す る こ と な く ， 全 て の 執 著 ［ の 対 象 ] 2 6 9 と 所 有 （ 財 産 ) 2 7 0 と を 希 求 す る こ と な く ， 仏 陀 の 法 を
希 求 し , 浬 藥 を 志 向 し , 輪 廻 に 背 を 向 け , 如 来 獺 算 ( 境 地 ) 2 " を 菱 灘 , マ ー ラ ( 悪 魔 ) の 境 界
に 雛 せ ず , 蛾 " た る 肴 ( 世 俗 的 生 存 ) の 患 難 を 観 見 " 3 し , 三 界 を 超 出 せ ん と の 意 齢 を 有 し , 輪
げ ん な ん と け ん
か あ く か げ ん つ う だ つ ゆ ぎ ょ う が < ど う ご ん ぐ お 入 り し ゆ
廻 の 過 悪 と 禍 患 と か ら の 超 出 に 訂 4 よ く 通 達 し ， 遊 行 学 道 を 欣 求 し ， 出 家 の 意 願 を 有 し ， 遠 離 を 趣
こ う
向 鰯 う し , 遠 離 に 繍 顔 ‘ し , 遠 離 の 趨 向 " 7 あ り ， 空 寂 た る 荒 野 や 辺 境 に 心 を 向 け . 独 住 ( 独 り で 住 む
す う こ う
ど く じ ゆ う
が 人 < ′
え と く
こ と ） に よ る 平 静 を 願 求 し ， 自 利 と 利 他 と を 企 図 し ， 無 上 な る も の （ 菩 提 ） の 会 得 に 勇 猛 に し て ，
あ い み ん
世 間 （ 衆 生 ） の 利 益 を 望 み ， 福 利 を 望 み ， 安 楽 を 望 み ， 利 得 と 平 安 と を 望 み ， 世 間 を 哀 感 し ， ［ 衆
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銅 ｢ 威 儀 」 ( I r y a p a t h a ) と は 「 礼 式 に か な っ た 態 度 」 を い う（ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 3 3 頁 参 照 ) 。
2 6 ｲ ｢ 本 意 に あ ら ず し て 」( a k a m a t ) は ， 幾 つ か の 写 本 に 欠 け て お I ) , チ ベ ッ ト 訳 に も こ れ に 当 た る 訳 語 が な い の で ． 削 除 す
べ き か も し れ な い 。
姉 チ ベ ッ ト 訳 は 「 全 て の 愛 欲 享 楽 の 対 象 に 執 箸 す る こ と な く 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
z " ｢ 雑 染 」 ( s a m k l e S a ) に つ い て は ． 第 l 9 巻 第 2 号 所 戦 の 拙 訳 （ 註 7 1 ) を 参 照 さ れ た い 。
2 6 7 ｢ 染 汚 」 と は ，こ の 場 合 「 煩 悩 な ど の 雑 染 に よ っ て 消 浄 な る 心 を 汚 さ れ る こ と 」 を 意 味 す る 。
2 6 8 k a l i に は 「 悪 世 。 末 世 」 と 「 罪 悪 ， 堕 落 」 の 意 味 が あ る 。 こ こ で は 「 罪 悪 」 の 意 味 と 見 な す 。「 上 巻 」 に は 「 カ リ （ 微 悪 ) 」
と 訳 し た が 「 カ リ （ 罪 悪 ) 」 と 訂 正 す る 。
2 6 9 u p a d a n a は 通 常 「 取 」 と 訳 さ れ ，「 煩 悩 の 異 名 で ， 外 界 の 対 象 に 執 着 す る こ と 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 5 1 4 頁 「 四 収 」 参 照 ）と
説 明 さ れ る が ， 文 脈 か ら 判 断 す れ ば 「 執 著 の 対 象 」 を 意 味 す る と 思 わ れ る 。 「 上 巻 」 に は 「 取 （ 取 著 ) 」 と 訳 し た が ， 「 執
著 ［ の 対 象 ] 」 と 訂 正 す る 。
2 7 I ) p a r i g r a h a に は 「 受 納 ． 獲 得 ， 所 有 ． 結 蠅 家 族 」 な ど の 意 味 が あ る が ，こ こ で は 「 財 産 」 の 意 味 と 見 る の が 妥 当 と 思 わ
れ る 。
訂 l ｢ 上 巻 」 に は 「 境 地 （ 行 動 領 域 ) 」 と 記 載 し た が ．「 境 界 （ 境 地 ) 」 と 訂 正 す る 。
2 7 2 ｢ 熾 燃 」 と は 「 燃 え 盛 る 火 に 焼 か れ て い る 」 の 窓 で あ る 。
訂 3 ｢ 観 見 」 と は 「 よ く 見 る こ と 」 で あ る 。
訂 4 チ ベ ッ ト 訳 は 「 轄 廻 の 過 悪 と 禍 患 と 超 出 と に 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
万 5 ｢ 趣 向 」 ( n i m n a ) と は 「 あ る 方 向 に 向 か っ て 気 持 ち が 傾 い て い る こ と 」 で あ る 。
万 6 ｢ 傾 迎 」 ( p r a v a n a ) と は 「 あ る 事 が ら を 好 ん で す る こ と 」 で あ る 。
2 7 7 ｢ 趨 向 」( p r a g b h a r a )と は 「 前 傾 に な っ て 進 み 向 か う こ と 」 で あ る 。
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じ し じ ゅ う だ い ひ し ょ う じ じ ゆ く つ う
ひ
生 の ］ 幸 福 を 願 い ， 慈 ［ 心 ］ に 止 住 し ， 大 悲 ［ 心 ］ を 有 せ り 。 ［ 四 ］ 摂 事 に 熟 通 し ， 常 に 精 神 に 疲
け ん
倦 な く ， 衆 生 の 教 化 と 指 導 と に 熟 通 し ， 一 切 の 衆 生 に ［ 自 分 の ］ 一 人 息 子 に 対 す る が 如 き 愛 に 満 ち
え ん ご
と ん じ ゃ <
た る 掩 護 " 8 と 配 慮 と を 有 し ， 一 切 の 世 事 に 頓 着 せ ず 寛 大 に し て ， 施 物 を 喜 ん で 分 配 し ， 気 前 よ く 布
ぞ う じ よ う
施 し ， ［ 救 い の ］ 手 を 差 し 伸 べ ， 捨 施 す る こ と 勇 猛 に し て ， 祭 祀 を 設 け ， よ く 福 徳 を 増 長 し ， よ く
し り ょ う ぐ え け ん ど ん
り ん せ き
福 徳 の 資 糧 を 収 集 し ， 垢 稜 と 樫 貧 と を 離 れ ， 心 に 吝 惜 す る と こ ろ な く ， 無 上 な る 大 施 主 に し て ， 施
と ん あ い し ん に き ょ ご う ぐ ′ ち
与 し て も 果 報 を 期 待 す る こ と な く ， 果 敢 に 贈 与 し ， 欲 望 ・ 野 望 ・ 貧 愛 ・ 順 患 ・ 偲 傲 ・ 慢 心 ・ 愚 擬 ・
お 人 ぞ く し ゅ う さ い ぶ く ほ つ し ん
樫 貧 を 初 め と す る ， 敵 な る 煩 悩 の ， 全 て の 怨 賊 衆 を 催 伏 す べ く 決 起 し ， 一 切 智 ［ の 獲 得 へ ］ の 発 心
が い こ う
を 相 続 し て ［ そ れ よ り ］ 移 転 す る こ と な く 2 刃 , 大 捨 施 心 の 鎧 甲 を 以 て 堅 固 に 武 装 し ， 世 間 を 哀 感 し ，
[ 衆 生 の ] 幸 福 を 願 い 2 8 0 ,[ 精 進 の ] 鎧 を 稜 り 關 畿 着 け 麹 l , 衆 生 を 解 脱 せ し め る こ と を 念 願 す る 大 悲
の 力 と 勇 気 と 剛 勇 と を 有 し ， 不 退 転 に し て ， 一 切 衆 生 に 平 等 心 あ り ， 捨 施 を 刀 剣 と な し ， 衆 生 の 意
う っ わ
あ や ま
願 と 意 楽 と に 応 じ て ［ 各 々 を ］ 満 足 せ し め ， 菩 提 ［ を 容 れ 得 る と こ ろ ］ の 器 と な り 2 8 2 , 時 を 過 た ず
ぼ だ い え こ う
法 ［ の 的 ］ を 射 当 て 2 8 3 , 菩 提 廻 向 （ 功 徳 を 菩 提 に 廻 向 す る こ と ） の 誓 願 あ り ， 降 下 す る こ と な き 旗
を 掲 げ 2 " , 豐 鷆 潜 漂 2 8 5 の 布 施 を 以 て 捨 施 し , 最 勝 な る 金 剛 智 を 堅 牢 な る 武 器 と な し , 煩 悩 な る 怨
こ ん ご う ち け ん ろ う お ん
嚴 を よ く 降 伏 し , 戒 と 美 徳 2 8 6 と 儀 蓉 と を 修 得 し ’身 と 語 と 意 と の 行 業 を よ く 防 護 し , 微 小 な る 罪 過
ご う ぶ く ぎ よ う ぎ よ う
じ か い
あ く げ ん
を も 恐 る べ き も の と 見 な し ， 持 戒 は 極 め て 清 浄 に し て ， 純 粋 ・ 無 垢 ・ 清 浄 な る 心 を 有 し ， 悪 言 や 不
, 愉 快 な る 物 言 い や , 侮 辱 や 鱸 や 誹 詳 蒋 欝 鰯 7 や 威 嚇 や 殺 害 や 投 獄 な ど , 薑 蓉 せ る あ ら ゆ る 危 難
じ ょ う ら ん
に ん に く
に よ っ て 心 を 擾 乱 せ ら れ ず ， 心 が 動 揺 す る こ と な く ， 忍 辱 と 柔 和 と を 具 足 し ， 破 壊 ［ の 心 ］ な く ，
し れ つ
傷 損 ［ の 心 ］ な く ， 悪 意 な き 心 を 有 し 2 8 8 ， 一 切 衆 生 の 福 利 の た め に 熾 烈 な る 精 進 を 開 始 し ， 誓 約 堅
し ゆ じ ゆ う し よ う ね ん し ょ う ち し ょ う じ ょ う
固 に し て 一 切 の く 善 根 錫 9 法 〉 の 修 集 に お い て 退 転 せ ず ， 正 念 を 有 し ， 正 知 を 以 て ， 正 定 に 住 し ， 心
ニ ニ ろ し ち ゃ く つ う ぎ よ う み ょ う ち も う あ ん
に 散 乱 な く ， 禅 定 一 境 の 意 を 起 こ し ， 法 の 思 択 （ 分 析 ） に 通 暁 し ， 明 知 を 得 て ， 盲 闇 を 除 き ， 無 常 ・
苦 ・ 無 我 . 不 淨 の 相 を 心 に 浸 透 せ し め " 0 ,［ 四 ] ね 誉 径 溺 !. [ 四 ] 正 断 .[ 四 ] 神 足 .[ 五 ] 誼 .[ 五 ］
し よ う だ ん じ ん そ く
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訂 8 ｢ 掩 護 」 ( a n u g a t a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は s e m s p a( 想 念 ？ ） と 訳 さ れ て お り ， 梵 文 と 合 わ な い 。
” 方 広 に は 「 未 曾 暫 忘 一 切 智 心 」 （ 未 だ 曾 て 暫 く も 一 切 智 心 を 忘 れ ず ） と 訳 さ れ て い る 。
2 8 0 ｢ 世 間 を 哀 感 し ，［ 衆 生 の ］ 幸 福 を 願 い 」 ( l o k a n u k a m p a k o h i t a i S i ) は 8 行 上 の 箇 所 に も 記 載 さ れ て お り ，同 じ 表 現 が 反 復 さ
れ て い る 。 称 讃 の 句 を 並 べ 立 て て い る う ち に 筆 が 滑 っ た も の と 思 わ れ る 。
銘 ' レ フ マ ン 校 訂 本 に よ れ ば , v a r m i t a k a v a c i t a v i r y a h ( 精 進 の 鎧 を 被 り 甲 冑 を 着 け ） と 読 む べ き で あ り ， 方 広 に も 「 被 精 進 鎧 」
と 訳 さ れ て い る が . 写 本 の 支 持 が な く ， チ ベ ッ ト 訳 に も v i r y a ( 精 進 ） に 当 た る 訳 語 は な い 。 な お 「 上 巻 」 に は 「 [ 慈 悲 の ］
鎧 」 と 記 載 し た が ， 「 [ 精 進 の ］ 鎧 」 に 訂 正 し ， ま た ， 「 被 り 」 の ル ビ を 「 や ぶ り 」 と 誤 記 し た の で 「 か ぶ り 」 に 訂 正 す る 。
2 8 2 b o d h i b h a j a n i b h U t a を ，「 上 巻 」 に は 「 菩 提 の ［ 法 ］ 器 と な り 」 と 訳 し た が , 分 か り に く い の で 「 菩 提 ［ を 容 れ 得 る と こ ろ ］
の 器 と な り 」 と 訂 正 す る 。
2 8 3 ｢ 法 を 射 当 て 」 の 部 分 は ， チ ベ ッ ト 訳 に は c h o s r t o g s p a ( 法 を 知 り ）と 訳 さ れ て い る 。 方 広 に は 「 知 時 非 時 悟 法 非 法 」
と 訳 さ れ て い る 。
2 8 4 a n - a v a n a m i t a . d h v a j a を ，『 上 巻 」 に は 「 常 に ［ 勝 利 の ］ 旗 を 掲 げ 」 と 訳 し た が ， 語 意 を 重 視 し て 「 降 下 す る こ と な き 旗 を
掲 げ 」 と 訂 正 す る 。
2 8 5 方 広 に は 「 三 事 清 浄 」 と 訳 さ れ て い る 。「 三 輪 滴 浄 」 と は ， 「 布 施 行 に お い て 施 者 と 受 者 と 施 物 と の 三 つ に 滞 り が な く 空 で
あ る べ き こ と 」 を 意 味 す る 。 「 自 分 が し て や っ た 」 「 あ の 人 に し て や っ た 」 「 ど れ だ け の こ と を し て や っ た 」 と い う 思 い が
あ る な ら ば ， そ れ は 清 浄 な る 布 施 行 と は 言 え な い 。
2 8 6 ｢ 上 巻 」 に は 「 功 徳 」 と 訳 し た が 「 美 徳 」 と 訂 正 す る 。
” チ ベ ッ ト 訳 は 「 誹 誘 や 潮 弄 や 打 榔 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て お り , b S u n b a ( 潮 弄 ） が 挿 入 さ れ て い る 。
2 8 8 ｢ 破 壊 ［ の 心 ］ な く ， 傷 損 ［ の 心 ］ な く ， 悪 意 な き 心 を 有 し 」 の 部 分 は ． チ ベ ッ ト 訳 に は 「 加 害 を 想 念 す る こ と な く ， 害
を 加 え る こ と な く ， 害 意 な き 心 を 有 し 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
坊 9 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 根 」 ( m n l a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 " 方 広 に は 「 心 常 観 見 苦 空 無 常 不 淨 之 法 」 と 訳 さ れ て い る 。
詞 ' ｢ 四 念 住 ｣ 以 下 「 菩 提 分 法 」 ま で の 術 語 の 意 味 に つ い て は ， 第 l 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 ( 註 釦 ~ 6 7 ) を 参 照 さ れ た い 。 な お ，「 上
巻 」 に は 「 [ 五 ］ 神 足 」 と 誤 記 し た の で ， 「 [ 四 ］ 神 足 」 と 訂 正 す る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
ど う
じ よ う し ゅ
力 . [ 七 ] 豊 美 .[ 八 正 ] 道 [ よ り 成 る と こ ろ ] の 賢 聖 な る 鋤 ，[ 三 十 七 ] 菩 提 分 法 の 全 て を よ く 浄 修 せ
り き け ん じ ょ う
じ や く し み よ う か ん
し ょ う び や <
け ん
ん と の 意 を 起 こ し ， ［ 寂 ］ 止 と ［ 妙 ］ 観 と に よ っ て 覚 知 を い と も 清 白 な ら し め ， 縁 起 の 真 理 調 3 を 見
胤 , 真 理 を 覚 了 せ る が 故 に 他 者 の 導 き に 由 る こ と な く ， 雪 繍 浄 に 邊 歳 し て , 一 切 の 法 の 実 相
か げ ろ う こ だ ま こ う え い
は く 幻 や 陽 炎 や 夢 や 水 中 に 映 る 月 や 谷 響 や 光 影 の 如 き も の 〉 と 理 解 せ り 。
し じ ゆ う
か く し て ， 実 に 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， す で に ［ 成 道 ］ 以 前 か ら ， か く の 如 く 法 に 止 住 し ， か く の 如
ち け ん
こ う が し ゆ じ よ う り や く
〈 智 見 に 止 住 し ， か く の 如 く 高 雅 な る 人 徳 に 止 住 し ， か く の 如 く 衆 生 利 益 に 専 心 し て 止 住 せ り 。 ［ さ
ぎ が <
か ん ぼ つ
れ ど ］ 十 方 諸 仏 の 威 神 力 に よ っ て 楽 器 の 伎 楽 よ り 生 じ た る ， こ れ ら の 偶 頌 に よ っ て ， な お 一 層 勧 発
お う し や く
ち ゅ う < ' う さ い に よ
せ ら れ て ， そ の 時 ， 往 昔 の ， 最 後 身 に 達 し た る 2 9 5 諸 菩 薩 ［ に も 現 れ た と こ ろ ］ の ，中 宮 採 女 衆 を 教
え と <
化 す べ き く 四 種 の 法 門 〉 を 会 得 し た り 。 如 何 な る 四 種 ［ の 法 門 ］ を か ［ と 言 え ば ] 。 す な わ ち ， 〈 布
施 2 9 6 と 愛 語 と 利 行 と 同 事 と ，ま た ［ こ れ ら ］ 四 摂 事 に お け る 清 浄 な る 手 段 の 遂 行 〉 と 名 づ け る ， ［ 第
ざ ん ぼ う し ◎
え し つ
一 の ］ 法 門 を 会 得 し た り 。 ま た ， 〈 [ 仏 ・ 法 ・ 僧 の ］ 三 宝 種 を 保 持 す る 意 願 を 壊 失 せ ざ る 一 切 智 心 と
願 力 と を 生 み 出 す 不 退 転 の 境 地 〉 と 名 づ け る ， ［ 第 二 の ］ 法 門 を 会 得 し た り 。 ま た ， 〈 一 切 衆 生 を 捨
ぞ う じ ょ う い ぎ よ う し ゆ に 心 う
て ざ る 増 上 意 楽 と 大 悲 へ の 趣 入 〉 と 名 づ け る ， ［ 第 三 の ］ 法 門 を 会 得 し た り 。 ま た ， 〈 一 切 の 菩 提 分
じ よ う べ ん だ い し よ う ご 人
法 の 語 句 を 解 釈 し 意 味 を 確 定 す る ， 智 の 資 糧 の 殊 勝 な る 力 を 成 辨 す る 大 荘 厳 〉 と 名 づ け る ， ［ 第 四
き ょ う け
の ］ 法 門 を 会 得 し た り 。 こ れ ら く 四 種 の 法 門 〉 を 会 得 せ る 後 ， 菩 薩 は ， 全 て の 中 宮 妹 女 を 教 化 す べ
じ ん ず う へ ん げ
く ， そ の 時 ， か く の 如 き 神 通 変 化 を 現 出 せ し め た り 。 ［ す な わ ち ］ そ れ に よ っ て ， か の 諸 伎 楽 の 音
か
よ り ， 菩 薩 の 威 神 力 に よ っ て ， こ れ ら 2 9 7 , 次 の 如 き 種 類 の 百 千 の 法 門 を 発 し た る と こ ろ の ， 斯 か る
神 通 変 化 を 現 出 せ し め た り 。 そ れ ［ ら の 法 門 と ］ は ， ［ す な わ ち ］ か く の 如 し 。
こ う だ い い ざ よ う
1 3 3 . 高 大 な る 願 望 と ， 意 楽 と ，
ぞ う じ ょ う い ぎ よ う
ひ み ん
増 上 意 楽 と ， 生 類 へ の 悲 慰 と の 故 に ，
無 常 菩 提 へ の 心 を 生 じ た り ， と の ，
お ん じ よ う
か か る 種 類 の 音 声 が ， 楽 器 よ り 現 出 せ り 。
じ よ う し ん し ん し ょ う じ よ う し ん げ そ ん じ ゆ う し ん
1 3 4 ． 浄 信 心 清 浄 ， 信 解 ， 尊 重 心 と ，
き ょ う ま ん ち ょ う じ よ う
騎 l 曼 な き こ と と ， 長 上 に 敬 礼 す る こ と ，
じ ん ぐ
質 問 す る こ と と ， 善 と は 何 か を 尋 求 す る こ と ，
し よ う ね ん し ゅ じ ゅ う
正 念 と 修 習 と の ［ 法 門 を 示 す ］ 音 声 が 現 出 せ り 。
ふ せ じ せ い り つ ぎ じ か い
1 3 5 . 布 施 ，自 制 ， 律 儀 持 戒 の 音 声 ，
に ん に く し ょ う じ ん
忍 辱 の 音 声 と ， ま た ， 精 進 の 音 声 ，
ぜ ん じ よ う さ ん ま い
禅 定 の 発 揚 と ， 三 昧 の 音 声 ，
ち ぇ ほ う べ ん
ま た ， 智 慧 方 便 の 2 9 8 音 声 が 現 出 せ り 。
じ ひ
1 3 6 ． 慈 ［ 心 ］ の 音 声 ， 悲 ［ 心 ］ の 音 声 ，
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鱒 2 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 賢 聖 な る 」 ( a r y a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 9 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 真 理 」( s a t y a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 9 4 ｢ 三 解 脱 門 」 に つ い て は ， 第 1 9 巻 第 1 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 8 1 ) を 参 照 さ れ た い 。
2 9 5 ｢ 上 巻 」 に は 「 一 生 補 鹿 に 達 し た る 」 と 訳 し た が ， 誤 訳 に つ き 「 鰻 後 身 に 達 し た る 」 と 訂 正 す る 。
2 9 6 方 広 に は 「 布 施 」 の 前 に 「 方 便 」 が 付 加 さ れ て お り ，「 四 摂 事 」 と す る 記 述 に 合 わ な い 訳 文 に な っ て い る 。 こ れ が 後 代 （ 漢
訳 者 ？ ） の 付 加 で あ る こ と に 疑 い は な い 。
2 9 7 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 こ れ ら 」( i m a n i ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
2 9 8 『 上 巻 」 で は ， 原 文 の p r a j n a( 智 慧 ） と u p a y a s y a ( 方 便 の ） を 分 け て ，「 智 慧 と 方 便 と の 」 と 訳 し た が ・ 原 文 を p r a j n a -
u p a y a s y a と 結 合 し ， 訳 文 も 「 智 慧 方 便 の 」 と 訂 正 す る 。
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き
し ゃ
じ ん ず う
喜 ［ 心 ］ と 捨 ［ 心 ］ と ， 神 通 の 音 声 ，
し し ょ う じ
四 摂 事 の 確 実 な る 理 解 に よ る ，
衆 生 の 教 化 に 関 す る ， 音 声 が 現 出 せ り 。
ね ん じ ゆ う
1 3 7 .[ 四 ］ 念 住 （ 四 念 慮 ） の 分 析 に 関 す る 音 声 ，
し よ う だ ん
［ 四 ] 正 断 と ， ま た , ［ 四 ] 稀 蓮 2 ， ， ( 四 如 意 足 ) と ，
ご こ ん ご り き
五 根 と ， 五 力 の 分 析 と ，
か く し
［ 七 ］ 覚 支 に 関 す る 音 声 が ， 楽 器 よ り 現 出 せ り 。
じ ん み よ う は っ し し よ う ど う
1 3 8 . 深 妙 な る 八 支 ［ 聖 ］ 道 の 分 析 と ，
じ ゃ 〈 し
み よ う か ん
［ 寂 ］ 止 と ， ま た ， ［ 妙 ］ 観 と の 音 声
ひ じ よ う く む が
無 常 ． 苦 ・ 無 我 3 0 0[ 相 の 観 察 ］ の 音 声
不 淨 ［ 相 の 観 察 ］ の 音 声 が ， 楽 器 よ り 現 出 せ り 。
り と ん お ん り
1 3 9 ． 離 貧 の 音 声 と ， 遠 離 （ 寂 静 ） の 音 声
じ ん ち
む し よ う
蓋 智 鈍 ' の 音 声 と ， 無 生 ［ 智 ] 鋤 2 の 音 声 ，
ふ め つ
む じ ◎ う し よ
不 滅 3 0 3 の 音 声 と ， 無 住 虚 と ，
ね は ん
浬 藥 の 音 声 が ， 楽 器 よ り 現 出 せ り 。
い じ ん り き も ろ も ろ
1 4 0 . 菩 薩 の 威 神 力 の 故 に ， 諸 の 楽 器 よ り ，
こ れ ら ， か く の 如 き 種 類 の 音 声 が 現 出 し ，
さ い に よ し ゅ う
そ れ を 聞 く や ， 全 て の 採 女 衆 が ，
ば つ が 人
高 貴 な る 衆 生 （ 菩 薩 ） に 従 っ て 習 学 し ， 菩 提 を 発 願 せ り 。
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か く の 如 く ， 実 に 比 丘 ら よ ’ 中 宮 の 内 に 住 す る 菩 薩 に よ っ て ， こ れ ら 八 万 四 千 名 の 採 女 衆 と ， そ
む じ よ う し よ う と う ぽ だ い
じ よ う じ ゆ く
こ に 来 集 せ る 幾 百 千 名 も の 天 神 3 0 4 が ， 無 上 正 等 菩 提 に 向 け て 成 熟 せ し め ら れ た り 。
鋤 5 か く し て ， 菩 薩 の 出 家 の 時 が 到 来 し た る ， そ の 時 に ， フ リ ー デ ー ヴ ァ 3 0 6 と 名 づ け る ， 兜 率 天 に
ね し ず
属 す る 天 子 に し て ， 無 上 正 等 菩 提 よ り 《 不 退 転 鋤 7 》 な る 者 あ り 。 彼 は ， ［ 世 間 が ］ 寝 静 ま り た る 夜 半
い に よ う
し よ う じ
に ， 三 百 二 十 万 名 の 天 子 に 囲 驍 せ ら れ ， 侍 従 せ ら れ て ， 菩 薩 に 承 事 す る た め の 高 楼 の あ る と こ ろ に
ら い け い
来 詣 し ， 空 中 に 立 っ て ［ そ の ま ま ] ， 菩 薩 に 掲 頌 を 以 て 告 げ た り 。
ほ ま
み よ う じ ゅ う
1 4 1 . 誉 れ 高 き 者 よ ,[ 汝 の ， 天 界 か ら の ］ 命 終 が 示 さ れ ，
し ゅ っ し よ う
人 中 の 獅 子 な る 者 よ ， ［ 汝 の ］ 出 生 も 示 さ れ た り 。
製 砂 ｢ 上 巻 」 に は 「 [ 五 ］ 神 足 」 と 誤 記 し た の で ． 「 [ 四 ］ 神 足 」 と 訂 正 す る 。
知 方 広 に は 「 無 常 ・ 苦 ・ 空 ・ 無 我 」 と 訳 さ れ て い る 。
鋤 ! ｢ 蓋 智 」 ( k s a y a j r i a n a ) と は 「 煩 悩 の け が れ を 減 し 尽 く し て 得 ら れ た 智 慧 。 す で に 現 在 の 苦 し み を 滅 尽 し た と 自 覚 す る 智 」
（ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 7 9 8 頁 参 照 ） で あ る 。
頚 ' 2 ｢ 無 生 「 智 ｣ 」[ a n - u t p a d a ( j n a n a ) ] と は ，「 も は や 未 来 の 苦 果 は 生 じ な い と 自 覚 す る 智 。 四 諦 の 理 を 体 得 し お わ っ た と こ ろ
に 生 ず る 智 慧 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 1 3 3 0 頁 参 照 ） で あ る 。「 十 智 （ じ つ ち ) 」 の 第 九 が 「 識 智 」 で あ り ， 第 十 が 「 無 生 智 」 （ ｢ 佛
教 語 大 辞 典 』 5 9 4 頁 参 照 ） で あ る 。
” チ ベ ッ ト 訳 [ h g o g p a ] に よ れ ば 「 減 」 で あ っ て ， 梵 文 の 逆 で あ る 。 こ れ に よ れ ば .a n i r o d h a( 不 滅 ） で は な く n i r o d h a
と 読 む べ き で あ る が ， 写 本 の 支 持 が な い 。
" I ｢ 天 神 」 ( d e v a t a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は l h a h i b u( 天 子 ） と 訳 さ れ て い る 。
顧 慮 こ の 箇 所 か ら 本 章 の 最 後 ま で の 部 分 は 方 広 に は 無 い 。 後 代 に 付 加 さ れ た も の と 思 わ れ る 。
捌 喝 h r i d e v a と は 「 有 漸 天 （ 蓋 恥 心 の あ る 天 神 ) 」 の 意 で あ る 。
” 写 本 の 支 持 は な い が ， 文 脈 上 ． チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に a v a i v a r t i k a h ( 不 退 転 な る ） を 挿 入 す べ き で あ る 。
1 5 2
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
じ げ 人
中 宮 ［ の 生 活 ］ も 示 現 せ ら れ ，
汝 は ， 世 間 に 随 順 ［ し て 世 俗 的 所 行 を 顕 示 ］ せ り 。
1 4 2 . 汝 は , 世 俗 の 法 を 熊 3 " し て ，
多 く の 《 天 神 や 3 ” 》 人 間 を 教 化 し た り 。
今 や ， こ の ［ 出 家 の ］ 時 が 到 来 せ り 。
出 家 の 決 意 を 念 じ た ま え ｡ 3 1 0
け ば く
1 4 3 ． ［ 自 ら ］ 繋 縛 せ ら れ た る 者 は ［ 他 者 を ］ 解 脱 せ し め 得 ず 。
あ た
ま た ， 盲 目 の 者 は ［ 他 者 に ］ 道 を 示 す こ と 能 わ ず 。
し か
よ
而 し て ， ［ 自 ら ］ 解 脱 せ る 者 は 能 く ［ 他 者 を ］ 解 脱 せ し め ，
6 6 4
ま な こ
も う し や
眼 あ る 者 は ， 盲 者 に 道 を 示 す こ と を 得 る 。
1 4 4 . 愛 欲 の 奴 隷 に し て ， 家 や 財 や ，
あ い じ ゃ <
子 や 妻 に 愛 著 せ る と こ ろ の 衆 生
彼 ら は ， 汝 に 従 っ て 修 学 し つ つ ，
［ 汝 の ］ 出 家 の 決 意 3 ' 1 を 切 望 せ り 。
1 4 5 . 王 位 , 愛 欲 の 戯 藥 3 1 2 ,
し ち ほ う
四 洲 （ 全 世 界 ) 3 ' 3 ,[ 転 輪 聖 王 の ］ 七 宝 を 捨 て て ，
汝 が 出 家 せ る を 知 る や ，
か ん え つ
人 間 ・ 天 神 等 の 世 間 は 歓 悦 す べ し 。
ら く
1 4 6 .[ 汝 は ］ 禅 定 の 楽 と 法 と に 3 ' 4 安 住 し ，
た ん で き
愛 欲 に 耽 溺 す る こ と な け れ ど も ，
さ ら に 願 わ く は , 久 し く 3 1 犠 薩 せ る ，
幾 百 も の 天 神 や 人 間 を 目 覚 ま し め た ま え 。
1 4 7 .こ の 青 春 の ， 速 や か に 過 ぎ 去 る こ と ，
じ ん そ く < だ
山 の 渓 流 の ， 迅 速 に 流 れ 下 る が 如 し 。
青 春 が 過 ぎ 去 り て の ち ，
出 家 を 決 意 3 ' 6 す る は ， 好 ま し か ら ず 。
1 4 8 .さ れ ば ， い ざ ， 若 々 し き 者 よ 3 1 7 ,
青 春 の 盛 り に 出 家 し て ，
麺 ｢ 逮 得 」 と は 「 十 分 に 身 に つ け る こ と 」 で あ る 。
鋤 9 写 本 に は d e v a ( 天 神 ） が 欠 け て い る が ， 文 脈 上 ，ま た チ ベ ッ ト 訳 を 参 考 に ， こ れ を 挿 入 す べ き で あ る 。
3 l 0 こ の 偶 の 最 後 の 二 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 出 家 の 決 意 を 思 念 す べ き ・ そ の 時 に ． 今 や 到 達 せ り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い
る 。
3 1 l チ ベ ッ ト 訳 に は 「 決 意 」( m a t i ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
3 1 2 ｢ 上 巻 」 に は k r i d a を 「 遊 戯 」 と 訳 し た が ，「 戯 楽 」 と 訂 正 す る 。 「 戯 楽 」 と は 「 快 楽 を 享 受 す る こ と 」 で あ る 。
3 ' 3 ｢ 四 洲 を 捨 て る 」 と は ，「 [ シ ッ ダ ー ル タ 王 子 が ］ 出 家 せ ず に 在 家 に と ど ま れ ば ， 転 輪 聖 王 と な っ て 全 世 界 に 君 臨 す る で あ
ろ う 」 と い う ． 出 生 直 後 の 予 言 に 言 及 し て い る も の で あ る 。
3 1 4 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 法 に 」( d h a r m a i r ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
3 1 5 チ ベ ッ 卜 訳 に は 「 久 し < ｣( c i r a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
3 1 6 チ ベ ツ 卜 訳 に は 「 決 意 」( m a t i ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
3 1 7 ｢ 若 々 し き 者 よ 」( t a r u n a r U p a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 最 も 若 い 時 」 と 訳 さ れ て い る 。
1 5 3
国 際 文 化 学 部 論 集 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
誓 言 を 成 就 し 3 1 8 ，
天 神 衆 の 3 1 9 利 益 を 造 作 し た ま え 。
1 4 9 . 感 覚 的 享 楽 に よ っ て は 満 足 の 得 ら れ ざ る こ と ，
あ た か も ， 海 の 塩 水 を 飲 む に 似 た り 。
じ ん 〈
［ そ れ に 対 し て ］ 神 聖 に し て 塵 垢 な き ，
し ゅ つ せ け ん
出 世 問 の 智 慧 を 有 す る 者 た ち は 満 足 を 得 る 。
1 5 0 . 汝 は ， 今 や ，シ ュ ド ー ダ ナ 王 と 国 民 と の ，
い か な
意 に 適 い ， ［ 彼 ら に ］ 愛 さ れ た り 。
か ん ば せ
［ さ れ ど ］ 蓮 華 の 如 き 顔 容 な せ る 者 よ ，
出 家 の 決 意 3 釦 を 念 じ た ま え 。
か え ん
1 5 1 ． 煩 悩 の 火 焔 に 焼 か れ ，
ろ う こ
け ば く
離 脱 し 難 き 牢 固 な る 縄 に 繋 縛 さ れ た る 者 た ち を ，
勇 者 よ ， 速 や か に ， 比 類 な き ，
じ ゃ < じ よ う
寂 静 な る 解 脱 の 道 に 導 き た ま え 。
し ょ こ ん
1 5 2 . 汝 は ， 諸 根 （ 身 体 の 諸 要 素 ） を 熟 知 せ る 医 者 な り 。
か か
病 気 に 罹 り 3 2 1 ， 久 し く 病 め る 衆 生 に ，
し ょ ほ う
法 の 医 薬 を 処 方 し て ，
速 や か に ， 浬 藥 の 安 楽 に 導 き た ま え 。
1 5 3 視 力 な く , " 3 2 ' に し て ，
ぐ ち
じ ゃ け ん
愚 擬 に 曇 ら さ れ ， 邪 見 の 網 に 覆 わ れ た る ，
ま な こ
人 間 や 天 神 た ち の 眼 を ，
智 慧 の 燈 明 を 以 て ， 速 や か に 明 浄 な ら し め た ま え 。
1 5 4 ． 多 く の 天 神 ． 阿 修 羅 ． 竜 ． 夜 叉 ．
ガ ン ダ ル ヴ ァ （ 乾 閾 婆 ） た ち は 待 ち 設 け た り 。
か ん け ん
「 [ わ れ ら は ］ 菩 提 を 證 得 し た ま う を 観 見 し ，
無 上 の 法 を 聴 く こ と を 得 ん 」 ［ と ] 。
1 5 5 .ま た ， 竜 王 3 羽 は ［ 自 ら の 3 2 4 ］ 宮 殿 が ，
せ ん か ん
［ 菩 提 道 場 に 赴 く ］ 汝 の 栄 光 に 照 ら さ れ る を 鰭 観 し て ，
［ 汝 に ］ 無 量 な る 供 養 を 為 す べ し 。
ご ん か い い ぎ よ う じ よ う ま ん
彼 の 禁 戒 と 意 楽 と を 成 満 せ し め た ま え 。
6 6 6
3 1 8 チ ベ ッ 卜 訳 は 「 誓 言 を 明 瞭 に 自 覚 し て 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
3 1 ， チ ベ ッ ト 訳 [ l h a m i h i ] に よ れ ば 「 天 神 と 人 間 た ち の 」 ( s u r a n a r a n a m ) で な け れ ば な ら な い が , 写 本 に よ れ ば s u r a g a n a n a m
（ 天 神 衆 の ） で あ る 。
3 a ) チ ベ ッ ト 訳 に は 「 決 意 」( m a t i ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
型 ' チ ベ ッ ト 訳 に は 「 病 気 に 罹 り 」 ( r o g a s a m s P r S t a m ) に 当 た る 訳 文 が な い 。
麹 ｢ 上 巻 」 に は 「 闇 盲 」 の ル ビ を 「 も う あ ん 」 と 誤 記 し た の で 「 あ ん も う 」 に 訂 正 す る 。
3 幻 出 家 後 ， 六 年 の 苦 行 を 終 え て 菩 提 の 座 （ 菩 提 道 場 ） に 向 か う 菩 薩 の 身 体 よ り 発 す る 光 明 に よ っ て ， 自 ら の 宮 殿 が 照 ら さ れ
る の を 見 た カ ー リ カ ( k a l i k a ) 竜 王 は ，「 過 去 の 諸 仏 の 時 と 同 じ 光 明 が 見 ら れ る が 故 に ， 仏 陀 と な る べ き 菩 薩 が 菩 提 樹 の
も と に 赴 け る は 明 白 な り 」 と 春 属 衆 に 説 き ， 竜 女 た ち と 共 に 菩 薩 の 供 養 の た め に 来 集 し ， 菩 薩 の 功 徳 を 讃 歎 し 「 御 身 は 仏
陀 と 成 る べ し 」 と の 偶 頌 （ 第 1 9 章 第 2 7 ~ 4 1 1 3 ) を 説 く 。
3 2 i チ ベ ッ ト 訳 に は 「 自 ら の 」 に 当 た る 訳 語 ( r a n g i ) が あ る 。
1 5 4
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
け ん ぞ く
し ご せ お う
1 5 6 . 春 属 を 従 え た る 四 護 世 王 （ 四 大 王 天 ) ,
彼 ら も ， 汝 を 待 ち 設 け た り 。
「 菩 提 樹 下 に て ［ 菩 提 を 得 ん と の ］ 意 向 を 成 就 せ る 者 に ，
四 つ の 鉢 を 献 上 す べ し 」 ［ と ] 。
じ ゃ く め っ ぎ よ う
1 5 7 . 寂 滅 3 2 5 を 行 じ ， 慈 語 を 有 し 3 2 6 ,
悲 ［ 心 ］ を 具 足 す る ， 梵 天 も 待 ち 設 け た り 。
「 無 上 の 法 輪 を 転 じ た ま え と ，
か ん じ よ う
天 帝 章 3 " ( 仏 陀 ) に 勧 請 す べ し 」［ と ] ・
し じ ゅ う
1 5 8 ． 菩 提 道 場 に 止 住 せ る ，
菩 提 ［ 樹 ？ ］ に 仕 え る 3 銘 天 神 も 3 " ，
「 わ れ は 実 際 に 3 3 0［ 身 体 を ］ 現 出 し て 認 l ,
菩 提 を 證 得 し た ま う を 見 る べ し 」 と ［ 待 ち 設 け た り ] 。
1 5 9 ． 中 宮 内 に お け る 生 活 を 示 現 せ る ，
他 の 諸 菩 薩 あ り 。
汝 は [ 彼 ら の 3 3 2 ] 雛 と な り た ま え 。
こ う じ ん
彼 ら の 後 塵 を 拝 し た ま う こ と な か れ 。
ご ご ん み み よ う
1 6 0 . 語 言 美 妙 に し て ， 音 声 優 雅 な る ，
デ イ ー パ ン カ ラ （ 燃 燈 仏 ） の 授 記 を 想 起 さ れ た し 。
こ も う
真 実 に し て ， 虚 妄 な ら ざ る ，
し ょ う し ゃ
勝 者 （ 仏 陀 ） の 言 音 を 発 し た ま え 。
6 6 8
[ 以 上 ］ 「 ｢ 出 家 」 勧 発 品 」 と 名 づ け る 第 1 3 章 な り 。
3 2 5 ｢ 寂 滅 」( p r a S a n t a ) と は 「 煩 悩 の 火 が 消 え は て た ， 心 の 究 極 の 静 け さ 。 身 心 一 切 の 活 動 を や め て 平 静 な る こ と 」（ ｢ 佛 教 語
大 辞 典 」 6 1 8 頁 参 照 ） で あ る 。
3 2 6 ｢ 慈 語 を 有 す る 」( m a i t r a v a k ) は ． チ ベ ッ ト 訳 [ b y a m s l d a n ] に よ れ ば , m a i t r a v a n ( 慈 ［ 心 ］ を 有 す る ）と 読 み べ き で
あ る 。
3 2 7 ｢ 人 中 尊 」 に つ い て は ， 第 l 9 巻 第 2 号 所 載 の 拙 訳 （ 註 2 0 5 ) を 参 照 さ れ た い 。
3 2 8 ｢ 上 巻 』 に は 「 供 事 す る 」 と 訳 し た が ．「 仕 え る 」 に 訂 正 す る 。
3 2 9 チ ベ ツ 卜 訳 に よ れ ば ， 「 天 神 た ち 」 と 複 数 に 読 む べ き で あ る が ， 梵 文 は 単 数 形 で あ る 。 後 述 の 降 魔 の 場 面 で ， 菩 提 ［ 樹 ］
に 仕 え る 天 神 た ち が 十 六 相 を 以 て マ ー ラ （ 悪 魔 ） 波 旬 を 艇 斥 す る 偶 頌 （ 第 2 1 章 第 1 5 5 ~ l 6 2 I B ) を 唱 え て い る が ，こ れ を 念
頭 に 置 け ば 「 天 神 た ち 」 と 見 る べ き で あ る 。
3 3 ｡ ｢ 実 際 に 」 と 訳 し た 原 語 ( s a t y a ) は レ フ マ ン 校 訂 本 に よ る も の で あ る が ， 諸 写 本 で は 確 証 し が た く ，ま た チ ベ ッ ト 訳 に は ，
こ れ に 当 た る 訳 語 は な い 。
詞 , こ の 部 分 は ， 写 本 も 混 乱 し て お り ， チ ベ ッ ト 訳 に よ っ て も 理 解 し 難 い 。 と り あ え ず ， 写 本 T 3 に 従 っ て u t p a t s y e y a m と 校
訂 し ， 「 [ 身 体 を ］ 現 出 す べ し 」 の 意 と 見 る 。 チ ベ ッ ト 訳 [ s d o d c i n m c h i s ] に よ れ ば u d i k s a n t e( 待 ち 設 け た り ） と 読 む
べ き で あ る が ， 写 本 の 支 持 が な い 。 こ の 偶 全 体 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 菩 提 ［ 樹 ? ］ に 仕 え ． 菩 提 道 場 に 住 す る 天 神 た ち も ． 菩
提 を 證 得 し た ま う を 見 る べ し ， と て 待 ち 設 け た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
3 3 2 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 彼 ら の 」 に 当 た る 訳 語 ( d e d a g ) が あ る 。
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第 1 4 章 （ 夢 品 ) 3 3 3
か ん ぽ つ
か く の 如 く ， 実 に 比 丘 ら よ ， 菩 薩 は ， か の 天 子 （ フ リ ー デ ー ヴ ァ ） に よ っ て 勧 発 せ ら れ た る 時 ，
シ ュ ド ー ダ ナ 王 に ， こ の 夢 を 示 現 せ り 野 ! 。 す な わ ち ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 は ， 睡 眠 中 の 夢 の 中 に ， 菩 薩
い に ょ う
が ［ 世 間 の ］ 寝 静 ま り た る 夜 半 に 天 神 た ち に 囲 続 せ ら れ て ［ 城 外 に ］ 去 り 行 < を 見 た り 。 ま た ， ［ 菩
け ざ え
じ し ん き ゅ う も 人
薩 が ］ 出 家 し て 遊 行 者 と 成 り ， 袈 裟 衣 を ま と え る を 見 た り 。 彼 は 目 覚 め る や 直 ち に ， 侍 臣 に 急 間 せ
り 鯛 5 ｡ ｢ 王 子 は 中 宮 の 内 に あ り や ｣ [ と ] ｡ 彼 ( 侍 臣 ) は 答 え た り ，「 王 よ ， ［ 王 子 は ] 差 せ り 」 [ と ] 。
さ れ ど ， シ ユ ド ー ダ ナ 王 の 内 な る 心 は ， 悲 し み の 矢 に 射 ら れ た り 。 「 王 子 は 必 ず や 出 家 す べ し 。
か く の 如 き 前 兆 が 現 れ た る が 故 に 」 ［ と ] ・
お ん り ん
彼 （ シ ユ ド ー ダ ナ 王 ） は ， か く の 如 く 思 念 せ り ， 「 今 後 ， 王 子 を 3 妬 し て 決 し て 園 林 の 地 に 行 か し
さ い に よ し ゆ う
あ か ん ら く
む べ か ら ず 。 採 女 衆 の 中 に 在 り て 享 楽 し ， こ こ に お い て の み 歓 楽 す れ ば , 出 家 す る こ と な か る べ し 」
と 。
そ れ か ら ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 は ， 王 子 の 享 楽 の た め に ， 夏 季 と 雨 季 と 冬 季 と の ［ 三 ］ 季 節 ［ の そ れ
ぞ れ ］ に 応 じ た る く 三 つ の 宮 殿 銘 7 〉 を 建 立 せ し め た り 。 そ こ に お い て ， か の く 夏 季 殿 〉 な る も の は ，
も っ ぱ ら 清 凉 な り き 。 か の く 雨 季 殿 〉 な る も の は ， 冷 暖 均 等 な り き 。 か の く 冬 季 殿 〉 な る も の は ，
し ょ か い へ い
自 然 に 温 暖 な り き ◎ ま た ， 各 々 の 宮 殿 の 諸 階 陛 3 3 8 は ， そ れ ぞ れ 五 百 人 の 者 た ち に よ っ て 引 き 上 げ ら
れ ， 下 ろ さ れ た り 。 ま た ， 彼 ら が ， か く の 如 く 引 き 上 げ ， 下 ろ す 時 ， 「 王 子 が ［ 誰 に も ］ 気 づ か れ
は ん ゆ じ ゆ ん
ず し て 出 家 し た ま う こ と の ， 断 じ て な か ら ん こ と を 3 3 9 」 と の 音 声 が , 半 由 旬 劉 0［ の 遠 方 ］ に ま で 響 き
せ ん そ う し ぼ く ぜ い し ゃ き ち じ よ う も ん
わ た れ り 。 ま た ， 諸 の 占 相 師 や ト 笠 者 に よ っ て 予 言 せ ら れ た り ， 「 王 子 は 吉 祥 門 3 4 ！ （ 宮 殿 の 正 門 ） よ
い ゆ
か ん や く
り 出 で 行 く べ し 」 と 。 そ れ 故 , 王 は 吉 祥 門 に ［ い く つ も の ］ 巨 大 な る 関 鋪 を 作 ら し め た り 。 か く て ，
各 々 の 関 鎗 は ， そ れ ぞ れ 五 百 人 の 者 に よ っ て 開 か れ ， ［ ま た ］ 閉 じ ら れ た り 。 そ れ ら の 音 も ま た ，
は ん ゆ じ ゆ ん
き ょ う よ
半 由 旬 ［ の 遠 方 ］ に ま で 響 け り 。 さ ら に ， ［ 王 は ］ 彼 （ 王 子 ） に ， 比 類 な き ， 五 3 4 2 欲 の 享 楽 を 供 与
せ り 。 ま た ， 妖 女 衆 は 常 に 歌 詠 ・ 器 楽 ・ 舞 踊 を 以 て ， 彼 に 仕 え た り 。
時 に ， 比 丘 ら よ ， 菩 薩 （ 王 子 ） は 御 者 に 告 げ た り 。 「 御 者 よ 御 3 ， 即 刻 ， 馬 車 を 用 意 せ よ 。 ［ わ れ は ］
お ん り ん
園 林 の 地 に 赴 か ん と 欲 す 」 と 。 そ こ で 御 者 は ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 の も と に 至 り て ， か く の 如 く 言 え り 。
し ゆ つ ゆ う
｢ 王 よ ， 王 子 は 園 林 の 地 に 出 遊 せ ん と 欲 し た ま え り 」 と 。
そ の 時 ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 に ， か く の 如 き 思 念 が 生 じ た り 。 「 か つ て 一 度 も ， わ れ は 王 子 を し て ，
も
景 勝 の 地 を 見 せ ん が た め に ， 園 林 の 地 に 出 遊 せ し め ざ り き 。 あ る い は ， 若 し ， わ れ が 王 子 を し て 園
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: ' 3 3 方 広 は 「 感 夢 品 」 と 訳 し て い る 。
: 恥 I チ ベ ッ ト 訳 で は 天 子 が 主 語 と な っ て お り ， 「 か の 天 子 は ， 菩 薩 を 勧 発 す る と 同 時 に 。 シ ユ ド ー ダ ナ 王 に ， こ の 夢 を 示 現 せ り 」
と い う 文 章 に な っ て い る 。
噸 ｢ 急 間 せ り 」 と は 「 急 い で 訊 ね た り 」 の 意 で あ る 。
: ' 3 6 ｢ 今 後 ， 王 子 を 」 は ， チ ベ ッ ト 訳 で は 「 わ が 王 子 を 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
3 3 7 方 広 に は 「 三 時 殿 」 と 訳 さ れ て い る 。
: 畑 ｢ 階 陛 」 ( s o p a n a )と は 「 宮 殿 に 昇 る た め の 階 段 」 の 意 で あ る が ． 方 広 に は 「 重 門 」 と 訳 さ れ ， 「 造 亜 門 使 難 開 閉 」 （ 亜 門
を 作 り て 開 閉 し 難 か ら 使 む ） と 記 赦 さ れ て い る 。
“ 「 」 内 の 言 葉 は ， チ ベ ッ ト 訳 で は 「 王 子 は 誰 に も 気 づ か れ ず し て 出 家 し た ま う べ し 」 と い う 文 章 に な っ て お り ， 梵 文 と
相 違 す る 。
3 卿 ｢ 半 由 旬 」 ( a r d h a - y o j a n a ) は ， 方 広 に は 「 四 十 里 」 と 訳 さ れ て い る 。
3 棚 ｢ 吉 祥 門 」 ( m a n g a l a - d v a r a ) と は 「 祝 祭 の 時 に 開 か れ る ． 宮 殿 の 正 門 」 で あ る 。
: ｝ ' 2 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 五 」 ( p a r i c a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
3 i 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 御 者 よ 」( s a r a t h e ) に 相 当 す る 訳 語 が な く ． 代 わ り に 「 今 日 」( d e n ) が 挿 入 さ れ て い る 。
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林 の 地 に 出 遊 せ し む れ ば ， 王 子 は 採 女 衆 に 囲 驍 せ ら れ ， 快 楽 を 感 受 し て ， 出 家 す る こ と な か ら ん か 」
と 。
そ れ か ら ， シ ュ ド ー ダ ナ 王 は ， 菩 薩 へ の 愛 情 と 敬 意 と か ら ， 城 中 に 鐘 を 鳴 ら し て 布 告 せ し め た り 。
「 七 日 後 ， 王 子 は ， 景 勝 の 地 を 観 る べ く ， 園 林 の 地 に 出 遊 す べ し 。 そ こ に お い て ， 汝 ら は ， 全 て の
み に <
い ま
醜 き も の を 除 去 す べ し 。 王 子 に ， 忌 わ し き も の を 見 せ る こ と な か れ 。 あ ら ゆ る 綺 麗 な る も の や ， 感
官 を 喜 ば し め る も の を 準 備 せ よ 」 と 。
し よ う ご 人
れ い し ょ く
か く し て ， 七 日 を 過 ぎ た る 時 ， 城 中 は あ ま ね く 荘 厳 せ ら れ た り 。 園 林 の 地 は 麗 飾 せ ら れ ， 種 々 な
さ ら さ ち よ う が い
さ ん が い き し ど う ば ん
し よ く そ う
る 色 の 更 紗 の 帳 蓋 が 広 げ ら れ ， 傘 蓋 や 旗 幟 や 瞳 幡 に よ っ て 飾 装 せ ら れ た り 。 ま た ， 菩 薩 （ 王 子 ） が
か ん す い そ そ は な ふ ぶ き
6 7 4 出 遊 す る に 際 し て 進 行 せ る ， そ の 道 路 は 灌 水 さ れ ， 清 掃 さ れ ， 香 水 が 濃 が れ ， 花 吹 雪 が 散 り 敷 か れ ，
〈 ん
え ぃ し ょ く
き
種 々 の 別 4 香 炉 よ り 香 が 爆 ぜ ら れ ， 満 々 た る 水 瓶 に 螢 飾 せ ら れ ， カ ダ リ ー （ 芭 蕉 ） の 樹 が 立 て ら れ ，
れ い も う よ う ら く じ ゆ え い
か
種 々 多 彩 な る 絹 布 の 帳 蓋 が 広 げ ら れ ， 宝 石 の 鈴 網 と 瑠 珸 と 珠 櫻 劉 5 と が 垂 れ 懸 け ら れ ， 四 種 の 軍 隊 が
配 置 さ れ ， ま た ， 侍 者 た ち は 王 子 の 中 宮 妹 女 ［ 衆 ] 制 6 を 厳 飾 す べ < 精 励 せ り 。
い
か く し て 菩 薩 は ， 大 荘 厳 を 以 て ， 東 の 城 門 よ り 園 林 の 地 に 向 け て 出 立 せ り 。 時 に ， 菩 薩 自 身 の 威
じ ん り き じ ょ う ご て 人
す い き ゅ う
神 力 に よ っ て ， 浄 居 天 に 属 す る 天 子 た ち が ， そ の 路 上 に お い て ， 高 齢 に し て 老 衰 の た め に 衰 朽 し ，
四 肢 よ り 脈 管 が 露 現 し , 歯 は 欠 け , 身 体 は 雛 に 覆 わ れ , 髪 は 白 く 拠 瀞 , 背 は 前 傾 し て 蘂 の 如 < に 轡 曲
る げ ん し わ わ ん き よ く
い ん こ う
し て 折 れ 曲 が り ， 杖 に す が り ， 衰 弱 し て 精 気 を 失 い ， 咽 喉 よ り ガ ラ ガ ラ と 鳴 る ［ 気 息 の ］ 音 を 発 し ，
身 体 が 前 屈 せ る が 故 に 杖 に も た れ て 一 切 の 身 体 肢 分 を 震 わ せ た る [ 老 ] 人 を , 道 の 前 方 に 3 鯛 , 糊
し た り 。
然 る 時 ， 菩 薩 は ［ そ れ を ］ 知 り つ つ も ， な お ［ 故 意 に ］ 御 者 に か く の 如 く 訊 ね た り 訓 9 ．
る い そ う ぜ い じ ゃ く
l . 御 者 よ ， 廟 痩 し て 脆 弱 な る ［ か の ］ 人 は 誰 か 。
け ん て ん ば く
肉 と 血 と は 乾 渇 し て ， ［ わ ず か に 3 5 0 ］ 皮 と 腱 と に 纏 縛 せ ら れ ，
髪 は 白 く ， 歯 は 欠 け ， 身 体 は 痩 せ 細 り ，
杖 に も た れ て ， 苦 し げ に ， よ ろ め き つ つ 歩 行 せ り 。
御 者 は 答 え た り 。
で ん か
ひ っ ぱ く
6 7 6 2 ． 殿 下 3 5 1 , 実 に ，こ の 人 は ， 老 の た め に 逼 迫 せ ら れ ，
げ ん た い ど ん ゅ う
感 官 は 減 退 し ， 苦 痛 に 満 ち ， 勤 勇 と 活 力 と を 喪 失 せ り 。
親 族 か ら も 侮 蔑 せ ら れ て 鯛 2 ． 俵 括 な き 者 と な り ．
あ た こ ぼ <
所 用 を 果 た す 能 わ ず し て ， 森 林 に 投 げ 捨 て ら れ た る 枯 木 の 如 し 。
菩 薩 の た ま わ く ，
あ り さ ま
3 ． こ の ， か く の 如 き ［ 有 様 ］ は ， 彼 の 種 族 ［ に 特 有 ］ の 法 な り や ，
劃 イ チ ベ ッ ト 訳 に は 「 枕 々 の 」 ( n a n a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
訓 5 ｢ 珠 櫻 」 ( a r d h a h a r a )と は 「 六 十 四 穎 の 真 珠 の 頚 飾 」 で あ る （ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ) c
3 1 6 a n t a h P U r a を ，「 上 巻 」 に は 単 に 「 中 宮 」 と 訳 し た が ， 文 脈 上 か ら み て 「 中 宮 嫁 女 衆 」 を 意 味 す る と 思 わ れ る の で ， 「 中 宮
嫁 女 ［ 衆 ] 」 と 訂 正 す る 。
汎 7 チ ベ ッ ト 訳 は 「 髪 は 抜 け 落 ち た 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
鋼 8 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 道 の 前 方 に 」 に 当 た る 訳 文 が 欠 け て い る 。
鋼 9 普 曜 に は 「 菩 薩 知 之 故 復 発 問 」 と 訳 さ れ て い る 。
3 5 O チ ベ ッ ト 訳 に は 「 わ ず か に ： 少 分 の 」 に 当 た る 訳 語 ( n i t s h e s ) が あ る 。
お ' ｢ 上 巻 」 に は d e v a を 「 閣 下 」 と 訳 し た が ．「 殿 下 」 に 訂 正 す る 。
為 2 『 上 巻 」 に は p a r i b h U t a を 「 侮 辱 せ ら れ て 」 と 訳 し た が ．「 侮 蔑 せ ら れ て 」 に 訂 正 す る 。
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あ る い は ， こ れ ら 一 切 の 衆 生 に も ， こ の 状 態 あ り や ， そ れ を 告 げ よ 。
真 実 そ の ま ま に ， そ の 3 5 3 言 葉 を ， 速 や か に 告 げ よ 。
［ そ れ を ］ 聞 い て ， 事 実 を ［ わ れ は ］ こ こ に 正 し く 思 惟 せ ん と 欲 す 。
御 者 は 答 え た り 。
4 ． 殿 下 3 5 1 ,[ こ れ は ］ 彼 の 種 族 の 法 に あ ら ず 。 国 土 の 法 に あ ら ず 。
か い は い
一 切 の 衆 生 の 青 春 を ， 老 は 壊 敗 せ し め る 。
お ん み
御 身 の 母 や 父 や 血 族 や 親 族 の 衆 も ，
老 よ り 逃 れ る こ と な く ， 衆 生 に 他 の 道 は 存 在 せ ず 。
菩 薩 の た ま わ く ，
〈 , し よ う
も う ま い
5 ． あ わ れ ！ 御 者 よ ， 愚 小 な る 人 々 の 心 意 は 蒙 昧 な る か な 。
お ご め い す い
若 さ に 驍 り 迷 酔 し て ， 老 を 見 ざ る と は ！
即 刻 ， わ が 馬 車 を 転 回 せ し め よ 。 わ れ は 再 び ［ 都 城 に ］ 戻 ら ん 。
ほ し ゅ う
よ ゆ げ
わ れ ［ も ま た ］ 老 に 捕 囚 せ ら れ て ， な ん す れ ぞ 能 < 遊 戯 を 楽 し ま ん 。
か く し て 菩 薩 は ， 華 麗 な る 馬 車 を 転 回 せ し め て ， 再 び 都 城 に 入 り き 。
さ て ま た ， 比 丘 ら よ ’ 別 の あ る 時 に ， 菩 薩 が 大 荘 厳 を 以 て 南 の 城 門 よ り 園 林 の 地 に 向 け て 出 立 せ
か か ち よ う 主 人
る 時 , 彼 ( 王 子 ) は , 路 上 に , 病 気 に 罹 っ て 脹 満 せ る 腹 に 離 し 3 5 5 , 身 体 虚 弱 に し て ，自 身 の 尿 と
糞 と に ま み れ , 庇 護 な く 【 保 護 な く 3 5 ‘ 】 純 な く ， 辛 苦 し て 息 を 吐 き [ か つ ] 吸 え る [ 病 ] 人 を 見
た り 。 ま た ［ そ れ を ］ 見 る や ， 再 び ， 菩 薩 は ［ そ れ を ］ 知 り つ つ も ， な お ［ 故 意 に ］ 御 者 に 訊 ね た
り 。
い ろ あ
6 ． 御 者 よ ， 乾 き 荒 れ た る 身 体 の 色 悪 し き ［ か の ］ 人 は 誰 か 。
け つ げ ん お も ぐ る
一 切 の 感 官 は 欠 減 し ， 重 苦 し く 息 を 吐 き ，
ち よ う ま ん
全 て の 肢 分 は ひ か ら び ， 腹 は 脹 満 し ， 辛 苦 し て ，
い
忌 む べ き ， 自 身 の 糞 尿 の 上 に 坐 せ り 。
御 者 は 答 え た り 。
7 殿 下 弱 7 , 実 に ,こ の 人 は 重 病 に 曽 さ れ た り 。
び ょ う げ ん し ゆ う き ょ く
病 患 の 危 難 に 陥 り て ， ［ や が て ］ 死 の 終 極 に 達 す べ し 。
健 康 と 精 気 と を 喪 失 し ， 体 力 も 奪 わ れ ，
え し ょ
こ じ
庇 護 も な く 保 護 も な く 依 虚 も な く ， ‘ | 古 侍 す べ き も の と て も な し 。
菩 薩 の た ま わ く ，
8 ． 健 康 す ら も ま た ， 夢 の 中 の 遊 戯 の 如 く に し て ，
せ い ぜ つ
こ の ’ 病 患 の 危 難 た る や ， か く の 如 く 凄 絶 な り 。
こ の 有 様 を 見 て ， 賢 明 な る 人 の ， い っ た い 誰 が ，
遊 戯 へ の 享 楽 や ， 愉 快 な る 想 念 を 生 ず べ け ん や 。
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“ ｢ 上 巻 」 に は e t a t を 「 こ の 」 と 訳 し た が ， 文 脈 を 勘 案 し て 「 そ の 」 に 訂 正 す る 。
獅 上 註 3 5 1 に 同 じ 。
3 5 s チ ベ ッ ト 訳 に は 「 襖 悩 し 」( a b h i b h u t a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
3 5 6 束 大 主 要 写 本 に よ れ ば 「 保 護 な く 」( a S a r a n a m ) を 挿 入 す べ き で あ る が ， チ ベ ッ ト 訳 に は こ れ に 当 た る 訳 語 は な い 。
箔 7 上 註 3 5 1 に 同 じ 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
か く し て ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， 華 麗 な る 馬 車 を 転 回 せ し め て ， 再 び 都 城 に 入 り き 。
さ て ま た ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 が ， 別 の あ る 時 に ， 大 荘 厳 を 以 て 西 の 城 門 よ り 園 林 の 地 に 向 け て 出 立
の ち よ う が い
せ る 時 ， 彼 （ 王 子 ） は ， 路 上 に ， 死 亡 せ る 人 （ 死 人 ） を 見 た り 。 台 座 に 載 せ ら れ ， 布 の 帳 蓋 を 掛 け
る る い て い む ⑪ う あ い こ く
ら れ ， 親 族 衆 に 囲 ま れ て ， ［ 彼 ら 親 族 衆 は ］ み な 流 涙 し ， 涕 泣 し ， 哀 実 し て ， 髪 を 振 り 乱 し ， 頭 上
6 8 0 に 診 崖 を 撒 き 散 ら し , 胸 を 爺 き , 号 泣 し つ つ , 背 後 に 付 き 従 え り 。 ま た ,［ そ れ を ] 見 る や , 再 び ，
薩 は ［ そ れ を ］ 知 り つ つ も ， な お ［ 故 意 に ］ 御 者 に か く の 如 く 訊 ね た り 。
9 ． 御 者 よ ， 台 座 の 上 に 載 せ ら れ た る 人 は 誰 か 。
ば ら ま
人 々 が 髪 を 振 り 乱 し ， ［ 自 ら の ］ 頭 上 に 砂 塵 を 散 撒 き ，
ひ た ん
様 々 の 悲 嘆 の 3 認 声 を 発 し て ， 胸 を 叩 き つ つ ，
し ゆ う そ う い に ょ う
周 匝 囲 驍 し て ， ［ 彼 を 」 運 く り 。
御 者 は 答 え た り 。
ジ ャ ン プ ド ゥ ヴ ィ ー パ
1 0 . 殿 下 調 9 , 実 に ，こ の 人 は 閻 浮 提 （ 閻 浮 洲 ） に お い て 命 終 せ り 。
母 や 父 や ， 妻 や 子 を も ， 再 び 見 る こ と な く ，
財 物 や 家 も ， 友 や 親 族 の 衆 を も 捨 て て ，
ま み
来 世 に 赴 き ， 再 び 親 族 に 見 え る こ と な し 。
菩 薩 の た ま わ く ，
い と
l l . 老 に よ っ て 傷 害 せ ら れ る が 故 に ， 少 壮 は 厭 わ し き か な 。
や ま い そ ん か い
種 々 な る 病 に 損 壊 せ ら れ る が 故 に ， 健 康 は 厭 わ し き か な 。
久 し く 存 続 せ ざ る が 故 に ， 生 命 は 賢 者 に と っ て 厭 わ し き か な 。
た ん で き
快 楽 へ の 耽 溺 は ， 聡 明 な る 人 に と っ て 厭 わ し き か な 。
ろ う
び よ う し
1 2 . た と え ［ し ば ら く の 間 ］ 老 が な く ， 病 が な く ， 死 が な か ら ん と も ，
雪 う ん
五 蕊 （ 身 心 ） を 保 持 す る ［ こ と ］ が ［ す で に ］ 大 い な る 苦 悩 な れ ば ，
ま さ ら
老 ・ 病 ・ 死 に 常 に 随 従 せ ら れ る ［ こ と の 苦 悩 ］ は ， 況 し て 更 な り 。
げ だ っ し ぎ
い ざ ， ［ 都 城 に ］ 引 き 返 し ， ［ 輪 廻 か ら の ］ 解 脱 を 思 議 す べ し 。
菩
再 び 都 城 に 入 り き 。
か く し て ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， か の 華 麗 な る 馬 車 を 転 回 せ し め て ， 再 び
さ て ま た ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 が ， 別 の あ る 時 に ， 北 の 城 門 よ り 園 林 の 地 に 向 け て 出 立 せ る 時 ，
， 同 じ
け げ ん
く ， か の ［ 浄 居 天 の ］ 天 神 た ち は ， 菩 薩 の 威 神 力 に よ っ て ， そ の 路 上 に ［ 一 人 の ］ 比 丘 を 化 現 せ し
ま な こ く ぴ き
め た り 。 菩 薩 は ， そ の 比 丘 の ， 平 静 か つ 温 順 に し て ， よ く 自 制 し ， 梵 行 を 修 し ， 眼 は 散 動 せ ず ， 範
た ん ど ん い ぎ お う ら い せ ん か ん こ
の 長 さ 3 6 0( 足 下 の 地 面 ） を 眺 め ， 端 厳 な る 威 儀 を 具 足 し ， 端 厳 な る 往 来 （ 歩 行 ) , 端 厳 な る 贈 観 と 顧
そ う ぎ ゃ て い え え は っ じ
視 諭 l , 端 厳 な る [ 身 体 の ] 伸 縮 を 具 足 し , 僧 伽 岻 衣 ( 大 衣 )[ の 着 用 ] や 衣 鉢 を 持 す る こ と 端 厳 に
し ん し ゆ く
し て ， 路 上 に 立 て る を 見 た り 。 ま た ， ［ そ れ を ］ 見 る や ， 再 び ， 菩 薩 は ［ そ れ を ］ 知 り つ つ も ， な
お ［ 故 意 に ］ 御 者 に か く の 如 く 訊 ね た り 。
1 3 . 御 者 よ ， 平 静 か つ 寂 静 な る 心 あ り て ， 視 線 を 下 に 向 け ，
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3 銘 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 悲 嘆 の 」 ( v i l a p a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
獅 上 註 3 5 1 に 同 じ 。
知 ｢ 範 の 長 さ 」 ( y u g a - m a t r a ) と は 「 4 手 の 長 さ 」 で あ り「 一 尋 」 と 漢 訳 さ れ る （ ｢ 梵 和 大 辞 典 」 参 照 ) 。 「 足 下 の 地 面 を 注 視
し て 歩 く こ と 」 を 「 範 の 長 さ の 距 離 を 眺 め る 」 と 表 現 す る 。
妬 l チ ベ ッ ト 訳 に よ れ ば 「 前 方 を 見 る こ と ． 左 右 を み る こ と 端 厳 に し て 」 の 意 で あ る 。
1 5 9
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範 の 長 さ （ 足 下 の 地 面 ） を 眺 め つ つ 歩 め る ［ か の ］ 人 は 誰 な ら ん 。
け ざ え ま と
は な は
袈 裟 衣 を 纏 い ， そ の 所 行 は 甚 だ 寂 然 と し て ，
き ょ 雪 う
鉢 を 持 ち て ， 粗 野 な ら ず 。 ま た ， 据 傲 な る こ と も な し 。
御 者 は 答 え た り 。
1 4 ． 殿 下 3 6 2 , 実 に ，こ の 人 は 比 丘 と 名 づ け る も の に し て ，
し や り ぎ よ う じ よ う に 、 う ぜ 人
愛 欲 の 享 楽 を 捨 離 し ， 行 状 は 甚 だ 柔 善 な り 。
じ ん ぐ
し ゆ つ け が < ど う
ア ー ト マ ン （ 自 我 ） の 寂 滅 を 尋 求 し て ， 出 家 学 道 し ，
と ん よ く し ん に
こ つ じ き ぎ よ う
貧 欲 も 眼 悪 も 断 除 し て ， 乞 食 行 に 従 事 せ り 。
菩 薩 の た ま わ く ，
よ き か な
1 5 善 哉 こ れ は 妙 説 に し て ， わ が 心 に も 蓋 う と こ ろ な り 。
ゆ ぎ ょ う が < ど う も ろ も ろ し よ う け ん
遊 行 学 道 な る も の は ， 諸 の 聖 賢 に よ っ て 常 に 称 讃 せ ら れ た り 。
り や く
そ れ は 自 己 を 利 益 す る の み な ら ず ， 他 の 衆 生 を も 利 益 し ，
か つ み よ う
安 楽 な る 活 命 3 侭 と ， 非 常 に 甘 美 な る 3 例 甘 露 （ 不 死 ） の 果 と を も た ら し む 。
か く し て ， 比 丘 ら よ ’ 菩 薩 は ， か の 華 麗 な る 馬 車 を 転 回 せ し め て ， 再 び 都 城 に 入 り き ◎
さ て ま た ， 比 丘 ら よ ’ シ ュ ド ー ダ ナ 王 は ， 菩 薩 に 対 す る ， こ れ ら ， か く の 如 き 種 類 の 勧 発 を 見 ，
ざ ん ご う
ご う き ょ う
か つ 聞 い て ， 更 に い っ そ う 3 6 5 菩 薩 を 警 護 す べ < ， 城 壁 を 築 か し め ， 塑 壕 を 掘 ら し め ，門 を 剛 強 に 施
し よ う か ん
錠 せ し め ｡ 見 張 り を 配 置 し , 勇 猛 な る 者 た ち を 招 喚 し , 戦 車 3 " を 用 意 せ し め . 鎧 を 護 ら し め た り 。
四 つ の 城 門 郡 7 の ［ 前 の ］ 交 叉 路 （ 広 場 ） に は ， 菩 薩 を 警 護 す べ < ， 四 種 の 3 6 8 大 軍 隊 を 配 備 せ り 。 彼
ち ゆ う ぐ ‘ う さ い に ょ
ら は ， 彼 （ 王 子 ） を 昼 夜 に 妬 9 警 護 せ り ， 「 菩 薩 を 出 家 せ し め る こ と な か れ 」 と 。 ま た ， 中 宮 ［ 採 女
し ゅ う
い つ と き
衆 ] に も 命 令 を 与 え た り ， 「 一 時 た り と も , 織 を 中 断 す る こ と な か れ ｡ あ ら ゆ る 快 楽 と 遊 戯 と を
み わ く じ げ ん
ぜ ん じ ゃ 〈
し ゆ つ i ﾅ ゆ ぎ よ う
準 備 せ よ 。 女 人 の 媚 惑 を 示 現 し て ， 王 子 を 魅 了 し ， そ れ に よ り 染 著 の 心 を 生 ぜ し め て ， 出 家 遊 行 に
赴 か し め る こ と な か れ 」 と 。
そ こ で 。 か く の 如 く 言 わ れ る 。
と う じ よ う つ わ も の
1 6 ． 剣 ・ 刀 仗 を 手 に 持 て る ， 好 戦 的 な 勇 者 た ち が ， 門 前 に 配 置 せ ら れ た り 。
よ る い む し や
ま た ， 象 ・ 馬 ・ 戦 車 や ， 鎧 武 者 を 乗 せ た 象 の 隊 列 が ［ 配 置 せ ら れ た り ] ・
蕊 や , し 播 壁 や , 鵬 3 " ( 塔 門 ) や , 蕎 芙 な る 城 壁 " ' が 藍 擬 し め ら れ ，
も ん ぴ か ん や く
い ち
と ど ろ
門 扉 は 剛 強 な る 関 鋪 を か け て 閉 じ ら れ ， そ の 音 は 一 ク ロ ー シ ヤ に ま で 識 け り 。
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錨 2 上 註 3 5 1 に 同 じ 。
” ｢ 活 命 」 ( j I v i t a )と は 「 生 命 活 動 」 の 意 で あ る 。
" ' s l ' m a d h u r a を ．「 上 巻 」 に は 「 快 美 な る 」 と 訳 し た が ， 分 か り に く い の で 「 非 常 に 甘 美 な る 」 と 訂 正 す る 。
妬 5 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 更 に い っ そ う 」 に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
3 6 6 ｢ 戦 車 」( v a h a n a )と は 「 戦 闘 用 の 馬 車 」 の 意 で あ る 。 「 上 巻 」 に は 「 乗 物 」 と 訳 し た が ， 文 脈 を 勘 案 し て 「 戦 車 」 と 訂 正
す る 。
謡 7 ｢ 城 門 」 は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 大 城 門 」 と 訳 さ れ て お り ． 「 大 」 ( c h e n p o ) が 挿 入 さ れ て い る 。「 四 つ の 城 門 」 と は 「 東 門 」
「 南 門 」 「 西 門 」 「 北 門 」 の 四 で あ る 。
3 6 8 チ ベ ッ 卜 訳 に は 「 四 種 の 」 に 当 た る 訳 語 が な い 。「 四 種 兵 」 と は 「 象 兵 」 「 馬 兵 」 「 車 兵 」 「 歩 兵 」 の 四 を い う 。 「 上 巻 」 に
は 「 四 個 の 大 亜 隊 」 と 訳 し た が ． 誤 訳 と 思 わ れ る の で ． 「 四 種 の 大 軍 隊 」 と 訂 正 す る 。
3 6 9 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 昼 夜 に 」( r a t r i m d i v a m ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
釘 0 ｢ 牌 櫻 」 ( t o r a n a )と は 「 中 国 の 市 街 に 立 っ て い る 鳥 居 の 形 を し た や く ． ら 門 で ， 上 に 額 を か か げ る 」 （ ｢ 新 漢 語 林 」 （ ｢ 牌 」 の
項 目 の 「 熟 語 欄 」 参 照 ) 。
訂 l チ ベ ッ ト 訳 に は 「 城 壁 」 ( p r a k a r a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
1 6 0
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 鋪 1 3 ~ 1 4 * )
お う の う
1 7 . シ ャ ー キ ヤ 族 の 全 て の 衆 は ， 心 に ･ l 奥 悩 し つ つ ， 日 夜 に 警 護 し ，
と き い で
ま た ， か の 大 軍 勢 の 発 す る く 関 の 声 〉 よ り 大 音 響 が 出 た り 。
が い じ よ う
お の の
城 民 は 骸 擾 3 7 2 し ， 心 に 恐 れ 戦 け り ，「 優 美 な る 者 （ 王 子 ） は ， こ こ よ り 去 る に は あ ら ざ る や 。
ち や く し
シ ヤ ー キ ヤ 王 家 の 嫡 嗣 が 去 り ゆ か ば ， こ の 家 系 は 断 絶 す る に は あ ら ざ る や 」 ［ と て : 1 7 3 ] o
1 8 . ま た ， 採 女 衆 は 命 ぜ ら れ た り 。 「 常 に ， 伎 楽 を 中 断 す る こ と な か れ 。
け ら く
諸 の 戯 楽 を 以 て ， 絶 え ず 近 侍 し て ， ［ 王 子 の ］ 心 を 魅 了 せ よ 。
み わ く す べ
女 人 の 媚 惑 ［ の 術 ］ な る ， 色 々 の し ぐ さ を ， 大 い に 演 ず べ し 。
優 美 な る 者 （ 王 子 ） を 決 し て 去 ら し め ざ る べ く 監 視 し ， ［ 出 家 を ］ 妨 げ よ ｡ 」
じ よ う ご し
' 9 ． か の 最 勝 な る 調 御 師 （ 菩 薩 ） が 出 家 す る に 際 し て ， か く の 如 き 前 兆 あ り 。
［ す な わ ち ］ ハ ン サ ． ク ロ ー ン チ ャ ． マ ユ ー ラ ．
サ ー リ カ ー ． シ ュ カ 3 7 4 等 の 鳥 類 は 声 を 発 す る こ と な く ，
こ う ろ う
そ う か と う も ん ぼ う ろ う さ じ き
高 楼 や ， 端 厳 な る 窓 架 ・ 塔 門 や ， 望 楼 の 桟 敷 に 止 ま り ，
い き そ そ う う つ う つ う つ む
意 気 阻 喪 し ， 篭 々 と し て 楽 し ま ず ， 悲 し げ に 傭 い て 3 7 5 , 沈 思 せ り 。
い し ゅ く ち よ う す い
2 0 . ま た ， 池 や 湖 の ， 美 し き 3 7 6 蓮 華 は 萎 縮 し て ， 凋 衰 せ り 。
樹 木 も ま た 枯 衰 し ， 葉 も 花 も 落 下 し て ， 再 び 花 を 咲 か し め ざ り き 。
し ょ く そ う げ ん
ヴ ィ ー ナ ー や ヴ ァ ッ ラ キ ー や ヴ ァ ン シ ャ 3 7 7［ 等 の 楽 器 ］ を 飾 装 せ る 絃 は ，
こ つ ぜ ん
そ の 時 ， 忽 然 と し て 切 れ た り 。 ま た ， ベ ー リ ー や ム リ ダ ン ガ 3 7 8［ 等 の 楽 器 ］ は ，
げ き そ う
手 を 以 て 撃 奏 さ れ る や ， 破 損 し て ， 音 を 発 す る こ と な か り き °
こ う が い
け ん ぱ い
2 1 3 7 9 .ま た ， か の 全 て の 城 民 は 慢 骸 郷 し ， 烈 し き 倦 億 銘 , に 襲 わ れ た り 。
舞 踊 に お い て も ， 歌 謡 に お い て も ， も は や 誰 の 心 も 歓 楽 せ ざ り き 。
い た
う の う し ゆ う し た ん し よ う
王 も ま た ， 甚 く 心 に 憂 悩 し ， 愁 思 嘆 傷 せ り 。
「 さ て も 悲 し き か な 。 シ ヤ ー キ ヤ 族 の 広 大 な る 繁 栄 は 焼 尽 に 帰 す る に は あ ら ざ る や 」 ［ と ] 。
2 2 ． ゴ ー パ ー ［ 妃 ］ と 王 子 と が ， ひ と つ の 寝 台 に 横 臥 し て 休 め る 時
毎 玩
う し み ど き
ゴ ー パ ー は ， 夜 も 更 け た る 丑 三 つ 時 に ， か く の 如 き 夢 を 見 た り 。
［ そ の 夢 の 中 で ] こ の 全 大 地 が ｡ 峰 の 養 え る 山 岳 も ろ と も に , 振 動 せ り 。
諸 の 樹 木 は 風 に 吹 き 荒 ら さ れ ， 根 こ そ ぎ 抜 か れ て ， 地 面 に 倒 れ た り 。
せ い し ん え い し ょ く
2 3 ． 太 陽 と 月 と が ． 星 辰 の 螢 飾 も ろ と も に ， 天 空 よ り 地 上 に 落 下 し ・
と う か ん
右 手 銘 2 に 髪 毛 が 引 き 抜 か れ ， 頭 冠 が 砕 け 落 ち る の を 見 た り 。
手 が 切 断 せ ら れ ， ま た ， 足 も 切 断 せ ら れ ， 自 ら 裸 身 な る を 見 た り 。
6 8 6
6 8 8
3 池 ｢ 骸 擾 」 ( v y a k u l a )と は 「 髄 き 騒 ぐ こ と 」 で あ る 。
訂 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 ～ と て 」 に 当 た る 訳 語 ( s n a m b y e d ) が あ る 。
城 以 上 の 鳥 名 の 原 語 は 上 か ら 順 に h a m s a . k r o f i c a , m a y U r a , s a r i k a , S u k a で あ る 。
釘 5 ｢ 上 巻 」 に は 「 傭 伏 し て 」 と 訳 し た が ． 意 味 が 異 な る の で ． 「 傭 い て 」 と 訂 正 す る ◎
訂 6 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 美 し き 」 ( r u c i r a ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
3 7 7 v i n a と v a l l a k T は 「 琵 琶 の 一 種 」 で あ り .v a m S a は 「 儲 （ し よ う ) 」 と 訳 さ れ る 楽 器 で あ る 。
3 7 8 b h e r i は 「 半 月 形 の 太 鼓 」 で あ り ． m r d a l i g a は 「 小 鼓 」 と 訳 さ れ る 。
” ｢ 上 巻 」 に は ， 筆 者 の 不 注 意 に よ り ． こ の 第 2 1 偶 全 体 の 訳 文 が 欠 落 し て い る 。 読 者 に 謝 し て ・ こ こ に 補 充 す る 次 第 で あ る 。
3 8 0 ｢ 慢 骸 」 と は 「 恐 れ お の の く こ と 」 で あ る 。
認 ' ｢ 倦 慰 」 と は 「 倦 み 疲 れ る こ と 」 で あ る 。
3 8 2 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 左 の 手 」( l a g p a g y o n p a )と 訳 さ れ て お り ． 梵 文 と 合 わ な い 。
1 6 1
国 際 文 化 学 部 論 集 第 2 0 巻 第 2 号 ( 2 0 1 9 年 9 月 ）
お の み し ん じ ゆ よ う ら く こ ん た い I 芸 う じ ゅ
己 が 身 の 真 珠 班 略 ， ま た ， 金 帯 3 8 3 や 宝 珠 が 切 断 せ ら れ た る を 見 た り 。
2 4 ． 寝 台 の 四 本 の 脚 が 折 れ て ， 地 面 の 上 に 横 た わ れ る を 見 た り 。
さ ん が い せ ん さ い
と っ て
王 の 傘 蓋 の ， 鮮 彩 に し て 光 輝 あ る ， 美 し き 把 手 が 折 れ た る を 見 た り 。
ま た ， あ ら ゆ る 装 身 具 が 落 ち て ， 散 乱 し ， そ れ ら が 3 8 4 水 に 流 失 せ り 。
夫 の 装 身 具 も ， 衣 服 や 頭 冠 も ろ と も に 。 寝 台 の 上 に あ り て 雑 乱 せ り 3 8 5 ．
こ こ う
2 5 ． 都 城 よ り ， 諸 の 炬 光 3 8 6 が 去 り ゆ き ， 城 下 が 暗 黒 に 覆 わ れ た る を 見 た り 。
じ よ う 彗 人 も う ま ん
宝 石 よ り 成 る ， 浄 厳 な る 網 綬 が 切 断 せ ら れ た る を 夢 に 見 た り 。
す い か
垂 下 せ る 真 珠 理 烙 が 落 下 し て ， 大 海 が 動 乱 し ，
そ の 時 ， 山 王 メ ー ル が 根 底 よ り 震 動 せ る を 見 た り 。
こ う ひ
う ち
2 6 ． こ れ ら ， か く の 如 き 夢 を ， シ ャ ー キ ヤ 族 の 后 妃 は 眠 り の 中 に 見 た り 。
お の
［ そ れ を ］ 見 る や 3 8 7 ， 彼 女 は 目 覚 め て ， 眼 に 涙 し つ つ ， 己 が 夫 に 言 え り 。
「 殿 下 ， 私 の 夢 の 中 に か く の 如 く な り し か ば ， 如 何 な る こ と の 生 ず ら む 。 や よ ’ 告 げ た ま え 。
う し ゆ う
私 の 思 念 は 錯 乱 し ， も は や 何 も 見 え ず 3 8 8 ， 私 の 心 は 憂 愁 に ひ し が れ た り ｡ 」
み み よ う ぼ ん お ん
2 7 ． 彼 は ［ そ れ を ］ 聞 く や ， カ ラ ヴ イ ン ガ 銘 9 鳥 か 太 鼓 の 音 声 に 似 た る ， 美 妙 な る 梵 音 を 以 て ，
あ
ゴ ー パ ー に 告 げ た り 。 「 大 い に 喜 ぶ べ し 。 汝 に 悪 し き こ と な し 。
前 世 に 福 徳 行 を 修 習 せ る 衆 生 ， そ の 者 た ち に こ そ ， そ も こ れ ら の 夢 あ り 。
は ん も ん
他 の 誰 が ， か く の 如 き 夢 を 見 て ， 幾 多 の 苦 悩 に 煩 悶 す る こ と の あ る べ き や o 3 9 0
2 8 ． 汝 は ． 大 地 が 震 動 し ， 山 々 が ， 峰 も ろ と も に
地 に 倒 れ る を ［ 夢 に ］ 見 た る が 故 に ，
ら せ つ き じ ん
天 神 や ， 竜 や ， 羅 刹 や ， 鬼 神 の 衆 は ，
な
み な ， 汝 に 対 し て 最 勝 な る 供 養 を 為 す べ し 。
2 9 ． 汝 は ， 樹 木 が 根 こ そ ぎ 抜 か れ た る を ， ま た ，
右 手 3 9 1 に 髪 毛 の 抜 か れ た る を ， 見 た る が 故 に ，
あ み せ つ だ ん
ゴ ー パ ー よ ’ ［ 汝 は ］ 速 や か に 煩 悩 の 網 を 裁 断 し ，
鵠 3 ， ， ( 輪 廻 の 生 存 ) よ り 邪 見 の 網 を 抜 除 す べ し 。
じ ゃ け ん
3 0 ． 汝 は ， 太 陽 と 月 と が ［ 大 地 に ］ 落 下 す る を 見 て ，
［ ま た ］ 諸 星 宿 ・ 星 辰 が 落 下 す る を 見 た る が 故 に ，
さ い め っ
ゴ ー パ ー よ ’ 汝 は ， 速 や か に 煩 悩 な る 敵 を 催 減 し ，
世 間 に お い て 供 養 せ ら れ ， 称 讃 せ ら る く し 。
6 9 0
3 8 3 ｢ 金 帯 」( m e k h a l a ) は ，「 身 分 を 示 す た め の 帯 紐 」 で あ り ， 「 宝 帯 」 と も 訳 さ れ る 。
泌 ' チ ベ ッ ト 訳 に は ， 「 落 ち て 」 ( p a t i t a ) と 「 そ れ ら が 」( t e ) と に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
3 8 5 チ ベ ッ ト 訳 は 「 雑 乱 せ る を 見 た り 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
3 8 6 ｢ 炬 光 」( u l k a ) と は 「 た い ま つ の 光 」 の 意 で あ る 。
錦 7 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 見 る や 」 ( d r s t v a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
3 8 8 チ ベ ッ ト 訳 は 「 眼 も ま た 昏 粍 （ こ ん ぼ う ） し て 」 と い う 意 味 の 訳 文 に な っ て い る 。
3 8 9 通 常 は k a l a v i n k a ( カ ラ ヴ イ ン カ ） で あ る が ．こ こ で は 写 本 の 大 勢 に 従 っ て k a l a v i n g a と 校 訂 し た 。
麺 ' こ の 一 行 の チ ベ ッ ト 訳 は 「 幾 多 の 苦 悩 に ひ し が れ る こ と が ． こ の よ う な 夢 を 見 る こ と の ． い ず こ に あ ら ん や 」 と い う 意 味
の 訳 文 に な っ て い る 。
釣 ' 上 註 3 8 2 と 同 じ 。
狸 ｢ 有 為 」 ( s a m s k r t a )と は 「 因 果 関 係 に お い て 生 滅 す る 諸 現 象 」 を 意 味 す る が ． こ こ で は 「 輪 廻 の 生 存 」 を 指 す と 考 え ら
れ る 。 「 因 果 関 係 を 離 れ た も の 」 が 「 無 為 」 で あ り ． 「 無 為 」 は 「 浬 藥 （ 翰 廻 か ら の 脱 却 ) 」 の 異 名 で あ る 。
1 6 2
和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
し ん じ ゆ よ う ら く
3 1 . 汝 は ， 真 珠 理 珸 が 散 乱 せ る を 見 て ，
全 身 が 切 断 さ れ ， ［ 自 ら ］ 裸 身 な る を 見 た る が 故 に ，
ゴ ー パ ー よ ’ ［ 汝 は ］ 速 や か に 女 人 の 身 を 脱 し ，
久 し か ら ず し て ， ま さ に 男 子 調 3 と 成 る こ と を 得 ん 。
3 2 ． 汝 は ， 台 座 の 脚 が 折 れ た る を 見 て ．
傘 蓋 の ， 宝 石 に 彩 ら れ た 把 手 が 損 壊 せ る を 見 た る が 故 に ，
し ぼ る
ゴ ー パ ー よ ’ ［ 汝 は ］ 速 や か に 四 暴 流 を 渡 り ，
三 界 3 9 4 に お け る 唯 一 の 傘 蓋 ［ を 有 す る 王 ］ た る わ れ を 見 る こ と を 得 ん ｡ 3 9 5
3 3 ． 汝 は ， ［ あ ら ゆ る ］ 装 身 具 が 流 失 せ る を 見 て ，
わ れ の 衣 服 や 頭 冠 が 台 座 の 上 に あ る を 見 た る が 故 に ，
し よ そ う ご う
ゴ ー パ ｰ よ [ 汝 は ] , 諸 相 好 に 身 体 を 3 , 6 識 せ ら れ た る わ れ が ，
さ ん だ ん
か ん け ん
一 切 世 間 に 讃 歎 せ ら る る を ， 速 や か に 観 見 す る こ と を 得 ん 。
コ ー テ イ ー
こ こ う
3 4 ． 汝 は ， 百 拘 砥 も の ［ 多 数 の ］ 炬 光 が 都 城 よ り 去 り ，
そ の 城 下 が 鋼 7 暗 黒 と な れ る を 見 た る が 故 に ，
ゴ ー パ ー よ ’ 愚 瘍 と 無 明 と の 暗 黒 た る 一 切 世 間 に ，
［ わ れ は ］ 速 や か に 智 慧 の 光 明 を 投 ず べ し 。
さ ん か い
3 5 ． 汝 は ， 真 珠 理 珸 が 散 壊 し ， ま た ，
こ ん る だ ん せ つ
光 彩 あ る 金 繧 が 断 裁 せ ら れ た る を 見 た る が 故 に ，
せ つ だ ん
ゴ ー パ ー よ ’ ［ 汝 は ］ 速 や か に 煩 悩 の 網 を 裁 断 し ，
う い
し る ぱ つ じ ょ
有 為 ［ な る 諸 存 在 ］ よ り ［ 妄 ］ 想 の 糸 縦 を 抜 除 す べ し 。
3 6 ． ゴ ー パ ー よ ’ ［ 汝 は ］ わ れ を 尊 崇 し ， 常 に ，
最 高 の 敬 意 を 以 て 供 養 な せ る が 故 に ，
あ く し ゅ
う ぐ
汝 に 悪 趣 ［ へ の 再 生 ］ な く ， ま た ， 憂 苦 あ る こ と な く ，
速 や か に 歓 喜 と 悦 楽 と を 得 ん 。
お う し や く し よ う み よ う
3 7 . わ れ は ， 往 昔 ， 勝 妙 の 布 施 を ほ ど こ し ，
じ ゆ ん ぽ う
に ん に く し ゅ じ ゆ う
戒 を 遵 奉 し ， 常 に ， 忍 辱 を 修 習 せ り 。
そ れ 故 ， わ れ に 対 し て 浄 信 を 生 じ る と こ ろ の 者 は ，
み な ， 歓 喜 と 悦 楽 と を 得 ん 。
コ ー テ イ ー
3 8 ． わ が 3 9 8 輪 廻 の ， 果 て し な き 拘 砥 も の ［ 多 ］ 劫 に お い て ，
じ よ う し ゅ
わ れ は ， 勝 妙 な る 菩 提 の 道 を 浄 修 せ り 。
そ れ 故 に ， わ れ に 慈 念 を 抱 く と こ ろ の 者 は ，
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3 9 3 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 男 子 の 身 」( b u h il u s ) と 訳 さ れ て い る 。 な お ，「 女 身 を 脱 し て 男 身 を 得 る 」 と い う の は ， 「 女 性 は そ の 身
体 の ま ま で は 成 仏 で き ず ， 一 度 男 性 に 生 ま れ 変 わ る 必 要 が あ る 」 と さ れ る 「 転 女 成 男 （ 変 成 男 子 ) 」 の 思 想 に 言 及 し て い
る も の で あ る 。
郷 ｢ 三 界 」 ( t r i l o k a ) は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 世 界 」( h j i g r t e n )と 訳 さ れ て い る 。
3 9 5 こ の 一 行 は ． 「 上 巻 」 に は 「 わ れ の ． 三 界 に 唯 一 の 傘 蓋 （ 王 ） た る を 見 る こ と を 得 ん 」 と 訳 し た が ， 少 し 分 か り に く い の
で 訂 正 す る 。
燕 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 身 体 を 」 ( a n g a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
3 9 7 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ の 城 下 が 」( t a t p u r a m ) に 相 当 す る 訳 語 が な い 。
魂 チ ベ ッ ト 訳 に は 「 わ が 」 ( m e ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
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さ ん あ く し ゆ
み な ， ま た ， 彼 ら の 三 悪 趣 3 " を 根 絶 せ ん 。
し ゅ う の う
3 9 ． ［ 汝 は ］ 歓 喜 を 得 る と も ， 愁 悩 を 生 ず る に 及 ば ず 。
満 足 を 得 て ， か つ ， 愉 悦 を 生 ず る が よ い 。
［ 汝 は ］ 速 や か に 歓 喜 と 悦 楽 と を 獲 得 す べ し 。
ゴ ー パ ー よ ’ 汝 の ［ 夢 の ］ 相 は 吉 祥 な れ ば ， 安 眠 せ よ ｡ 」
し ゃ く じ ゅ う は
4 0 ． 福 徳 と 威 光 と を 積 集 し ， 栄 え あ る 威 光 の 精 髄 を 有 す る 彼 （ 菩 薩 ） は ，
ず い そ う
次 の 如 き ， 瑞 相 （ 前 兆 ） を 夢 に 見 た り 4 ㈹ ・
じ よ う ご う
そ れ ら ［ の 瑞 相 ］ は ， 前 世 に 浄 業 を 集 積 せ る ，
に ん ち ゅ う ゆ う
人 中 の 雄 た る 者 （ 諸 菩 薩 ） が 出 家 せ ん と す る 時 に ， 出 現 す る 。
4 1 . 彼 （ 菩 薩 ） は ， 巨 大 な る 手 と 足 と を 以 て ，
か く は ん
四 大 海 4 0 ' の 水 を 攪 枠 し ， ま た ，
こ の 全 大 地 を ， 色 あ で あ や か な る 寝 床 と な し ，
こ う け ん
高 顕 な る メ ー ル （ 須 弥 ） 山 を 枕 と な せ る を ［ 夢 に ］ 見 た り 。
4 2 ． そ の 時 4 0 2 , 夢 の 中 に お い て ， 光 明 が 発 現 し ，
ぶ ん め い
世 間 の 大 暗 黒 を 分 明 な ら し め る を 見 た り 。
さ ん が い へ ん ぷ く
［ ま た ］ 大 地 よ り ［ 一 つ の ］ 傘 蓋 が 出 現 し ， 三 界 を 遍 覆 し ，
そ く め つ
［ そ の ］ 光 明 に 触 れ る や ， 悪 趣 の 苦 悩 は 息 滅 せ り 。
な
4 3 ． 白 と 黒 と の ， 四 匹 の 小 獣 4 0 3 が ［ 菩 薩 の ］ 足 を 舐 め ，
ひ と い ろ
［ ま た ］ 四 色 の 諸 鳥 4 帆 が 飛 来 し て ， 一 色 と な れ り 。
け が
甚 だ 汚 ら わ し き ， 嫌 悪 す べ き 糞 の 山 を 越 え て ，
き ょ う ぎ よ う ぜ ん お
経 行 す れ ど も ， そ こ に お い て 染 汚 せ ら れ ざ り き 。
は ん ら ん
4 4 . 更 に ま た ， 夢 の 中 に お い て ， 水 の 氾 濫 せ る 河 に ，
い く コ ー テ ィ ナ ユ タ
幾 拘 砥 那 由 多 も の ［ 多 く の ］ 衆 生 が 流 さ れ た る 時 ，
彼 は 4 0 5 船 を 造 り て ［ 自 ら ］ 渡 り ， ま た ， 他 の 人 々 を 渡 ら し め て ，
う の う あ ん り つ
安 全 に し て 憂 悩 な き ， 最 良 の 陸 地 に 安 立 せ し め る を ， 彼 は 見 た り 。
ぴ ょ う げ ん
4 5 . 更 に ま た ， 病 患 に 悩 ま さ れ た る ， 多 く の 病 人 に し て ，
げ ん た い
健 康 と 威 光 と を 喪 失 し ， 力 も 減 退 せ る 者 た ち に 対 し て ，
彼 は 医 師 と な っ て ， 多 く の 医 薬 を ほ ど こ し ，
い く ナ ユ タ
へ い ゆ
病 患 に 悩 め る 幾 那 由 多 も の 衆 生 を 平 癒 せ し め る を 見 た り 。
し ゅ み せ ん ち よ う し し ざ
4 6 ． 実 に ま た ， 須 弥 山 頂 の 獅 子 座 に 坐 し て ，
弟 子 た ち に 合 掌 せ ら れ ， 諸 天 神 に 礼 拝 せ ら れ ，
合 戦 に お い て 勝 利 せ る 自 分 に 対 し て ， 諸 天 神 が ，
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3 9 9 ｢ 三 悪 趣 」 と は 「 地 獄 ・ 餓 鬼 ・ 畜 生 」 を 指 す 。 「 三 悪 道 」 と も い う 。
細 ｢ 夢 に 見 た り 」 は ， チ ベ ッ ト 訳 に は 「 夢 に 見 る で あ ろ う 」 ( r m i b a r h g y u r ) と い う 未 来 形 に な っ て い る 。
側 ! ｢ 四 大 海 」 と は 「 須 弥 山 の 四 方 に あ る 大 海 を い う 」 （ ｢ 佛 教 語 大 辞 典 」 5 2 6 頁 参 照 ) 。
“ チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ の 時 」 ( t a d a ) に 当 た る 訳 語 が な い 。
“ ｢ 四 匹 の 小 獣 」 は 「 比 丘 ． 比 丘 尼 ， 優 婆 塞 優 婆 夷 」 （ 四 衆 ） を 指 し ， 「 白 と 黒 」 は 「 出 家 と 在 家 」 を 意 味 す る も の と 思 わ
れ る 。
4 帆 ｢ 四 色 の 諸 鳥 」 は ． 四 姓 （ バ ラ モ ン ， ク シ ャ ト リ ア ． ヴ ァ イ シ ャ ， シ ュ ー ド ラ ） を 指 す と 思 わ れ る 。
4 崎 ｢ 彼 は 」 ( s o ) は ． チ ベ ッ ト 訳 に は 「 そ こ に お い て 」( d e r n i ) と 訳 さ れ て い る 。
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和 訳 「 ラ リ タ ヴ イ ス タ ラ （ 改 訂 版 ) 」 （ 第 1 3 ~ 1 4 章 ）
け い が し ゅ う げ ん
天 空 よ り ， 慶 賀 の 祝 言 を 述 べ る を 見 た り 。
ぜ ん じ よ う ご ん か い
ま た ， 菩 薩 は ， 吉 祥 に し て 善 浄 な る 禁 戒 が
成 就 す る の を ， か く の 如 き 種 類 の 夢 に 見 た り 。
そ れ を 聞 く や ， 天 神 や 人 間 た ち は 大 い に 歓 喜 せ り 。
に ん て ん
な
｢ 彼 は ， 久 し か ら ず し て く 人 ・ 天 の 王 〉 と 成 り た ま う べ し 」 と 。
4 7 .
[ 以 上 ］ 「 夢 品 」 と 名 づ け る 第 1 4 章 な り 。
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